
1 B 1 ょ 9 素 1液塩及び l封連化合物のホツト・，，トム化字（オ， 1 \it) 

(n. a ）反応i;P よつて生＇戊する 12● I の r没化状限

（珂叫）斎ii屈信房， 0安部文鋲

熙磯より柑化衿物，こおける 12.7 1 (n. r)-'-a• I 反応の化5幻幼果についてはいくつかの激；,,,1-1) ('l'aple nぷ璃）があるが， I "I 

(Il, 2 U) I 町反応に関してはよう素（浚カリウムについての結朱が泣近報告されている＇）にすぎない．われわれは先に一連の臭哀陳塩

について (n'r) 反応と (n, 2ll )反応の反跳効釆の比較を行つた1 ）力9, 本報では数種の無機よ 9 素化合物について (n, 2 n) 反

応の結果生成する I" I の酸化状態を逍べ．これをこれ•までに報告されている (a,,r) 反応のデークーと比9哨交した結釆について報行す a

る。

法万．
炎
q

1
-

実

照II 釘叶ー ；｛料としてはili販の最吼品を用いた．

中 II舟照射ー 粉末状の，式科，i，9 1, 5 サを．雌研の小·リイクロト，ー，ンによつて‘,Jn.,'りされたデューテロン（約3. 4 MaV) で句」iリチワムを侃

撃するはに得られる：速い中性子で 5 時iHJ照射した．照射中の式科の澁度は喉温程度と推定される照射を終つた拭科は化学分離を行 9 まで

塞温に保併した．

化学分離ー よ 9 柊液カリウム及び過よう素酸ナトリウムは水約 5 0 nルに格解し，またよう素酸水ぷカリウム及び無水，t 9 ：店陵は過縄の
,.  

水酸化ナトリウムを含む水約; 0 戒tこ浴解したのち lN 硝酸で中和し，下記の方法によつて各酸化状視にある ”or を分離した、（1）より

化叫尤恥法一約 3 1ll9 のよう化カリウム£祖体として加えたのち．ゃや過刺の硝液銀でよう化磯を沈殿ざ，＇tる．（2） 1/9,1 塩 1じ炭，t，匹よる分 1し状

よ 9 素の抽出法一約 1 町t％の分手状よう桑を浴解した PllJ品化炭素と低とうし．il訊変化状態のよう索を交i；り抽出する． 6）よう怜液パリウ

ム沈殿法一過廂Jの硝陳パリウム浴液玄加えてよう•履バ，）ウムを沈殿させる．（4）卜貪イオノ交1災法＇）ー陰イオン・換間 1;,: i•C 吸A'1ざぜf:IT)・ら

過よう索酸イオン及びより索酸イオンをo. 5 N 硝陵ナf I} ウム岱液で浴離する．（5）過よ 9 索 1唆カリウム沈殿法ー（過よ 9 素酸ナトリウム

以外の式科では過よう菜酸ヽナトリウム約 1 flを出体として加えたのち．）過刺の硝酸カリウムを加えて過よ 9 索険カリウムを／i殿させる．

浴解した状速で各酸化状·想のよ 9 索の間に 1行］ 1(/：体交換反応が起きないことt;J、 ii式科を斜解したのち十分）もい時間放 1就してから分離しても

“町の分イりが変化しないことから確めた．

放射能制定一 1" I (1 ~. 2d,) の放射能は旧J,f命核種が減｝送したのち Na I シンチピーションカウンダーで，illl 定しfc．キ減 1,りの点l淀から照

射後 1 速 Iill 湘後に：＇ヽける他の核、1’しのfil数への寄与は 1 ％以下であることが確められた．！ilII'足値にe要に応じて化学収·ti-.『;t払苅半の：，ii汗，

を 1,iりし，＇,. Jの各 1没状臨への分布を求めた．
ィヒ

結果と考衆
こと

一般にl't結合の該料を小さくするため照射は低湿で行うことが好ましい力＼＇十分な返中距f屎が位られない．比或しようと •r る (n,! J

反J詔涙 1海が大部分室町虚で行われている等の理 1l1 から本3此：わいて報伯する‘知線では照射温 1．民の ~u御は行わながつ心·をf/)かわり，

放屈Iふ Itりを変化させ，ii舒品で数時間程 Iii:の放 1紅では＇（（：荻誤 1老程度の変化しか起こらないことを確めた, 2 0~ 3 0 時 1,n,li渡した蝸臼には

叫らかに変化が認められた．

これまでに得られた結釆をTabla:I. にホ文よう索酸カリウムについての結果は A t en 等の報告＇）とよく一放している． h環，：潤 0~

6 II炉間の場合のデーターを (n. I) 反応の文献偵と比較すると． 5 価のよう菜の化合物では．;r,~対値にはかなりの A況見られる註 1 三

"(/)化合物の 1iりに叫らかに仔渭 •1和如叙められ，（ n. r) 反応と\ n,21>)反応に伴う反跳過程において． 1甜 19H の化学的択視が叫か）

効来を与えていることをぷしている．過よ 9 ぷ酸塩 1,Cおいては (n 1 2 )1)反応®方がやや Ll.い1)テ／ショノ値を示し←い1．るが、 1これは

(n, 211 )反応がより大きい発熱を伴9 ためと：けえられる．

今俊よう素紋箸忙ついてさらに｀凡！氾を埠めるf定である．
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Table I. 胎coil effects of l2-'-"7 1I(n,2n)l2.u.6 vI reaction (this investigation). 

Distribution of -l26 -r 

s切rage o -6 hr. Storage 20 -JO hr, 

IO; IO— 3 
I 2 +I~ IO4 — ro: 3 I2+ I 一

KIO 3 < l 沙 5品l 各 45zl'I, < l 各 兒丑怜 42:tl'I, 

Kll(IO必 く 1 40*l 60吐 < l 49*l .51:tl 

I2゜5
NaI04 

< l 56"'1 糾1 < l 63:I:l 37込

2*1 9虹2 4.tl 2込 93必 5:tl 

127 128 Table II, Recoil effec誌 of _..,,I(n,1').. "'I reaction (investigations by earlier workers), 

Distribution of -12-8 r 

KIOi; ro3 : I 2 +I— 

KIO 3 2) 

゜
多 67 伶 33 役

：：：゜泣2 ) ゜
53 4? 

゜
69 Jl 

KIO43) 4 86 10 

l) w. F. Libby、J．細． Chen. soc ．．坐， 19J0(1940),

2) R．ふ Cleary et al,, J,細． Chem, Soc., 辿•4675(1952),

3) A. H. w. Aten Jr.,et al., J．血． Chem. Soc,, 互•63(1957).

4) M, Vlatkovic and A, H, W, Aten Jr,, 11Chem, EffectsofNucl. Transformations", Vol, I, P• 551(1961), 

5) S, Kau函 and M, Vlatkovic, Croatica Chem, Aota,.12, J05(196J). 
6) A, H, W. Aten Jr; et al,, Symix>sium on chem, effects associated with nucl, reactions and 

radioactive transfonnationa, SM 57/Jl, Vienna,1964, 

7) 丸山．出禅嗜J3 (tオ 1 8 年会，大阪． 1 9 6 5. 

8).斎藤，安部、佐野．オ 8 回放射化学，付論会．大阪． 1 9 6 4 ; N. s吐to et al,, Nature, 益!2, 688(1965), 

9) M. L. Good et al., J. Inorg. Nucl. Chem., ｣, 73(1958). 
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1 B 2 息1ヒエ今Jレのべ｀ン£‘ン溶·液 Iくあ‘ける(<fl.'()反応の化学的効果

（庚北丈埋） 温）11 秀信位森叙的 伊沢萄紋 〇迎森建次帥 佐森先史

1, 先にベンゼ‘ン一泉-itエサ 1し系に対する (n,2n)反応の化年的効果 1-.cつ 1ヽて報告 L た。し

かしその内C1)塾錬成反宛 1, お、ヽては）司じ系て'(n,r)反応の喝合につ"て行った Mわ四\ IT)締果骨
と侑嬰が認めうれた。従禾全有檄収卒のみにつ｀｀て一栢i＜玲寮か連のられてさた。しか L

さら 1こ詳紐に反跛原チの令勅も明らか 1こす 3 ために 1ま晦ての有機フラ 7 ショシの股年と追

膝l- rJ Iナれ 1がならなりと先ぇられる。そこ Z" 今回 1a 庭イt:エ午 Iしーベ‘ンゼ＇ン溶液系 I, あ’'ヽて

(n. ,r) 反応 I'- ~って生校する反跳兒冑、原子の北学的挙動と井に親分手収年と中 IU Iて焦外ぷか

懇悦必互fじ＇ lニフ｀＇て検討した．

2. 雙化工ケ／し， べ＇ンゼン、\1.祀分精駁 L たt n セ用,,た。t 1~ 息衷 11-市販特級のた n を使

用しに。臭/t:.r:.ケ 1レーベ‘ンセ＂ン，及も‘‘::. 0)系，てさ 5 1こ臭衷さ粂'b□ した澄没沢料た石突']Jンフ●

9レに戎圧封入 L てJ尺 R-1 によリ気迷管屯用 11 て郎温で 1 分間胚射しf二。つ＇，で試粁t卓法

に従って府城JJ. <.dt遺層に分離し，それぞ八の淡射能を，和足 L 全府旅＇収卒セ求めると央に内

桟層の一言j)をかスクロマトグ‘ラフィーに力‘,t視分＋ 1こ困当す 5 7 ラ］シ立,!,,分取 L t "l比放

射能ょ 1 頼分｝収李を求めた。はあ‘庚険は全て遮光下で＇·ff "淡射能兎＇l 足町線計数にぶ.,巳

3. H:l…松が‘ンゼ‘ンー段 1tエケ lし系 1｀つ II て（叫）反応，＜よる結果で 1i葱領践反祀及 a·、熱．外

惰瓜反応 1こよる有槻収率 1;:t ;, t: 1<: 印化工'r.Jしのぅ焦危依存，l生と示 L)べ‘ンせ・シガ単 1-=. 命釈脊I ヒ

して 1よたウいているミとを示した。 1 r~ ;:.. 01 場合の有被収卒は反既息東原手とべ‘ンゼシと

の茫．外領必反-r,e d)み 1<: よるもので＇あるミとガ示された。今国の（n,n ，互応の安痰で 1"愁外頷

於反元,~ t\::づく有概収率 1ま所）日計函合で叛告 L た(-n.江）反応q渇合と同株に Hi lm仇q師果ヒ

司じくべ‘ンゼ‘ン対墳 F 比悧肉 1系と示 l たが塾傍蝦反応 Iてtヒ？｀く有樗り又率 9a 叫...”"'結采と

唱孔ベンゼ｀ッ栽度に比例 l ~ "。::.. <1)ミC' 1;t (11.，加）反応の喝合と同様の碩向を示す。ミれ 1a

ベ｀ンゼ‘ン漂食q池｀＇範国で‘の布微り又季q咲、サは親分チ収平の病少 I-' 支配されたt 0)であ~.

他0)有掟分チ n 収年につ｀‘て 1；；｝曾加が訊幻られた。 この：：：としなこの蘇団で 1さべ‘上せンのモ

デし一ション効果か侵惑するミとセ示す． i k 登餞塚反応 I" t. ~屑被収半 Iさへ‘ンせ‘ンゥ痕農

ず 0.75 勺． I5 H仄 (HF: t lレ分年）で 1i l i’＇一定とはる。 これば左二）しうジ＇力 Iレの l笥与す 3 度争月応が舟

ぇ S .j'\. (I J cf)反応l1)爵与と L て説 BH される。 G品・＋ c， H5 /3r ―→G;H追r 十匂Hs•..ー・・ー(/)

こらにべ｀ンゼ｀ンが 0`'75 nF !久.t.. 0)浪殷で＇熱錢 a11r• + G: f(c -—→②lff G応. + H ・----(2) 

必且応 1= cf:と 7'’ く戟分 3 収卑OJ急激 r1＼少が楚恨載反応の府桟 9又半の漱ケ＆ tにら L -z " 

ること h\c i/.)られた。この符成て't1 (2..）の反応'fjを蔵的と h 3 F めしtぇぅれ~.一方慇外

領域反応• I= t tず（籾伶 1 収学 I1 べ•.｀ーゼこ湘段に比付リ l て肉 V す（吃勾も界 L た。

-it M. 且 lm a.n ; T, P, C.) 旦，夕3 7 (I ？ヽ 3)
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1 ll 3 

次リシ穀塩のガ、‘ゾトアトム化学

｀大環，京欠和 3炉）

久橋役。与極礼政氏本菊麟ャ ネ贄氏と

（訊目的J

棺寿うが行なってし 1 るリンの低級オキ、J酪 IC.~す b み竹浣の一助とし？，呼ラベ＇）し L t,次
亜）漬這． 亜リン疎塩 t;:らび'1< ?-P 琵令t屑す b リン化合的の令成が I中要である． ：：：の

ために Ii:, すで＇に報告されて、 1 るようy、 1 ）， オ）しド）ン譴堪々紬合りン萌塩な出祀わJりとし、

て9.l1r(n,r)呼反た K あ 1プるホ、．，トアト A 効界、£利用する：とも可能であろう。 また一方，

P-r §封合 E 崩す b iしな物自悴 v、中＇「生子g煕、身すするこヒぁ先とられるが＇, : 17)面） K 岐l する研

尤祁岩は剛 rL のところ見あたらない。

木両兒 11 ?-r 註合 E 肩するもっとも罹純；； 1じ合訪として， 次の構達式で＇示される次 l）ン

酸tえらが， をの 4 雑のナトリウム塙V， 9 り7.，咋（n,,)呼反たV，と叱りう？—?砕合の l麟ゃ

生成かりf)諮に牧應をしらべ］ がっ各而冷と尊証するための基隧望料 5 うるの左目的ヒする。

0 O 
II II 

HO-p--p-ott 
I I 
O 0 
H H 

液リン耐灸

N伍比B06

Na, 比＇r2 0、• 6 比〇

Na4 和 06

Na4RO、•IOH20 

午雑の〉たリン酸ナトリウム

今囮 11 照、身す訣料0)点吉品水の庸無、， ならが 1＝町‘生堪と中詮堪の相違が｀母侑＂リテンミ／ョン

k あ・よぼす彬黎ゃ， 立と｀して次亜リン酸温，亜，）ン詰直オ lレトリ：譴塩の生翠 K っ"て

祁告万 b. 灸

なあ‘, lJンの低級え午ゾ瞭の 4 バン交敬介郎が困婦なためv.:, 従床リンの木ヅトアト A
化営にあ•り llま主としてへ°ー）ヽ°ークロマトグラフ滋や；ヤ依電気洛動私が用 •l られ 1 、・るが'.)
最迎， 大稿ら 2〉によって町発されts 4 オン交換付惰阜も：の研究 K 迪用し， t切なも告界、を

件たのであわせ 1 祁告す知

［いい滋l
I) j輝濱帝らの方；公 3) によ '1 赤 1) ; ~過酪化水魚で躁 4げ介俯して， まず仙疇0ぃ細0
t令版する． 浚 K、p H IO Iこ詞整した水堵痰からt-,1紐f,_ o 、•fo H,O t結晶ざ也白。 N研沿0、 •6H, 〇

ぁよび'Ne晶o、 .IO Hュ 0 l!.それそ”収 I t o °して脱水 LC 訂旱骨，，戎 K な b スで（～えり舌旧） / 

枷砕Os 名...び＇ N心Os L 褪 K 。
2) 照肘 0,3 I ~ fに相当する上言c 4 稽のナトリウ A 堪＆それぞれ加リエ今しンカ 7° セ）レ
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につめ） 京大釈｝炉窟験汁の気送偕 No3 （心1 X IO12n /cm互ec) で'1 時 l笥照加する。照柑 1tた

セ‘ちにドぅ 4 1'｛又II) ：，畠柑\:. i慕行内 b 。

3) 介祈 へ'-ハJークロて卜り＇｀ラ 7 浅とオー1-ラジオゲラフ法 I"- ょ．）照射生成物のい紐

析を行なっ凡定せ；氏と L て 1むq妾に詳述ォるイオン交 1虔クpコトグラフ滋によ＇I令攻分 E

介袖[..., CT 日カウンクーあ・とが'1~ ）ゞ｀ックク＇’フウンド＇自魚ヵ試粁交坑紅装乱により放附能刺定t

行な？た。 イオン交換介眉gの際の；条加言式料 I屯 IO 呵 P に相当する熙、知詞粕なら心 I< 柱絆と

してそ中を収 I 呵？,,柑当す b ン足面リン取ナt,ウム， 亜リン疏ナトリウ幻 オJしトリン

鹸tトリウム 1 ニリン酸ナトリウ A 色なむ水涼液 /oo 叫 E 却製し， それがらf me を分取

し使用し K、

イオン交検介離叶I長 1t年a.必Leは山応）
2) 

力ヲムj Dowe){ IX i', 100~2.00 mes/,., /0 /ti｣ 

如伍1 /3ぶム； 0•I t1祠F 房笠p ＞モ·ニウム， 2 夕 0 m{ 

和Se ャ V0 ir ; o.6 n 研祇 7 ン七ニウ 4

浪逗， 7 ヲクショ‘~ ; 0，夕へ 0，ら以／西ん， 5- 心

なあ、上言i'..の 11条件で 22し一叫まで潔難し， 以後 o.6 日扉賊ァンモニウムお•よび｀ 2 日面F 殴ァンモノ

ニ厄涼液戸緊嘴〖した cs;,...,ャ互必ぷ心）。

団t Na虚0、の照．射生扱物の介難

1000 

Cトnt

500 

。

0 ｰ Ho-fキーOH
I 

9[¥  
母体

伐験結棗 l
I ヽ

100 

o. I n CHa (OONH+ } 9 卜 a d.i ekt
o. 6 n'“'’• O NH午

0 ｰ 
H -f4-oH 
凸合

f
 100 • Joo 

吼L
• --l —• o. 6 t1 lHicoo Nii,. 

加〉疏 T トリウムの中＇「生ぅ照厨 I• J::リ， ＇ケなくと'I, 8 雑の生叙物が検出された。定借

ド伎 I利したイオン交操今耀の 1 191」を図 l I= 示した。 4-棟の次リン誡ナトリ‘ウ A にあ 17 る母

枠のリテンションは、）す＇れも 201• よリ 11、 3 刈~ 緒晶水，，，盾、邑ゃ祓帷蝠I:.中＇吐瑶L'} キ月 lこよる

咋ウリテンションにおよ lます影喝 I1 次の池，である。 企
l) §者晶水の屑無、 Na2.H2 ?2o、. 6 H20) NazH2rュ 06

Na 午？ュ 06, Io H,. o > N 1<午わ O t,

N().午和〇" > N Q2-比 h 06 2) 祗＇r生塩ヒ中＇惟塩

N 舛f,0&•/oH,O > N豆恥rュ〇b. G' Hュ〇

まt: :}zリ＞被塩のpr 綽合の由絨 I＝よって生成する次亜リし浪塩，亜リン訊逗ノオJレト

リ〉緯塩"':£.吹牢 1ロナトリウム叫樟拉,~よりかな 9 度化して 1Jる。特 l＝次亜リ上畝塩っ

生狡字は母1本") \~告晶水の有無 I• よ＇）佑 L <変 /1t..する。 絆品水 e 有芍る方がIIくさい。

［文献J I)n. Hふann, Cke訊·に，紐， 68~(1H4), 2) 大振歿高口菟｝ 協悸芳， B ィt... 18 与
令講渇（ I qり） 3) N-Yoza.邸M s. Oho.s 似よ B追． C~. ~.c．いら立 No8, fr応）ヰ(/q bs)
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1 B 4 ピりシ‘＞ー芽香浪ィし令物系 1-::. 41' け 3 及訣トリチウ 4 ゥ及応

（瓦年肴，｝ JJ莉舟~) 園本哭粋

!. :及昧遠忠バ戒\ h 1--り今ら A lす及誅の際桐や I＝尺さ TT ェネル干＇ーミ虔けヒリ｝、b リ

疇戸 3 虹国拠＼直も b ェ午ロド阜l面，こ b り肴脳ぷ釦fr ｝今i、， 1r桑f I月
｀いい l l衝況｀文い詞ふぃ戸ら、 う¢ /![J幻炉c釘鵡ぶ汀オ記凶
帽ーc" I/ ジン茶 Iこ h・ケJ及昧 /-'I チ I）勺ii)},) }11il 1 かド） I, 直袴i.e. I'/.. ベ‘こせン 1 卜 IV

工、一，アニリこ 4 1、の裔〗姐に',,可いした 3'’｀／店厨‘'11 八pゲ＇二化心f?':::..ウ，T、 /0 Jり

ヽニ烈かに '<--'I 込 1 いT;..トリケク A lユフ I) 2，校訂｀ （「二＂が私倭 9 入
:z: t:' •1 ;:•::..,埠 4C 1／ナウ'-I 11 沈厨犀ぺ'Tっ□ 'f' I)ヽ， 12 ゲ';:_4 い•二必ンほ1J"1 ?口て卜

？｀＇ぅ 7 i / t'精ほし 7-:.- 、照知，］ Li a ぇ． zoo I °(/s-o 凩e t,• I),:.,＂ン沿次") 0, 1,.,..f I ハロケ'’ン化
ベ‘べ碍—X),e ，）ジ‘ン(_p炉遺; #), {_ぃ責這浪し匂／£)4 のネ友咳 I：：応田入（）
屋 I, NO 只思行玉｝面～i )(ID1',,,,,_ I e,rn,↑／ム<..)l"/5 fli l腿，身Jと行な）た。、0バ訂い訊秤ヽ；没

叫If (い7J"又？ pマトf'ぅフ（一？’'やX)尼 lバ＇ぅ如咋 l r-=-. (iB L 中釘 l;f今角にI訂
田M み） Fl→ぅー打,, c• リジ＇ン泣戌 IH F- ナf々心0~'(' t:'I) ジ＇二 uり I.::. f釘とユーテ知り

I-:. 祁 1 :r - T に，，， ll‘3 令牧t /]'‘ス？にミト 1’' ぅフ r- 1'輝材知t 1=--.) 
浅11t, Ir p叫い…A 社，液fr.~::.. 4 レーこぅ::...スベ 1 ト 12 i -1 -と月 1 、 Iュ，
J;匂、応＇籾柑 l T~ ^`‘::.11":,,}--Iv "'I:.."--I アニり.c...-じ・り三‘’二（t，違ヶJビリ 2,‘‘ こ炉んと

り込『小T-:.卜 l) -tウ勺，，，tt叫虞;I I) 0’' んq iいtすい校ィ］か cc刃J旋ょク rA ょ，＇り
戌 I 和x-P沢 I了，の必f勺 C｀りジ;_,:1'J ct放加Jい＂久 2 、,./J/')1::. 1 2.中子，和J、，，けt見
ぃiし癸みの Tf)くいケら． 又べ＇シQ’I-:.. 7｝ゞヒt•リジーニで、 /o ふ II t万脊因しもかり IJ限夜休

和\'\..りす: I.、 e りう‘‘ンの，i,t }；んゞ‘んり煉、in L 木J rエ『） T1- 1)ゥ中 x-Pp吊プ 1T い喝及

如以叫,_ 11 ど I）ジン＾才りい「出零t度 1 い川訊升 I1 屯l> 怜吋畷ン中予 1" 匂
つ T::. •和泊気汗，ーメ 9 乞T、に入， T }トリナ

中文＾恥．召3•I” 二灰加吐奴輝， ウ＾に lで 1 } i豆記o ふ， Ar 1 ル，恥 III虹
もし凶‘\‘ し匂叉身1位． DPり広A 又さ L rf',,½.-")'tらなっえ入了の 1文字 lr ::. ") 

中干 p}r 中 _h 恥、 1漣叫瓜ガ 1 ；し玄ふ11'-''l.- 'I い‘つ 了、 11 曼 h } 
0,0q 。凡＼ l.7'T え13 臼恥tMf,や-X .I)'冷（P, りじ舷‘の矛戸虹
097 0,73 1.7q 2,20 貪>f'<- I恥浅吐己： I • "Jよ> I;:: 翠分が).

o.+7 (). 53 1.85 ュ． l3 t↑了？pの名雄沢りみI /.J放印知紅 l1-．が石

o. 6 7 o. 33 I.'<.3 2,3し かー裔）ヽユ←中牧）令｝に中ーエり ll復K 尺

0-~9 0, I I I. bZ 2、ユq， さし Tr3 ． 茂況汀！；小 7-.. 甜見」苓 K和T
I r,.椛炉叶＆1 ~ ~. 
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1 B 5 セレンのか、ソトアトム化伊

（理，一絣） ・加荷辻）万咀 3

目的：セレ｀ノのが、ットアI-ム差ヵ屎 I-::- I月 L 1(1 ．既 I乙二，三の扱告があるが． f,;fれもクー

ゲ •1 トl'.- L 1. "'彼化セレソの囮件ぁ、4 いしず瘍液も n1 ぃ rるみf坑 bく行われ乙おり． 熟： V'直手ぁ

、5 いは連守,t乞子痕りJ lつぶり虹硲す 3 放紺，I生乞 V ソの誠（に収態じ L 1 令屈セ V ｀ノン紐）° 7 

ラク V ;Iン I"'- -1 CI --t:放知旅の夕析汐砕 l -i CI も． iた． C. W. Sf~1 丁． H. 四心茅（すみ月

紘クラシ）V/ 遥瞼化ウラゾ 1シ叩雌手 5 照ijJ L rン 3 い 1::. \I:成した油椒昨也レ‘ノCl) Se(w) t. Se 砂

0)疏化郎咎 1シ，？い 1 研坑 l,しい'.3.. if.笑萩-r.·· lJC. ,:.疏化也レン， 亜セレン誠、 也 V /̀ ̀  
卜りツム， ゼレ｀／緩 1 ア屯シクム第tクーゲットと L t原 3 1｝》斤｝い ✓t 中、彦子さ、鐸し．

（小、 Y) と店 1: {tぃ歩成ずるぅ虚 1tiゼレンの絨化収態~ L -i食属也レ :/(o), 崎）、 Se(W)

t巧.l.,以千のふうな姿躾》行和し‘、琺化パ徳のヶ叫囁貴した． （れ、 r ）五~i·・ロ‘q
3 うり知 IIt ;f扱彼は款梯ぁ •3 かヽ、 特 lク 1ぶ 5 ク笙板す 3 嗚，。つ" -z旋話し rs 。

t版：ターケットとしては 下表に示すセレ‘ノの化台牧）の終ぱ'a 8 双R-1 -i" I 時間， 1 埓

図 5 蒋 1逍 ぁ 3 い 11 バR- J[ 1," 10 ク）硝<f,t紅｝》ツ0"{ L た． ま rし， セレン級の項｛釦底i也t

ロ箪 Iシ丸 L たも") 1::. /)、， 1 中 ’I生子ャ股射した，．座船復ターゲ．9 卜 l-3'-.l'旦伶しして全属セレン

5 吋 I Se(IV) ぁ 3 いは Se (v,) 5 ""'ff "'E>含むO， IN 叫，：喝糾した． ゼレ‘/ /l)ク栂k 私じし'1. (,I:. まっ＇’

言べ牙ォ婦疫t口~ L 'l全属也レプのフラク v ,iン》分噸にし邸碑級 1'.:' 疹絣·す 1. a 釆項ー走を

~ t-,. 10 1, ;;ｷ :t-ケJV ジ・ケガガJレ）ヽ＂ミー／級ナトリウム笞如えイ呼 I" ふつ科出ク蜘必 1-::. より

Se(v) t 10 p狙 Ic 稚り出ク抽し、 水相に Se(w) さ残1 ガ私を用いた．名フラグシフン 1ククいて汁

y型ッンケ v -V, プカウンクーさr-fJ c I ---{,放乳1 能，t測姿 l r::... :..の分惰佳のさいの 0,1 N Htf. 

疏It缶度にお（1 3 含属ゼレプー Se(IV)- Se(W) 和互ば＼の支棧及店をしう＾‘た綽采 望彦 1.. 5 蒋

所 3 t.. (1 支抜 Ifみとめゥれながつfる．

るも采：得ゥ小 r2 姥屎t:Q:千糸にギす．迪＇） t•ある．

ターケ＇ウト 原み炉 照射昭 1旬 墜和復放せ舒伺
nヽ Se の 名西巳

，，C 這セしン•"' se (V) .1c 5e (W) ·ム

5e0~ :rRR-I ュム 19室温） I d. 0.1 9i.“ t>,1 

H:,,Sd)3 “ “ ’’ /. 0 ?8. 5. O.lf 

H,Se o. （出ぷ： • ‘’ ',I., 8 1. 3 10.7 

Na2SeO4 . I 4,- I,l /./ ク:If 9/.!i 

N~,S e.O~ 
' 

5 ん ” I, I 2.'l 9｢.2 

(NH砧SeO~ ク ,, ,, 
/)、g ヽ /.3 30.9 

Hュ Se0, JR尺-J[ /0 -mふ 2 4 あ 3 9 ／．タ 3.2. 

NoSeo4 ' 
ヽ ク 0 ん {),/ g,0 9/. 1 
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It伽のセレンの化合灼t照身Jした必名 11 ~"”花の 90 グ。以上が 4 イあの 1 ラクシブン I'- 手さ

1/1.. h 他の私レン n 化合和 ·4,, れりナトりクム池 1,;. 中,ii ｝を喪加した中名 I4 ， なカバi htの

?o./• 以J;.. b‘b 伯I/杵夕 IC)fしめゥれたか． ＇l ソ北シウム疹1." (1-31.'l :/., tレンゆ¾, I羞iとt a 

依 I: (It忍ざ 4 1 股術し卜渇 Ii l t 10,1./. t i・しf::.. j.た、 粒筏の化名印 I：っい 1 角袋 lC わ＇り

、i出し虹態i1/々i ag皮 I I'., t名［）＾ ('. 4-伯 n 化令り勾 A 灼9 名 lt戸か計災· Iがむいが． し（.ii "'It:-名り勾

“ふ‘ヽ’t l4 I, 1曲 1 却夕i Iこぶが射愧の湘 n0 9‘ みtめり小Y,-.

：ぅじ， 3 、iレ••アミ I'‘・ンケゲン 1'- ぶる比を．危砲払,~ F 』）ね是也レンll>足舟t行なしI,

-I?-V ソの札焔 lヤ琢[ tしう＾ t. 枇杉レン抽iz. 1 しれ叫11'. i'10 1i" Iれず＇「生｝ ｝疱灼 l rン渇冶 1,;. '1-- 1投

l t $e(w) /J) 1,1'l }ジンのク釈釦ヤ柘 (4 2 ,'1-~ I rf i.. -e..レ‘／勅・y )-I/ 1 ム 1:.- i"l l'I伶什t＇守柑ナ

~~!ii l たらいの森和，r'I.. Se (w) のブウクレ 3 ンの落溝/t屁 11 1-' メ 103 y). L t b') f-. こ n 、屯レ

ン紬アソ乏シウムに 1tt- J'. t', 9 豚 ~I ず，rt } t g3 射 L tさいの枯知，t組ie (IV) のフラクレ 3 ン，

戎i佑i"1 ば 1.) < ID”A _)..  1.あ‘J シの定級 I: E‘）比杖麻凝の葛し l -I!-レンが得ぅれ 3 ::.  tが'f)

がっ氏 こ A 方私（1 トレーす・＇陪屯 I ：矛J rりt••う 1 と行えゥij-l ? • 
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1 B 6 イオン幻籾枯i、のホ 7 卜了トム化収（第 8 荻）
Cr(c..伍）tーにおげるj.JJ妍以平

（丸紋火原絣） オ公；庸辰男． 0/左々木衛

目的； ＆（ら0冴iタイオン這珈 lご｀丸戟£,I t曲月 I Z, 鴻 4 インい（叫瓜
及卜、し（叩（比o);] と“っ？，、るし凡ぇシれ 3 も滋訊分iい果的 1：：麟 I ょうと
す~ ~ ~ I 杜庫ザいをに対する介紺収芽の没 9ヒ(}‘ら どり照射条件に於する rlG 心絣灰｀介
ヘ 4}鳩収芍i求める．

ガ以；用い KA1月If Iす． DoweX / ~ 20~ 30, 30 ~ #, s(),._, 8Q I 80~//!'O、）の～／え9, /29~ /立り

ゅ～ぇ砂メ、ノレュとふる、今げたもCl)と（反ff) I v..、•、/l銭1 "t広頑穀（日 1し／3日ふ令）
這様に行い．和も1前秘逗果によリ｀知4-ツー／II)J resiれ k （た．
給泉i骨ウれ虚呆 0 --iが）； 9 -翫ホ 1 。 1 て,-:: -Jr 1 前日げ麟 I り様に相屈
口叩台合が介紺恥い濃度っーンいたりり 3 とぃう坂定iffj ,,2. 定痕'1 した令介難碍
し如い岬 I た． 虹

Y = ae-4/ 
: : 1“ 久（ぷJJJ即碍， roI さk紐（c-), I<.,.r叩玲定数／ fは屈庸如｀ 9 パ雌4 オンの

枡勃度 2 ある。 1身られた結果と我紅く合う足蚊し（しン尺•よ」尿＃i直 9消ウれた。

ん 足 （伝~')
叫.i.o HNO、 (J. 88* 

PH 3.o 
訓03 I HOAc. 0,7夕＞久＞ 0 ，¢。 /3?~ /g7 
比ox

HNO~ (J、ク 4 27ク

pH 4、0 HOAc. I},t2 / 1 タ
比ox ｢,7f I 7t 

* ofiP心 t （以叫）』（tf辺）と］―の低

~I 表 Pff I ふ難如輝の知止によ汀鰍い叫籾八ム，り（直
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/.0 

0.9 

o.i 

0.7 

o.6 

0.5 

o.'f 胃·

• 

•\ • 
ロ

しl 0、 3ｷ-
>- . 

゜0.2. ~ \ 
• 

o. I 
I 2 5 4 

bead rad.i.u..S (lO-2.cm) 

4 HNOぅ } y,ｷe.l d. 知 HOAc. tot~l Sera...ra.~ie. 
• H:a.ox 
ー・一 } elutぶe yieI 人青

』k

沖｛図 刊 3 にあ l↑ 5 玖卒一—朴すiい粒径?J l刃 1尿
（直諌，ま理論内による肖わ杵（直）
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1 B 7 イオン揺珈廂奈のホットアトム化学（戸毅） Co (N~）、 3-）
Co(CN)、 3-) ら (C山）3戸イオン豹

（立短欠／界研・令双欠J里） 払詞‘辰努， 0 祐本均夫

9 的：反跳／itj'.} £効氾的に分離するためのヽ・イオンを見た動法 9) な C。 (NO,)、,-) Co(CtJ)、 3:

し（如）））一年ゥコが 1レトの錯嘘：イオン,~違団l L /通裳の Iい） ＋法 K 1'ぅ照射すの峠棗I:::比較
l て本戎の角効仕と成言すす~.

方ぅ去：精刈 l t辟イオ／と心11 さ也 Iこイオン交杓濯国 Dow奴i, Iね～ /!,O 叩s h 又 ,1 ク()~
so 1)nes h 2c(.1.; 、，し Io cc を試注斗とし I T!<.I <'rA 型屈戸fのナーマ！レフうム月でうた哀1)ぅ去凡公

バ｀‘I 今浅で，すで印豆詞爛t- Ii‘ヽ＇）午滋逗射した、仄躁 h よってで寸たあ‘'/, k らL↑イオ

‘/ tおも巾小｝湛嘩戊命の今離直iの卜 H 0) 1作或さももいて／収．辛入ぃ＇比mt乳にあ‘よ

ばすp H'-') 豹翔乏お‘4 にしらべ＇た。 兄の旧 D 、 NH計ウ（布加ノオ町百，，詐：生..,'le化，ガ＇ンマ，点に
よる箭た涅の効果名について↓枝汀（た． Tふあ‘` ‘‘の安鼓で•,r iえ曽A 浅d}ときのシた也 9 すべ＇

't 4 心／必m.I炉04 呻）とし）ハ'‘‘）ケ）ぅ紅晨失 1(1砕/;I相脂公伽み 1z'J I 7 S ,,.,1,五葬紐
蟻甜されて 97こ奴hげい 1 て叶蘭 l fe. tt放射iい本め 1 麿全コハ',I/)-含蔓這J定 1 t
ヽ0心C。£刹用した放射化分析 Iこょ‘った。

紬果： T~ し I < 1 ，ミホすtよ＇りで＇／ ミわがらンだの、、と bI”49 b ヽる．

窪疇 lこつヽ 1 て巴 1) シ｝しいの炉＇／ハ’’')圧去ょ，I 'I,すr.-只寺且古したふ箔＜午、りも合）司

棉文さ，、イ直t示 L rこ． E 、しp H の、あぃ雑t戌ぉ・よv." (oCCN)、i一の丸令，っ差，，，ぐほと人とない．

:2.)；益身ヵぅ丸ハ｀‘＇Jヶ戎とも /0 I りむ年 1 よ,...とんど＇<1) :t易合p H "I f月 1 とともに増加した． とく

心肋戎の内令 11-J:麿fJohI 厖 3 し\j\. 3) 同一f H 錢球て比較する'C I 告知和司の 4砕 I ょ

（。（砂） 3J- > Co (N人）6 ）- >らにん）、）一つ III及とな＇） I ヽ、小 1 な、、小らのイオンの分ぇ疇石列

と 1叫這（I>)'l"ある。午）幻疇置によぅ旺ギの尻い荘人バゑめら卜gいったが／こわば

い（叫）、it tJ Y'’ に見ら中た、＼告界と巽る．

比双射止につヽ I -Z.り 1) いず＇小の黙りす釦牛丑もなもtt叫けLh あ｀ lf i &、 'I よ 3以んどな

かった）た、＂しサーマルコぅムにお IT }バ＇，‘)令沫の渇合や、小「｀’l直が '1 号ら卜「こ．.2.,) tt 

犯直 I ょ PH ")ぅ成，y't'.ともに（氏 1、 L/ pH 2 ~ i、 5 1., 0)紅詞I町の比叫直っ大iさQ) I浅

芹 II ＆畑冗＞＞ C。(見）、 3- ～ら (Co)一ゥ戦で＇あった。

吃の位1 Co(CN)6)一＾ゥ NH; jオン'? i<i;-1Jp 11 疇 lこわすかi--. t酌pヵ9みとめら小た． 大き

遣丸墳キ昨を 4 ち、 I }'c収斗 I i-（~1、し 1=) た、しら CCM)、た社もなは大 l t姜が＇生じ r”‘

つfこ．ガ＇ンマ Afl 9 的烈，射,a::いす小の喝令にも位辛たらびに比放射戟、のほ 1` E も Tこり l て 1‘
i. 
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Ta,ble 1. Serar-able. y,ｷe lcL a叫¢fec出‘c ac ti viり。｛
細‘che d. -fracUow f。 r vam'ous pHof →luen七'lln2 ;nadi' ai,'叫
c叫由ons. (The m.esh s:i:ze of re~伽is 120~/!;D 匹sh 4叫
tht. -ef uen t l-1紅 4 iも HND3) 窃 cep-C ot厨叫 e れot叫．）
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1 1i 8 コバルト雑塩 n ホヽV I-アトム化学 (120 藉）
ゴバルト雑湛のガ・ンマ綿分糾

('f丈理） 斉社 iま伶 o :t,r 1建

且： 沌名ら 11 J t,, l 号X のコ八ルト， グロムfJ't'ハ鋒t品 n 、1‘ ｀ットアトム 4ヒ乎に 1目 1
“f灸を行 rJ,、)i ti)反 r＂の過社 Is ；；；いてi9 々 1J ll ず的困イの界 1 19 卑I fりH らが 1: l た':
i f1 、ホヅトアトム反応！J双 I:f、t、阜 4 t乎的fJ反方V の一象p'l役ぇしれんがらその椒瑾t緋日月 1

h (1 のに 11 l れり鐸函ハ籾射、i昂に対すみ宅歪紅 rJ y_. 1ｷ, ? I' ての系統的 1J知見が、＼峨と'.fl

み． l のJぅfJ a 的 h‘ ら，＂ 2 リフ八＇／しトアンミ；籍 1曲の n｀ンマ線分爺について柑 I: #a 呑
. 2, 5) 

t'ii 1 h が オ名仕i. 11 卜 I/ スエチしンシーアミシコハ 1し卜 (m) 雑 1晶”J u｀・ヘ々サfシミン

9 バルト（皿）柑 1晶 1J tの力，．ンマ，楳ケ餓tみf浣 L 4 <fl Cr((。 2t) 1 直 I< 111 h 外困 r§ 4 1'ノの力n

果、 や、も晶）卜や即！ t立ナ＾ 9号ゥ渭， 埠もI，了の街屯＇fJ y_'I: 1 l ヽ 1 位訂t言i` hIL. 

宴統ガ衣； 双肛印，tり1 ＾狂材'z: L て［月,. f1 l'J 1;1 [Co(NHJ)6J Xiｷ n Hi 0, [Co!en>3JX3ｷ 

nH20, CCo(pn)う 1 X5 nH20 (X= NCS, N01, Cl, Br, 1 rJ i)'J { JJコ／i＇ 1レt （田）雑湛t‘’

h ん

ガ；マ，翡阜餅、射 I1”4t汀柿え r/1 t1l 6ー  Co 煎射杖覆t尉，、_\.,fi・作り I. 6 x J05 r/hr と 、も 1

ii x 105 rlhr "1Q罹i 9，甘~:t f,1'ft. t紅樟温 n §も訊日t 1 ぺ［名温， ＇互気 0 石下i'旺り1 L 

に． ！R れ '1§ ， 沿祁t泣I:·,)<:.ぅ店液とし，点危，＇夜中が Co (II) ~ (3 -ニトロ‘Jーダーナフ トクト雑iオヱ

I tグロ 0 ,1、ルム中 I' J由仏分註 l‘分光北段在青t 11 7 1Lo fJガ， ケ拝 1¥ 作中 n 9 - f̀Y 

ト箪品 n 光分餌，ごよみ拉房t P} i• Iつの Ic i¥作 11 a べ‘t遥光 l 1 ,1 1 ,nれ 1~. ~息り1 j," k t 1’ 

Lt log (1-Co (ll)/Total Col E f口，‘I 卜 I z .11曲ぷf n‘ り届鋒湿につい9 [ G (Co が） 1』 E V 出

L Tt. 

ガ、 7 1 ，け界照肘 L Iてj{f 1滋 o‘ り上託のガぅ広i分糾i 1 れみ Co (11) tJ1 tt存 11,M 月・§4 t t i 1 のi

該糾の一喉p 11 号湛i‘ー免料困ii f} L I1 の； ；店剤・什証t 11 1 t煎卯Jj 1 * I< 分誰］,1t h Co(H) 

tfl ~I:存と比柑 l 1z, 

旦： 11 られ 1L G(Co 29) 1』こ訊糾、）外/j 1i,1 ·~ン• 9 `it晶Jt、 i/Jl ft'f I J'i'.1l 1t 1h・ー）国ナ

"-I~!ゑ，Jら心に n' ＾，マ計，f n t昇・昏クfのりり、＇／·. -Jい（ 4后il (I; 。

(t) 9f圏 9 g 4 オシti) J1,'『 , 
トリスエテレンう・＇アミ―，・コ 1;` Jし1-- (皿 I 雑湛 n nヽ・；マ詳採り1,, I la ｷCr ((。 2.,.) i直 1 外国 9i 4 1 

ン n i令籍 1。J 1 t 『 1 と l I((f) f...う） 1 J, [ Co/en)3 J I3-H10 く[ Co (enJ31 (NCSJ3 < L('o(en)1}Br.! 
(3 H2 0) 9 [ Co (erI.J5l Cl ぅ S I Co (en) ぅ ](NOりぅ 、 [ Co (en)5 l Cl ぅ 5 H2 0 .n 11/i t".il ん． ／れ 1 i 9 

打サアン：ン§貨虚！ Co (NH ぅ）b J心 (,,. Jじif穀 n ;::,トロアンそン鋒湛）,, h. I¥ 1. G (C。サ）
i.Ii1-.H 1 ら 93 4 オン (X) ヽl 9 ·,9g, 9; I 、~ Hr, Cl< NO, n "'り 1•. 仄う(fJ h 1th i司と一令l L (,、

h. 
2) 

----- I 14 ···雪•一・



(2) J店晶？ド＾ 9刈

固柑 n ,1、、y I- 1'トム及広の廂！には出 0 が棧襄 rJ,jりl を果 1 :.ピが知 6 れて、、ん。 7 コ

アンミシ 31 i‘｝レJ.. （皿 1 鋒直の1)、、ンマ線 7 糾 n 1易令には両t it }中 n H1 D n Hが 1噌 nu すみ 1: 1'.f

‘、[ Co(NH3)、Jふく[Co (NH5)5 出 O J Xぅく[Co (NH山(H位）2jx, n uli ì G (Co”) 4Jiが増たし放射

碍，C11 1 み窃庄吐が凍 I!r 1 み［とt託 I' 籍や l f1. 1) か粘i I1 H2 0 p；曲（ 4? せす I，紡晶がと
l t含 3 れんt易合の 9りi¥ t姉え l fこ P‘ その綽果 r, ピi (1 ｛和”~1ド n わら[ Co (en)3J CIぅ·砂 0

13 愁 1k 1品 [Co(en)5]ClぅJ ll そス 'l 、G- （研） 4直と示 L, 縁晶］にのサ，i宵 I: Jり G(Co2+) 1Jj p、

ふP 1 る占 6 ＾わる I t n< 11↓めりれfL 。

(1) 曲t itナの,f l IJj 

[Co (NH山］ X3 r [Co(en)3JX1 i同ータト囲pi 4 ォー／ t含1., 1盈にクいて4" (C。叶) 4』t此＃ 1 

ら¥慣 I< fn Jり K ぅq房 11 みとのしれfJ,, pi m埠 (X= N05) 1 ;1エチレシシ｀、ア三ァ雑f品

＾ガp< o‘ fJり小 1 l‘• 画l 11! J i:: L 1. pn ({ロピレクシ．、アこッ） 1Jも‘t危ん占乍 I: 1 い l t 

印1 t iihI:. 

(4) ti，；マ、tt ^ t、"府＾ 9ヵ l『

ガ｀．／マ {,9 9、! 91 の翡t存i /. 6 x /05 r /hr /J‘; 6 x 1l rlhr に 1憎 np 1 ん-t Cr (C。”) 1 』,; f9加
1 るも 11 (T.: とえば［ Co (enlrl Cl ぅ· 3 Hz O) と Cr (Co1-t) f直 I< ll 'l'..んと和屯 n fJいとの (1z

とえ 11'· f Co<en)5J BrJ・ 1 H20) が｀ n fJ. 和1 沿i 11 ~H3 ,1l. Co (ll) n‘・；；証 2 れん比存 I 1 粒団

I: 't.そ rJ,て易 l （滋 I ケ 1 んが 1t佑i｀は玲睛要化 11 うれめて、h 1" D‘ i｀わん． l rf) Jぅ rJ速

K 広'(t Jんもる時舌化＾ h の G （（討） i直が埠青角，： Jリ奢化 1 みi n t芳ぇしれ la.

($')がI ｝牲射との比牧

[ Co (NH山J X5 雑 1品 n 北名t囮 9F4) [ Co(en)11 xi i音f品 a 喝令｛ P` シマ謀 □1,: Jる G
（ば） i直 L 中柑｝吐的に 1分i，1ヽヽ •I トアトム反r," i‘Co1tとし 1''ii in. 2 れ h 6ーCo ll 比哨 5) t n 
由ドは斗竹 1用iゑ 11 みl(, n られfJ /J‘,T i. l i,l'l 11 Co zt }':!欣｀ 1 み由沿＾直i},i. 0‘ fJり塁，て

‘‘んl. Y..を 1、 v笈 1 みが、 ホヽソトアトム及広tがJ用し1. 6ーCo n 亮ぷfII t 11,Jう目的に I J fr((。”)

iりが、lヽ 1 < bOCo2＋の抽出奔＾スうぃ溢tえら，］、•こピ 9く府がl と(Jん．

文 献

0 N. Saito, T. Tominaga and H. Sano : J. Jnotg. Nucl. Chem. ~. /H9 (I 96Z); 

Bull. Chem. Soc. Japan, 廷， 365'< 1962> ; ibid. ii?, 23' 0、 232 (1963), etc. 

2) N. Saito and T. Tomina9a : Bull. Chem. Soc. Japan, 廷， 505 (1965). 

ろ）存膳 ＄永， 日庄仕ず含 1 /8 耳会請戎 ， 965 年 4 月（ズ 9反）

4) 肴籠．店永・ 1E 野， T 6 回日オ 1 4 ットー 7゜令i義’殺夕集 p. 72 (1965) 

!;) N. Saito, T. Tomina9a and H. Sano : Bull. Chem. Soc. Japan 廷，in press 
(/965). 
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1 B 9 ヘ千サアンミンコバ Iい｝ （ nr）クロム酸盛 r・み I J ~反兌効泉/:ついて

（永放尺現） O i邑①表生，杵森徒 I在

且り疇泉，．よ）かa） 4‘§ 羞，ビくにJハ Iレ｝局絵 1 1/ ff'/ド oヽ、材羞外噂j- /:,;." 
? l 昆帖、｀ Jl 3 伐象lh j 7'1ｷ. j.く知られ？し 1 i. l °‘L 中心全属しの王旅虚] L 1,"J. Jr, .. 
机告j)\ 3 わめて·｝ない．予佐シ I J ,1 、1 I-. [(。 (NH3)、』 ((r 0卜入• 5h0, ((o （叫）ヽ］Cr(Sa)3 1: 
印L } ：翌． 8h す 3 ヒ P 也恥{ 3 rlCr のi文ハ゜ーセ·ヽト。、 〔げ（t{ H心．）＂の形：見缶、T f¥. 3 ご
ヒをす紅告 L r-. 、か沢，杭におい lli〔ん（ NH,) 、し (Cr Ori.)3 -s 凡 0 （訊叶 A) E 9 -ヶ，ノ}- t l 

z /f)い、 ［が (NH戌］”の生氏反／9しにつ I I (_ ;r'7に松けし if•• [CT力（叫） ｢ ］”のがアニ―')
ン 1J E しクヘ，｛，，扱拉．t知裕了 3 こt t蒻 r す a.

立（し (NH山） 2 (CrO凸• 9 H2.0 d) i•も晶粉和以八曇 TR[GA 也／豆う）r (中）L 令炊：
.3メ (0" ?1んぷ rec) て¢ Pり枯l1 あ 3 (',1 jf、ルー1 J RR -2 欣刃J （中’)をみ束 1 X 10 ら心·rec) r 
賢叩取した。陪身I 了朴＾訊＇計，．一ついて、つ：1の方i£ t- (CT介（叫） 6 冗 cr̀  k j.ひ＇’
が口り入加t'..'立 4入守t ,K わた。
ぁ 9 0ヽしあ 9 叫！ " 9)I•• i直 IL 国（N叫］ （ NP山 I浴i文） ］．5 ,j.ぴ＇［C,, (NH山J tも， K心 o'f-ノ
げ3, C。 c t 2 品i足を 1叫，あ 3 LI IJ釦細かと[7.、加えた水犀汲 70 711{ I-.I 庖肘すみの
りーゲ、97 卜ゅ贋塙硝p.庄叙 l r_ SICT の企幻）パいポぁ 3 rm l:. 4 の）ちのfO ""'''E 
ピり、 水恥tナトリウムと並殴化水令、て疇 l て，全クロりと Cr o,/· ，，的,.. Q J. i紅＇丸t

囮 1 ｀ノた鱈」 l コハ｀・ルト碍只すJ。追過役t夕加,f /: i笈裕し、ザア皇シンナ
し一レク／＇カウシ］―― r 柊知応使J足す 3 （計i逗 A, Cた） c

げふ＇い刷 n 幻 h{ l _ （累硝殴fo m-f.を加人．［針 (NH山」（砂）;, [ C。（叫）、］（N03) 3 1: 
闊、T tr3 ．麟 9 水 1: 疇l.., ｛詞疇げP 又て見這t 3 疇、）返L.. r-—のt) (`  
心•1径陪す~.的卓ヒ麟,._ l 1 J Oムを cぷーに恥し＼，fふイオ □1灯り」 l l‘も
瑾泊(, j_ ~/Itの旅紛礼f tJ)i）足 9 3 (tr 欠i』. A ょ Cf汎）。放射範の他I足匁、｛屁いS-0
ml l· 寺因． “3ク0 吋K'. h ir i /7且丸及f i判足 1 3 (P及尤及 (I{_ 2.).づ砂 r 加入
た [Cr (t-/H山］ （l'( O山 19f鱈ふたtがjに I 加( (1 、 1~HJ 1: c.,ot Ii)形 1: 戯代＼ 夕0 立'1•· ヶ
杯 l （石う，軋光皮釘即［す 3(Pいえ凡：ふ‘)。

印偉汲吋知の /0 ,n) F {り ),1 渇 1 オンた1免秒直 I-. 辿＼．迎必及I：つ l1 l 前述t；司
材しド（ ？がI--りパL の 1刈足t竹 ) （tt位1』. A3 lfm). 
叶,p\ IJ.ti Gr 疇知嘉収手 1 げ;,訊'(--ふ` j紅シれ~.

[c/ （血）b]＂弁t= !JA: 髯Aふ X 100 芦
Clot奸•~ = A沿,· " - X /0 0 ~。

叶＂-Y)': c; = 100 -(で＋名）“
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旱釦h ずみの試針 lエド｀うイアイ詞 I: 4,!、在 T) tさ Iな国（鴫J9＋のい術化な心
,-. p,り‘‘I Ill 表恥履ll 1J..みう八ず， すた水中 1・一炭翌す 3 t、ヽほ、 1~Ue 1,, 、ます｝う I: 5 
8 〈'・らいるで 11'及化しな 11 I>ゞ， 礼の11z.，ょ

I}> 3 ヤ1)ヽ r‘ ..t..杵をホす。（し (NH山］a3
t'. K2Cr011- ~孔杯叱 1檄桟的に設合した
もの（年 B, Co 'lい｝料tt 2 : 3) I: 

9 19 ? :b l揺の戻験t行い、 [Cr;I((NH山）＇t
蛉立恥 I姜収和比杖iた．犀弓 3
放約践i麟ヽ｀合 I•しも比杖的夕＜の
［が（N叫J”の幻氏がみられ a.
闘 A I• た ,r 3 "er のitふ米知臼

I'$ TAJee 2_,~ 1J'す並 1 でみ 3 ， これ 1が恩．

紺麟遣てみ 3 "'., [C/(NHi)、]”の秘ル
化I惇収守,i枇ァ:..ーリングの秒打、 Pゞ人、り

<, ｢o ~ ｧ0ー  c の日Alこぶ 1 1' 舷西朋
lb l t m--1fl化＼，pヽ·, 1.のア:::. -')ン

”釦 Fia,. 1 1ｷ-J、す））な影魯な形をi、す。一》げ0；粁分の放加t..屈収今 Iよ、こ＂社
ff_ d) i紐み；凸加鱈~ 1--1, 1}'l z r· 度化と品、↑ない，•し r: 9\•9 ？て紅（帥）、J向 I灼私
r -=- -,,ング・ドがいて (1, CT骨 3+ (anneAfaMe) —土（が(NHれ）＂ー上→ c；げ，炭化。ぐ
一つの可りもな過社tガえられ 3 。

Table 1. Effect of stor&ge oondit].On 

Condition Sam;,le A （ダ） S日nple B （廣）

In dry ice 

in ice for 5 d 

15 d 

20 d 

l. 5 士°・ 2

1• 4 土 0.2

2.2 土 0.3 

2. 3 土 0.3

0. 6 土 0.2

0. 6 土°・ 2

1. 0 土 0.3

1. 3 土 0.4 

Tabla 2. 

~'rac ti on 

(er* (NH3) 6)~+ 

* 2-
Cr o4'. 
cr*3+ 

Distribution of 51cr in eaoh fraction 

Radiochemical yi eld （作）

1. 6+0 。 2

10,3 + 0,3 

88.1 + 0.3 

。ー
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1 B1 0 トリス- O - 7 ェナント〇リンルテニウム(JI)塩のホットアトム化券

ぽ 1 幸It)

（立放大了里） 終野久輝石森逹二評 山寺秀雄佐々木含
0佐 h 本研一

皿：給わ光哨器釦本におりぅホット了トム知果の研悌が＇コ I`, IV 卜錯体に聞レ1庄e;)
によ， L e x 小7.し） a. ふ栂告1.•· I丸光朕劇瑾埠·）トリ•"),. -o -7 ェナンI- 0 リン ,v

テ:;...ウム (I) 過t伍索毅t盈口肘 l1 (. I 府．い対により（ •n, t)いた•も厨 ll，田紅紐
（九）が｀ターゲット釦ふヒその対栄体なウび 1::. えの他ぃ繹杜にじ＇のように今介 1”‘
を観測した。

壁：照身1試料しなぅ紅（小，ぁ~ l 1 11. Q -R.. (pheri)出心） 2 出0) はt届化ルテ::.ウム
と o -7 ~↑ント D リンかゥ合応， ョウ化帽じI< から 2 1U 再紗晶し 1 湯ル蘇fンケ七二 1レ
h リウム7.."光冷和1’!'vf: f:分割レノ 孔の逍雌k 峠．i届も·*から 2@再綽晶した。拭料雌孜丈
原什 TRIGA- II 割屈｝が国転拭計樟直附し 1 - 1記靭間 1と；品に放置したり紅 9 ーゲットの

対知和叫と共に＝卜 n ゞン心に輝， 1 M t為酋t- 3,5 ％過湛素雌｝トリウム滋池繹
し9 1 ルテニウムイオン神と臼ll.に抽出り 3 。ニト D ベンセ．、ン相には主とし7..約卒順？ Z 
¥ I,B>が•I ↓れに？lくと卜') -n ーオ？4- 1レアミ）溢illiれ品四t恥し匁―店激丸t加え l 逆れば、によ

リ釦；ぷ虐 I、し抑知1ぐ裟丸ししてりい。 しの 9l＜私：fC がら涌元蒻fンケー七二 IV カリウ ~(D ぁ 3

ヽヽ 1よし）によ1)令光裕か）＇切本と分到， 4糸玲担体も加んて分割と籍岸＇）述り。波•9柑紅'1妃 13-斗
ク型シン今レーションカウンダーによ 1 、 103 f?.iの光危ヒ. - 7 を令め?.. 1．心µ/...J:.の杓釘t粒

によ｀た。

竺：照射 13"中 II'佳ふ束 5)(/o"n ／血 2 ／以c. I::. 1 以 0"il ぁ＇とない 1 4-B1 20 8稚た放置し

たものについて，次の紬屎ーとえた。

9 ーケ＂．ソト心昔 4本 d し
放聞 峙 間＊ U B よ 4 日 “ B ~ I B 

分 d 鉗 ／咋 I 1.S I S.0 1./..S 3.み

布 Q 合帝 体 4,/ &. 9 I も． I

寺 その他叶浴化合な勿 ~ 6. / (). 9.//. J.:?..9 
介碓L た 1レテカAイオ、社 tts.s t./.S.5 J J'. 6 {J. I. 6 

(%) 逆抽如雌か・1たもぶ＊ 6.7 7..9. 7.9 J'.o 
＊放置哨間 4B のtのと、辿，;iI El のものとは la 弔に照射

したもの 1勺よない。

＊ネニI- D'\•9 ン必ン樟から鉗体戊化咋水湘卦し忘得阜 3 陪にニト

〇ベン払→ン樟 I—戎し品 1 ~枚射i•生化、冷杜。
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との綽泉がら， 9 -ケ＂ット錯体d)')テンシ a ン I;/; i ")柑倅体への分・和ょ 1) t明らがに大

a 、ヽが｀，灼＇泣体へ o 今年も岳オ見文がな,,'りと＇ある。 Zuber の祁告じ'1 ct-, [C。 (en）』（叫）3•3出〇
に｀いては対｀ぶゅの仕応吐‘}見し得．る柱危訊 アニー 1 レグによ， 1 土しし 1 qーゲット
錯外の＇）子レジ 3 ンが．t沿加 1 ~とヽヽケ。 Iレテニウム鈴休のt易令 It灼哨外への今印もがな')
あ＇）， こが 1ょ反紐によ.., L が必令しされて沿l’と化す 3 託風 ぁ~ v1 l;J:. 2i. I\柑．鬼 1.t-七｀なリ大王ヽ I
のt‘はな、 1 が1:.免しらい。iたんに示す“いの他の錯疇叫’II) 7 うクシ a レに 1広がな
＇）の放身廿iとがみしめられ 3 /.Ji', ~のとヒはアニー＇）.!- 7’' による 1 9 -ゲ＇ット雑侑 iたは

その対＇ヤ倅ヽの再合 hいの可脳性が十分ぁるとしを吃味し 1 し1 る』

1) Zuber, A., Thesi's J Columbia Un i verslり, New York (I'}豆） USREC 『e戸t

NY0-6/4~ BNL 
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吉原 1

1 B 1 1 

フタロシアニン系錯塩~における反跳反応模型

（日本原千力研究所）吉 原 賢 一

フクロシアニン銅の a 型および P 型結晶では反跳反応後の初期リテンツョン、およびアニ

ーリング反応忙いちじるしい差が見出されることをすでに報告した12 また今春の年会に

おいては、初期リテンションおよびアニーリング反応の解析結果について述ぺたり 本報

告においては．その甚本となる反跳現象を結晶構造との関連において考察することをここ

ろみた。

固体中の反跳反応を考える上にはまず反跳飛程の分布をしらぺることが必要である。反

肱飛程の計算のためにかり．に ho t ran g e とthermal ran g e にわけた。 Hot ran g e では反

跳原子が～ I O eV まで減速される ran g e を考え．thermal range では 1 0 ev 以下熱乎衝

に達するまでの ran g e を考えた。

Hot rang e の計算のさいには、弾性衝突によるエネルギー損失のみを考慮した。一層の

空隙率と． 1 衝突あたりの平均エネルギー損失率を計算し． 1 層あたりの平均減速率を算

出した。これによって何層通過すれば初期エネルギーの何分の］になるかということが見

当をつけられる。

反跳原子の連動エネルギー 1 0 e V以下では非弾性衝突が重要忙なり、弾性衝突のような

単純な扱いは不可能である。しかし非弾性衝突の領域では弾性衝突の場合よりももっと急

激にエネルギー損失が起ることが考えられ．わずかの回数の衝突でエネルギーを失うもの

と見戸］れる。デネルギーを十分失ったのちでは．周囲の原子分子との熱乎衝における拡散

として取扱うことが可能である。反跳原子の周囲匠は Harbo tt le らが提唱した Ho t-

Zone が形成され．瞬間的高漏状態が出現するから．この環境での拡散を考察することに

よってthermal ran g e の目安がつけられる。

63Cu (n • T) 64Cu反応のさいには最高 7,915 MeV の r 線が発生し．これによる反駄エネル

ギーは 5 2 5 eV である。同様に 2 0 MeV の r 線による 65cu (r, n) 6'cu 反応の場合には、反

跳エネルギーの最大値は約 160 keV である。 Monocl i n i c の P 型結晶中で (n. r) 反応

のさいの ho t ran g e 分布を計算すると a 軸方向に 7 2A, b 軸 77A, C 軸 72A となり．

a C 面に平行な断面は円形になるが a b 面 vc 乎行な断面は． b 軸方向にやや長い楕円状に

なるものと考えられる。 (r.  n) 反応の場合はこれより大きい hO t ran g e 分布を生じみ

t e t ra g onal の“型結晶では格子定数や．分子配列に諸説があるが． ho t ran g e は P

型結晶とそれほど大きな相違はないものと考えられる。

P 型結晶では ho t range K 比ぺて，thermal rang e は相当強く方向性を示すことが考え

られる。フクロシアニン銅の電子顕微鏡写真では層状構造が観察されるが，格子間原子は．
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吉原 2

層間を低い活性化エネルギーで拡散しうる。このときの活性化エネルギーは 0. 0 2 av以下

のものと考えられる。このような低い活性化エネルギーであるから、たとえば結晶内の

(0 0 2) 面のような通りやすい方向に対しては異常に長い ran g e を示すことが考えられる。

a 型結晶では P 型結晶とthermal ran g e がかなり違う可能性がある。

P 型結晶でOu 原子がアニーリングを起しやすいのは格子 111l 原子が分子内の OU原子と交換

反応を起す傾向が強いためと見られる。格子間原子の安定点などについて．もっとも交換

反応に有利なものを検討した。

hot ran g e の終りころまたはt,hermal range のはじめころに ho t process が起り．

thermal range においてはthermal p rocess が起るものと考えられる。しかし ho t

ran g e においても冷却が進んだあとにthermal process が起る可能性は存在する。これら

のprocess と ran g e との関係を検討した。

I) K. Yoshihara, H. Ebihara, Radiochim. Acta _g_,2 1 9 (1 9 6 4) 

2) 吉原．海老原．日化第 1 8 年会講演 (1 9 6 5) 
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1B12 a35[7 (n4, i) I; Lｷ Ifる}i ss i o かgie ／んと全運勅ェネルヤーとの関係

（原研， K F K ) 。石森＄人坪 旦パ男、 H.H竺伍

〇的：核分裂反広，： LIfるjissIOn}位／dYとか裂片一吋のもっ運勧エネルヤ‘- E：の間ヽ： 1f 

恥 I；直特間 1系は 1J、`f j 1; みえ.,_. t ~で通当な分以の撹·ifど仮走 L て両者の父験‘1直 c

嗚足、くもるようfょ間伶．と採し出す.:.とと試｀み、枝か紋滉•1乍 1: っ 3 いくらがでt知見と得た

いと告え I:.

2 荷電球やテ•IV : 

1.史験‘式

E;~ —与 Y 図どがいて＃ると憎'1/m,, = 1.0 、 /.6 、 /.7 、 I.8 、 1.9 および '2.0,~ 111 ~ ;る柿．た．はつ 3••

の直線に迩ぃ .. 

E[ = 6: 52 ［勺 Y ・ 25.8]........................ Cl) 

その他の長も1.紐との産： E とり、 f1 ()n HAnし） と柿正 1 れ 1a•

E; = 6.5Z (ba Y •.25.8 J ~ f, ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ......... •'(,2,) となる．

Ec 二 z.Z//mr/) と E；の投Jiゑは

Ec...i~ ~ 1.08 ff...,S8.(, ｷ... ｷ ｷ.. (3) 

ししに 2 み·よび 3' ならが 1: r およひ r' はそれそれ両珠．の荷宅数、•t- i条［みる． f2 (J(:ｵ) 
の関数である補正項となる．

(2) ゎ•』が (3)式がら £~= 0. /J. 8/Ec• J.11;. {,¾Y•I．ク7}. JJ ............—• (4) 

しし l : iJ tヽオ扉正項であるが、 （煎ん）が ,.5~2.0 で（よ， 松めて、Jヽ．｀い． i』どよく育、，てみ

11 1t Ec li tt算可能昼てあるのて、式 (4) ど眉いJ..a Y がら E[ と知ることが'f、1 る．

.2. J里綸式

極めて短ぃ中t生｝照射と方i,ると、ある村走モート：の（口）と（n, r) 反応の起る牧のルt,

1 よ 勺 •Y缶としてJ(. J fここq此 1ょ両反応の立度．走散の比 んi.y／全 I とみt}る．
アレニウス式t応屑で、9 るとして AEr 

疇•Yヽ＝化渥f•Y = (a·e マ）バa:e·色 ．、，、（'5)
a 9 a‘ とし I LIE(=O と仮定して

切匂•Y = e貼 ．．........・（ヽ）

切の (3 失浅'J ii b‘•• あ）~(況） ＝ 0． 759 とりる．． A Ej I1 ネ・』である b‘・｀，つ 9•• のよう（：仮

足 3 る．

咀= aEc -{ E；ヤ）） （E恥 •EKれ） t E r }•............ (?) 

ここ 1 ミ“は史枚， V Iふ歪祀する中止｝紋， EB,,,_ Iよ寸t生｝結合ェネ，レヤー， EKヽ I ょヤ仕｝

qもう去る運秘エネルヤー， EI l1 i緑ふく射て失わ爪るエネ Iレャーである．
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(7) 0 1反定 E (6) 式いいれると

Ef•O:'. Ec•P f~Y•0.759}................ (8) 

以上の議飾（2 4反走が 1ヽくつが,:いるが''(8) 式 19 (4）の欠．験式によく似，；型とfJり、、1 ら I~,

”~L, =1.0 、(,/, f.2.... ｷ.2.0 "'抹．b ，; E:, Y の＇欠舟j f』、 Ee の計算位と 1・れ，しれらによ＜通合J

る a,｢ ［東めると, Cl = a.5741-, {J =冠0 柱凡の 1直か'. 1名られ、（4) 式＇の 1f．ない迩ぃ． こ0) (I.、¢

11c 吼ヽ 1 ると (8) 式 I.'(、 Ec tぃれて E：と文；O’J 4直から 5% 偽差往度でtt庫で、9 る．（惰"/'In~ •/.O 、

I. I, ではもっと尺、9 し＼． ) 

3. シー 1レデ・） ド抜挫ーヘの応用．

(3) J (; IJ (8) 式t川いると芍‘J免 1直りy• I‘ シー 1レデ・Jド核村：に打して E J (i f: I$ Y) と甘篤

L i界る．両者の戻瑣’J i直かしられている Cs- tJG I Rb -86 1: っ、1' その村度l:. rこめ L Tこ．

4-. rx とJ3 "'t義·

2 節（あ、3 うが「ヽよフに砂惰宅間距杓正のパ，釘 Iよ反応品度の尺及と芍んられよj.

(.4) 式のオ崩王項 53 t 1 へて(X f直の変化とi反史 L てみるとよく言われるよっに、't71 HI仇して 1.0.

~1.1 ; I I ~ 1.5 hｷ ↓ぴ/..)以上の三怜J或｀ t•それそれ臭み三牲のか展tードが起って、ヽるqと文

杓 3 るようは以位の度化がサられる．
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1 JJ 13 叩t!ふ照紅： iら荷拭りケウ A 化合わの反応

（東火翔） o森川尚威火枯囮雄斎森智雄島村修

目的； 中性る照射下 I；お lする有楳‘化合物の及／ぃ·り研免の一｛景\:. l 7 、 守，息紅麦のリチ
ウム湛の反応、：肴目して、反紐トリナウt\,,よっ？棺繊され（＜宕息．合岐 -(7ェ:::. Iし _3H) Cl) 

収舟t· s ぴ芳も核内のトリキウム＾令わる校討し既,~籾店（た。今国 1り直汲 l< iり国体
の奸楳｀Aし合わも叩訂紅するt易企 一般に行われい笈輯りチウ A ヒ n ぅ屁合＄りi照射すら力ぅ£

との差累を咽らか 1 ミ l 、 さら、：フェニル酢誠リ 4 ウ A の沖性ふ照身1,: 6 ぃで．椋践‘され｛こ

7 ェ "'-I滋馘（ベンジ• Iレー引） Ill 芽届核 b• よび飢錆メチレ，ンのトリナウ A ＂令や石決定 l 、
っ＂でこれ K 揖追n 粒似するリケウムベ＇ンジ＇うート，： ？，“ても令< l司林な反ん，おすび殆ん

直似＾処理ぃより房香核I: 4肝ヽ1錆メナレンの分祁な決たt,曲右 Ill り行い比較を紆ぃ反跳
トリ今ウムの反応“研究する．
実験： 危息も穀') fウムは炭穀りケウ A ヒifIJヽ｛：過4 の姿息音酪｛り12 ざ心過i1 の

忠息香穀と細出除文(fこ o ち． 再糾晶を行 r｛，く耕髪 l. t「ミ笈穀り今ウ A とや、息青餃ヒ
心合抄 Iミついては寄，息紐り今ウムのt易合と全く）司4よに当伶昆合｝勿 k L Tこ．合「ヴェニ
心酪リケウムも危息．香紐り今ウ A と同じ 5 うに合ぶ l 「こ．：れらの試料 1;fすべ＇て 1蘇hS 
ひ，、り今ウ＾出し？元柔令枡し 1 純匁石樟認＼たも n を用いた。一方リ今ウムベ‘沙＇う一
トはベン VIレアルコー 1レをがスクにで卜 1’｀う 7 う公（：より はしんと＂祝印認、められらi...

畔 l.· ; vtに登柔沖 ”."b リナウ A を反応ざせ，；麟 l r~ のち過剌〇へ＂ンじ'1レア 1レコー
ルを島真立 Iヤ~·除去 l. l恥 I Tミものを砕り？試知（ r~. ミ小ら,;r t t,：品戻知ァ、／
？゜ lレ 1: IO-4m,,,Hをの直登下て＂封入 l 、泊二右 1s J R R-l ず国ー良、馬食如＂ l日時 1で烈身il. 1食
念，1 り1 ＾日時，、や lo りJ R R-1 で．． 10“幻し／心．の 1行茎ふ屎 ~"'0 叫也知（ r：.

照砥＾処理 ,s 知りナウ A t羞は水漆液ヒ l. 吠酸る加えて迫記酸ヒ 1 、エーテレず
克応紅 l （こ． リナウ A ベンジラート I1 9ドぐ令組 l r: a ち．や 1ずりエーテルてh 克令，：抽

出 l, 1見りれ[::,'\’ン v·,v アルコール I J r/..-j 7 1" Iレウyタンに帳彰，社訊8 ヒ（＜精虹 I r~. 
す〇わち． 、、かりの出発物噴 I：幻 l ~ IJ ~ V,ー卸を放知化希正紅礼'(.比枚知能を灌｛
知．匂f＜トリナウムの分栢か知如ヽような戎ぶ h らい心碍応合戎反tt'を行い，¥.J',.
＂べの化令統を放MH謹的,, fも粋，. ((比枚射枯る冽足 l. ~ 111 叫J遺 a姜がらケ柿陪
もぅ天丸 1 「ミ。なお托九を表めるため I~ IJ二を命恥いも行な， r: ． ：小り＾各化合勃 0 比放
射如測度に 1Hf.叫レンケレーハ、ノ計数峻置を用い，クェンナング＇効果もよび＇此｀計奇丈
心庫｀正＆紆り， rこ。
廷· I:S ん如各生戎秒 I: 7 M ? I J令息肴緞りケウムの戌合,~ウ n ?のみ，枚身柑訊1丸器

に如ふ此lf1計穀管も必僑＼ （＜うジオがスクロマトゲ＇う 7 装置を用い，がスクロマトカうム

-124 — 



より令紐＼ r, 物情を直ち 1：如和比列計数嘔 I: tり計数する方式により弗浪 l rc. 

図 化合物臼饂ぉよび請導体合戒の反も経蛉

〇叩ooH OC屯OH

] I<叫04／三

`H :｀ヤ｀C.Q.
4
 

。

s
 

ぅ
一H
 

02 

l

`

 
が。

)ｭ

Nt-40H 

『
柑c
 

。

NHC[ 

一。び：00 0] 
ご比」毘し召

；｛↓恥
百゜CH3 8]  

Br 

枯果： 象、息音酋象QI I)ケウムかり和阻愧餘、リケ加、の混伍墨h位（~ (II差
見註加凶蒻収年ぉすび化和峠収蔓遺易［：現.j-J cf't_.いすれもりケウ A t羞バ易合か邊っ
でいる．すなわち、放射化庁的収年 1：わ＇i 1 くりケウヘ塙の力が約 1•8 伯，放知積冷応＇最

も大つf｛困ふヒ免えられる化体的収蔓 1 ミ L·“ て 13 ． り今ウムt晶て’'約約％以J:. ~"あり．ーt.
彗杓り釉45% (b‘ 外 3 れず か rすりの差臭が認めら"'- r::.~ rミリケウ A 嘩の放射絲令給
"'Al't~ ~こt，吐（とな防囀/ll s ＂こと IJ.うじオがスクロマトク＇ぅ遺 I, h"'? トI)
今ウムがスと C 2. a ｛じ合玲ヒ 1鯰？れみ約質譴が 1月オ知公でか「~ I~ す 3‘'T4 カ‘＇「：こしから
も埠誌~ tJI.. k. 

7 ェニル酢駿＾ ＂枝直叫ヶレン＾卜 9 ケウムの令布iJ繁香枝＾水素Q\ I 位置；単
位しすらし 3 ，側錆メチレン 1ふ々ヽ糸9 ,/2這 II i直な示、t、"枝 Iこ／ふ含息肴配恥
同じく I t噴ふ今布？ti\. ?いる．
ベン v· Iレア／しコー、レ a t易令 Iで 1“肘鎌メ今 V ゾ(//トりケウ^のfふh未が7 ェニル酋蹟§8 り
直が 1, 為ぃが＇．房香核閲の今 I3"“象， 7 ェ:;::.. I疇穎知｝ゥ易合し）司オ条，s 大｛和渭に今
知れ？ぃみ． うた放知樟幻負年 1Jや、ベ・レレヽ・ルアルコールの方が含ぃt角えられら．
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1 B1 4 笥鳥 M i ssb邸er "(.・ゞり卜，レ測定装憧J)拭｛乍とそり酸化鉄一

ヮ‘'しアム｝払茶へり遥用

(1心理） 0 加代註和 あ島使正 犬椋茂’

目的： ）をし面t噸濱雄 1奇の宕沿森 MbssbaueY ス'\° 7 卜 I臼剥定妓直屯製作し、各M_ 'ー? I知t
狂への過f]なiめ k する。木府，札で 1J特にク＇、し了ム捻L- mL叙系のサラス社物省な試料

R 忍が，‘i II)中で印遼4‘’ 浮にその 1 ＞り択従疇倣 l て，， 3 の1J‘、{ 4L とi')'’↓アム迄
t知＼旬（： lしが品冶力危t'7 ヽヽつか、i t：：出店を含じて＼＇ 3 ヒすれ 1ざと｀＇＂株tJ椎並が持っ
て 99 つの介、 H叫aueY スペ 7 f JI.. m 命采ヵ＇§ガ定す§のもi的 k I た。

皮競和よ

1) 珀I 定装直I)競昨． 祐福て｀脩洵ti測史装、置0)製作なi栢 1: I t. 0 で、綿、；所．と依計の

仰いガ IZ ば＼暉、サ板i式左採川 l fz, 

如i遅割逹及も変化させ吝のには、 I-Iゞーを（n, 、汁板の線源 /Z 対する翁たtが紐 1こ史

杞之せて行った。謀尿屯、日転す 3 す戎、，拭料を）日束入す 3 うぅi、屯* 1: 汰みたガ，線．源を函転

すろぅ法ば棉源っ孜及ザク，，，，c ℃経及て｀． l1 吸収ガ茄く正，培叶I 史ガ｀公束ね｀ヽヽ。拭什屯日取す
3 1 ;;f.. 7. 'I ；；、 ;, ;グロナヌ毛ーfーの、日わ、速度が． 4, t,'7,t). Yｷ f •1fl "Jも v) T /ば戎，J史？＇｀

きるが lo Y•P·m /l)t "'て｀は、別女＂柑ぷ｀れのためが咄収·ft\すっセ 1 瑾われ甘ガっ七。
叱絲：屑、 lまり l 、了ニーy ;. 7 す 3 う 5i、と，＇伶な令叱房未を羞登乾、fil l 1;:;. -y ：ク＇•9 3 
ぅ式を・総みたが．打の嶋店によ＇）哀，、雑呆ヵ‘••M 5 礼た。

2) 武が'-t汀収。 1‘ し 7 ム娃ー甜れ紋系 1I'’ う入状杓噸 0 釧製 Iず、約／0 名の）＇しアム極
l：栓々 n 晋の緞化版（恥03 i T9 11 花A) な r／長比ガ｀9 3, 5, /l) /0 、 I夕，ょo とな‘3 よj Iこ

幻 L' 紐";,-, Iま中にい、遷視炉て'’約！み砂 •C /z ;i峙 Iりャ熱弗融 L ｀免右 1 7 i了った
．尚， 7＇•し 1 ム埃ば 予め， ') ；緞ーナトリウムの加柊悦9K Iてよって餓製 I 在もので＇、

,,0 
舘長約伶ウの↓のを (1],, T9 。

比和悼0) t,め a 骸叶't I l 、f.e'P /恥（'P,, O,1），鱈 D, 訂o.. 砂0) 和oil,)（加），力‘t't.佑
式口［，！訓製 l n. 

3) M 玲しaueY スペ 7 卜 lし"J ~,,定。 各拭計1"“う末 K し、＇』転 vl 板 1 1. ]乱んウゼ、祐
湛て‘.』i定 I iz。 l4,4 1,, eV の｝綿"i1J足 Iま省作II)蜂ヽヽ)-la I (Ti)枝い、多をえナf ;r...閉似｝緑スペ
7 1 口＊一？ーに止怨 1 7 lT ? r,。牙れ｛・れの1)or p le ァ述度/1.対（ 7, 統計夕 9 mっカウン

ト村ij,I,,r l t.. '1. II) ft条もスベ？ I IL t l てグラー1,2 なき表れ 1 、 i 50 頌ey幼ftヒ
!½~a如？°卜叫廿，呼の位合言をみtった，冷れ ;,71 l直 1tステ； l 2 舷l 9 位た。~ I てか4! 1: 
l ?,、 3 。•

定抜註条
甜＼i乍 l Te 珀I 定杖蚤なしn ，，？ステシしス，団を試村 n (、 H055 ↓ 3ueア咋）収i,I史を行っ在所、
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い飴／ケ゜／。の喉収広示 l 、斗位幅 0,18 洲祐eL t'●勺｀ fi')シャー 7 。かi斗又スベ 7 トルガ''{f 5 仇
f.。ステン L 又犀 r うに 3令，、 9は取在もっ試針に対 l ？しま士 o, 0え”叫んんの社 1月内の祓差

1·· 瑣 11 度が可れてお 3 。 ：：：の製豆を I~ ヽ I.'.)'' しアム燦と・緩化奴、｛の他リ;:..ゎ鉄をるいt名

勃に／いて 1'1 足し Tこもけ采 I吋 l 表外通＇）に厄 3 。
haら一グレアム塩系 厄 0午ー？‘'レア A 湛系

Fel[ 

恥叫ec)？／丘
ち
7
0
5
0
l

i

i

 

ふ'Ill'll1/~ec)
0、妊6

0,4-7 

0,41 

0,33 

0、1t 6

FeP 

fe POf4-H:iO 

E瓜店°'7),;叫0

恥 (OH)（？ら）5

恥匂

(%e&g Q) 
t ('rllm /sec) 
0," 

0 、 1 '7

0 、 13

0,11 

0、え6

妬m/se(.)
0,5 え

0,43 

01十↑

0、5' I

P/Fe 
3 o, 35 

5 0, 37 

7 o. 6z. 
l o o ，竹

l 5 0，祁

｣ ⑮疇ec)
D，え 2

o,I『

~0 

゜

FCエ

& (11lm/sec) £("叫起）
i、 27 1̀33 

1,6L 

l, 4-午

1,4-1 

1 、 (,o

1 、 53

1 、ぇ 1

1,41 

1,60 

房庶：

0．が1 t?, Iえ

恥〇午 均笞 こ；
(N入？03)，，，- T“゜3 屈祗枡でぽ 8 の雇 lま大件一足 1'‘ 、甜］凶久｛，，も 4 の 6 位砂f，，，袢c

に血ぃので＇．肱失ーリ＞誰虐外に新しい念切合か••t l‘‘ t=ヵ‘どう介ヽ lぶ約I 5 ti "。 l 力‘l E <?位 1な
l遠似鉄の｝絨¥)大？ ＜閲、リ、欣和涌 ,1 q影知甜の培火を示 l て、 I 3 。 l かも Y ク

慎＼なp/h 憔が大きくti ~に従-,てナ曾大す 3 棟向にあ 3 。 (N鼎）よ丑企子、武料· 1さを気中 7飼製

す 3 し砧、ヤの z i而叔 lJみ T打綬化さ似油鳳品O3 系試叶以く 1滋 rJーヌ'\° ？卜 IL 1 を示すゥf'’

磨条仇気中て＇祠製 I T2 o．吃のよう 1, I て作，た試料りスペ 7 トルに 1す叫 5 カ‘I::: o,i叩転即追

l..,_ 力 3 三価のん失 4 ぐ— 7.. 、大きく 1分裂 I r,.ヨ面の叙qぐーグの（両うかみうれ 3 。 1 カ‘l

:のt鯰 1 1. Iまん戻介｀‘'召疇t三i韮いく'- ? I項れ（戎れ 3 ため， ｛れぜ｀仇q略.y”"”
I...，瑣l| 這足t大きくね‘3 ので？厖比 l.,_ 対す 3 とっ妥化が成刈的 7・（ロ;J.' I I.  l 力‘l 、すて＂

1: 行 h れ 1 11 3 恥04-の結果 l：よれば尾0」中d)二価欽（す＆呟叫.,.,ん)1..::. i鴫 Iまふo,97(111 111佐ec)1

£=^o であ 3 1‘S 、 1 二酸塩力｀‘うスq中の休 I1 竿沿 5 瓦 O午のヵ枚 7'’ ね‘く＼＇）二蔀塩l::命店

I て 1`3 2 t a 兎ボ l t,, 3 ，莱五t.J.、イオ ;:.I性の二］噸りふ l直ir{,4囀松 7‘’ ｀ ミの力’'ラス
状杓食中のんた0) ~以t {れ{>血,,'7/ 7•'1 オ＞ IIC•• あ 3 ：とがわガ 3 。 ま瓦るまれて 1, 3鉄

叶；に対 l て，喰収5泉辰サ｀騎ヽヽてと切ぜり桂．合ガ茄ヽ'~'c.を示（て l I J,：：：のよう厄‘弱
ll 喰収 It肱遺康ぅ叩ガ S Ti 3 収冶判,~ I Iさ寸百戸 41 3, 7／長比．の愛化 ll 柑う£ v/受
AL ，なり‘｀し了ム迄中に蹄紅鉄ず・＼'}込んで、訴 l ぃ紅店を作 3 西、虚磯の切断ガ‘起 1 緩長

llJ達，たもりず‘出茉［ \I -'差と告ぇ 3 。長鎖長q、うチ IJ iっ杞朽釆のようねt:it-~ををヒリ、
底校心＼ ｀）パげら勾配！＝褐冑を如ますもりと推炭'l され 3 。
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1 B 1:, メズ／＼、ウアー初果 n 化咤への応用（:r 4 秘）

j't 1 ァイト・ 1畠仕叙勺｝仕合初（a h'11 んメスJ\・ゥアー劾泉

(tズ柑） 。＄永俎．ズ狂ぅ弟ー．肴廂信房

(i差水ズi男） i石f手f9 ＆又

邑： Mossbauer 初果，i rJれ 5 原i 1亥 1: J）aガ・シマ縁 n 密，反疎共 Pj,吸収 11, ~ If)に用

l: J 7 t 1．陪 1 rJ it釘7I) ＾庁、｝偏戒腿． 1青立， itし↑ぷ屯名!) I荘哨 rJシ｀に,il 1 る夕p見がi号；れみ．

・（つめ森迫 4いいケ 91 l，ガ， I t在目t昂切 l 19 ん． ；＂りは既 k 知tm'/1J.n AH:f ti1i射 h` J 

bぐ光仔餅 1: Jん 4t芍ず化 1) fJ ;ひ..I-< 1f'i.ヒ・リづンi§ii l，ゎ‘11 ん祖 1惚差＾和i阜 2) t Mo‘ssbauer 

劾昂t用いてみn 表し 1 n 純罪t郭各 L 1tが、床雑i‘（すi'ラ 7 1 4 卜t f虚 4 1::オ；；；銹り I 1J,. 

幻 11 4 1-とf品仕 1 二名矢．t品 4.I:: 1 Iし三ニウム1) 1 （んケ｝化乍 1i!J中＾社＾原t•i曲れり! t哨
らが 1, 1 4 r1-n ~ n Miissba 1.w· スペグトルのみ1 究t行， ‘I1。

7ヽ 、ラ 1 P 1 I-11" 原｝ n ? （ん平由 n 層困 k }曹々fJ栂噴tこり入れt層困化有澗（1H-

4と名切） t庄麻＼ 1 ん l 'tが和｝れt 1 ｀ん。 出t 1 ：：：匂i i｀ラ 1 1 4 1-^ 4k 与潤 Cn Fe Clぅ

i1.I: fのら 1 f 1 t層＾ 1C 虐 l P~ Fe CI 3 if) n に 5庶れ z L-(electron transfer) z I'.,~ i 1 

t'!叙'1 んじいれれ Cn+,C[. FeCI2 • 5Fe•Ch rJん式が． h •Itえり,J'l.tいんか＇ L の採 lc •9 し 1 1. 
Mb'ssbaueャスペクトルt須1J危 1 ればれ n ii外店｝ハ喉段が 1且え 1` 1 み 11 1‘‘ tがわる． i k, 

Al CIJは導独i、 11 僧固it合物とつく;, fJいが’FeCl5 D‘' 柁府すれ liそれt acceptoャとし 1

Ciiｷ C(FeCl2 • 5 AlCl1 rJ h 化乍潤tま成 1 み~ 1.rt'{ I ｀ん、 Z れについ 1 も M fosbauer 
靭畏＾紐須JにJぅ 1 9そt1I麻i 11由がりi /): a月らか k (Jみ 1 のt il t矛 1 、れる、

宕騒方戎： （1) ク、 111 ,i I-仕合初） n 危欣‘”J u，．分析． 3-S)
a. 7 ヲ 11 イI-'f品化 1 ：：：名矢 4しな覆 天然‘グラ 7アイト紅 I9. 煮 1/(FeCIぅ§y g, t 9 、'/

7 iわ I ヽ• 4 レ，y 7 ス菅ヰ{ /0-/~ IO-2 枷 H9 1:?放圧‘し h り！矮多寸し＄れポf t0 230•CIく保; rJ 

，くら1/- a奇向りり！も 1 みピ生成｀ 1 み． 1,！ぃ I M HCl i‘処環 l tナ反広 11 FeCliを廃含t: l" 

L 拉媒 1 み， 誅t市ヤ分析 1ヽ', t晶春t双り1 化勺析i定せ L ft括果 Fe : CL = 1 : 2,96 と

rJり z ~化伶籾 u C11 Fe Cl ぅの組放‘t屑 1 ふ

b. グう 1 ァ 4 t. fと仕保・福 4とアルミ;;..ウム 4と合判． グ｀ラ 1 アイ~ 3 9, 煮， 11<- FeCI ぅ

0, 39・釦 ALCl1 19. f目ぃt.t ftピ年＜同 1I n ガ滋 l; Jり乍戒 L Tゎ ケ析紅昂 Is l み

t fe:AL:Cl =-1:3.0'I: 12.2 i' n り z (f) 4 と合聘のぶ且戒 1 il C221, • FeCl3 • 3AlCI; iゞゎ

"ｷ 
(2) Mossbaueャス＾． 7 トルtJ)唄1J足

iUn Mb.5sbauer スペ 7 /-Jしの痢迂 9: 11 57Fe (”Co 上年 57Fe ） ＾キー励超 l£ 肘，、ら碁厄iえ

柑への‘釦9 ェネルギ‘-/1/-.1/. KeVn 'I，埠，；・用いられん． t、吊ぅ辰に l1”Co を Cu 板 r 屯届 L 水＇
養針うか中i’'o g ooOC I：ぶぃt iヌ日和月 1バ1 しf1 2 のと用\‘.l:. ;tのグ、ラ 7 ァ 4 l-4 と釘'!I) i9 1 t 

,iり又｛店として沼ぅ届i・；削見 L I1. Mbssbauer スI\° 7 1-ル l1 1 ぷ阜甘豆出忍｀に固;i L 、「1 吸収 1オ l-<
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和t £，"lClE9バf置（日 9l もわ瓦‘直ぷもし 1~ 贅，採用遥忍＇， 這砕 7 ラ、yチ， 歯 9 1貨柑i‘を

没 L 油仕‘t`•§f1 1J t 4云注） 1,• 一定,., Dopp/er ii度tわ 11,え、 1 ぷ昂の成収t透度 n 函号1 として刊1
豆 1 る Z 'i (< i I) J月られら．

庄： c，ァ FeCl5 hi vヽ｀舟 1~ n Fe,Cl5 cf) Nossbauet-ス＾゜ 7 1-ルt図 K 示す．

t

k
だA
lt
y

-0.5 

二•5--0-ば`o`` \'9]--6芯こ＿

、百
FeCl5 伍 FeCI J

炉＋ 0.60mm/sec. 
l I I 

0 +0.5 +/.0 

Dopple,-velocity -

+ I. 5 mm/see. 

C17FeC9, l1 墨、tiり手う 1 卜(isome l" shift)ｷ 6 = +0.60 mm/sec. の一本ヽ) p及収ぷ晨t示す

がz. ＾直 11 1,1/,、 7k FeClう＾覆，卜i i床うプトに比べ｀ていくらがズ 9 い。 l れ l1. 1｀ラブ.,,イト中
n 叙 11 FeCl5'29‘rJり血ぃ原｝曲訊 lで h みが FeC I J.n上下のグ、ラプ.,イト層，．~ Fe 3＋の 3

d 帷道＾ l‘ （ら。、高｝がそ仇れ z みそ nT.. n 3 d.辺t t1) s も｝に対 1 み L ~へし‘§n 昂 o：噌 L

叙原} 1~ 上＾合虐ナ危預 11 ぅ放少し1.墨 ll、1 iオうプト S がt着加 l t,、みピ芳ぇれ 11・；屯日月i. 9 み．
~1, t z If) Mossbauer ス A゚ グト 1し＾渭lJえ紐昂げ 1‘ ラブ.,, 4 卜全がら Fe C/3 への electron
transfer i：より FeC/3 ｷ 7｀・ラプアイト 4し右力刀が士欣‘1 んピ 1 る 'I~ 麦の竹ぇガとナ盾 l 1Jぃ．
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1) N. Saito, H. Sano, T Tomina9a ai'Jd F. Ambe : Bull. Chem. Soc. Japan, 臨

681 (1965). 

2) 伍野・品永・ 1T 日・菟谷・有森， 1 /4 回筍釦ヒ営訂籍乞， 1964 年 11 月（稲 I司）．
ろ） W. Rudo~ ff and H. Schulz : Z. ar1org. u. all9em. Chem.、糾互／ 2/ (1940). 

4) R. C. Croft : J. Appl. Chern., g, 55'7 (195'2). 
s) M. L. Dzui-us and Ct. R. Henni9 : J. Am. Chem. Soc., 互． 1051 (1957). 
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11JJ1 6 杖丁腺央鳴ゥ 4い＇翌への応 I有（井『枝）
メスパウァースベクト 1レ 1 こよるコバ Iし卜 (II) /t_合功のホットアトム化学

（お茶の水大nt) 佐岬袢滋 0 杞ぶ美智大矢ヒ L 江

目的：~,わ巾るメスパウアー効見として知られ．＂文了棟共戌吸牧スベク~ Iレの親嗅） 1不一

L 紺遺のカー肱起準位l= mr るその杖和0) 1c栄 6露熊を直辟知l, 0-) I-::"IJ ?、あり、従売の
ホヽソト了トム化骨の研究にお 11・る向将的な方丑、てー 1子科iられなぃ知見tあたえると差えられ、

る。にヒ・7._ Iが. !i'ICo l, EC 崩壊 I：：ぷ 1) 叫豆ナ畜起竿位に達し、さら I= 了線と放:t_ L て

｀の汁’一励起竿位になり、つし＼で 1生 4 kev のす線 E 放太し忍底叫いも：：1f l •:: 0) 1“ 

屈r の直直パ紐鳴吸牧スペクト Iし叶訊 I4 ギ1 日で守るのか、叫ふから0) E 叶謹ぉ
よなバ前壊（ならび r=- I勾新血賂裔け放出とオージェ効是）がヽわゃ：木、ソト了卜這社に
しらべる二とがでぎら C すでに-::,_ 0)目的のため 1＝二酸化コ／ぐ I L...ト（ II) I) 、卜 '1 ス了セ令 IV

了叫トンコパ 1し卜 (Ill) ュ）．iクロペンクジニ "'-Iレコバ I\.... ト (911) 塩 3) につV\て、生灰する金
叫隊化状砲が報告され、 vヽすれ右た (II) あ‘ぶび｀ Fe(lll) の存在が知られている。われわれI古

、てらに：：：の 1苓かのユ 1 ヽ｀ Iし卜 (II) 化合勅 1-::: ついてみ的咬． E すヽめた。

方注：通常のメスパウアー如』澤l知坊含 lo<、一定の棟ぅ原に対して棺々異なる如紅細
鞄の吸4知ぷを択‘科とす l °‘｀、い合の吃合 1玄一定の唆吹体ヒしてステンしスス今ー違這

ヘ｀粋憑ヒして団じで 7 べ Iししたものを試‘科とした。稼湘からは、 14-、4- kev の了稔0) 11'か
に、呵たのヤ吋初起準1にからヤー励起津位へ祁るヒきの l '2.4 1::函のす稔も枚出されている
か｀、これ旦奮当な昇? q NaI でとりのそ一ざ、 l紐に改パ叫：よくと 11& し、楳源汲吹年
にお It 3 叫五化‘翌的板篠のすかへいによる叩半位の差 l→袢当 T 3 エネ Iしギー E 卜‘‘ッ朽

—'/;,,:見· ｀すなわウ両和加匡え見的な定速相対
渥勅 1：：よる退勤エネ 1レギーヒいうかたすであ

たえ、速房スキャンによって直のエネ Iレキ‘
-1-=-- ttt＆丹喝吸吹のス心卜 Iレ之載凌jする
•このぷうにして得られにスペ 9 トル棟0)イ立

翌ぁ‘iび形択から線源の化党 6汝態四痕定で
い。租和鑓t. L て叫5瑾尉麟．拭
t:" L たもの E 目 v‘ ｀このヒむ、の吸牧の位翌左
0 (叩'111,/seし）とし、位の椋源にお lT る吸 1屈
位置& ('m.'111-{,;: ec) 'i..苫牲｛床し•フトとい）。分
褪があ：境如：： I本知0/平も E むし、介秘の
1ti協 2E E 四砧｝今褪とい）。

臣2"迂
.I. 

IOOo/o「-...:_::_---―ー：：：
‘ぐ· -、‘／口 Z|ヽ

叫五ばl.6H2.o
196 °/。'

’ I 

IOO°/。~ ---------------------~ -

叫ふ叫
q6%ヒ
-3 -2.一l o -t-1 

雄対速度（ m'lit／sec.)

1 30---



戯： ~c。てラベ Iしでれたシュウ正 I‘ご'1し卜 (1 1) Co c.o~ • 2.出 0 を楳澤と L た場合、ス
ペ 9 いし 1本 2e 、{I:.も 1= -r.. r し直E 5 にえ 2 。巧直9吝シュウ殴ナー餃 1:雄当すい紅で
あり．匹⑮・2.比0 n -i万浚~: t I 吋eは 1苓と人と、 Fe(II) 0> ~犬龍であ1, ::.とがわ”‘る。こ

の::_ I:. l"f従呆のシュウ函ュ Iヽサり（111)錨化令切）のホヽy iアトム効果4) ゃ放射稔令餘5) にあ‘
v、て、リテンション0) ｛直のひくぃ二と1°Er (Cが）の大きし、こととl訂連 L て、シュウ諮イオ
ンが合生 4 ォンに対し対翌ぇ的に｛汀f i二とと一敢 L "lヽる。否たシュウ酸汁二合の放
射粒分解や知濯心 IT iメスパウァース交ゥト 1レ0 玩究 9にあ‘ヽヽて、シュウ該ナー俵の
ヰ父がみられた＝とや｀卜りスオ．キ平ぅ卜住 (II) 鋒知 G （訳）が大きし、ことり）とも一致
L て VI i •::.れに対し． C。応• 6 比 0 1-:: >'I丘 C ラベ（レしたものでは、切fie. (11) と5'1fie(III)

砧紅 L~ もの I＝柑当するスペウ~ Iし叫られた（⑰免照）。＝の屯合1”"り｛い玩兌
箔F よ；祁伶I:.. m様応Y 卜 7 卜ヘ曲肛ぁ、いてすくをくとも 2 面と 3 fかの”te 0)土灰ぶみ

とめられる。：：：れ 1召滋 4 オンの国囮 I-= 呑在 r る水介戸塩知ォンづヽらの脅い輝 11'

窓易ではむく、 s'I Fe棧U)ャー励起津位 0 昇命の社度 (~10-n 5ec) の几） 1::: 1 さ 5lke C1)―約 It' 3
偲の状態 l渇るものとおtられる。これに及し、＆aュ無＊喝厄｀ l寄吋e (II) の社注ぶ＇して
vヽる二とがスペ 7 卜 IVl＝ぶり示された（図参照）。二の＝と 1吝金／ゑ 4 刀ンの固囲 1::,.“.、}
がをくぢった＝と I-= ぷ，l，詣、用ィオンからの常戸杉勅が翠、易 1＝なる::.とt老：，＂る。ま
た2. E ぷ C。⑪ふ比0 にあ‘IT るぶ Il もや、大きくなってV\ 1. :::,とは，水分J. {}j双釉｝が‘せ｀

叫疇 1-= 配（a しし Fがの非対栴なー（恥 Ill d 竜｝ l= よる危祈のかたぶ II E ：：：ーくわずか r-= て｀ I守あ

るが抜わしている作用ぷ、＊介｝ C7) j争去 I""- よって消失可るもQと芳えられt .”c。伐澤＊物
五叩 Cぶ・砂Om~合と＼司祥I：：ヽ 10―\ec..の間 1;:. すて• 9：：ホ、v 卜了トム過森で l守 L‘’ 心上

生咋＂い 3 i両り状栢（また 1まそれ以上ゥ酸吐｀龍） I可なィォンにより遠えされたもり

と職浅'1 て｀守る。

丈秘

9) G, K. Wertheim I Phys. R呪ヽ直、 "h4- (IHI) 

2) c:;-. K. Werth e im 、 W.R. K i ni s to 凡 R.H.Herber 、J.'Ph7s. Ckeり，烈、ばI (19b2) 

3) ~.K. Wer-• heim. R.H.Herb町、J.fhys. C,hem., ~, 2106 C 191:,3) 

4-) "卜，佐野． 富未． Chem 、11,ttd L叫，叫、 Ib2.2 
.5) i碍、松原， 脊籐，脚l. Chen.Soc..Japan 、誼， 333 (I'1 65) 
f,) I碍，潟沿字新，令巌ヤ 8 町枚的,凶,"↑齢今（ l~ 紆年＋ R, 東京）
'7)枷坪．仮f, a m叶公-t l'I年会 (1q奸年4- R. 東京）
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1 B 1 7 鉄化含物のメスパウアー効果

（原子力車業） 下島史．傾舷通．松島皐岳

原紐でつくら此る放射性杖植によるメスバ｀ウァー効果Cl)研究の令始めとして、従来
もっともよく矢n られて＼＼る鉄化令吻9 メスパウァー効果の要ゎ定を行tよった。 256 チャン
ネルクイ A アナライザーを主体とする測定装置と組立て、t 0)性能を調ヽ＇、キ票手的tJ.鉄化
斜lこっりてメヌパウァースヽクトルをとって、従未得られている紬果とと‘1 の呉が一致し
、と‘‘の支か｀＇ー致ば U かを調ヽ" 5 "ど本研究つ目的とした。
鉄化合物試料としては、ステンレ loudspeaker absorber 

ススチー）し喝板、 Fe3す温、 F;+ i羞 / Nol 

［が(CN)手法 [Fem:ceN)丁温、および
フェロセンとえ s．んだ。 I)

線唖1ま叱0 (ステンレス Iヽ＂ツキンク｀）
を応、 Fょ3.1 に示すように、 40c/s
正弦複でうウド・スに゜ーカーで、動かし

、 1 4.4 k'eV IT) r 練と N(J..1(T£）（祖叫9)

シン＋レー狂ンカウンクーあるいは
和ホ°..シ a ナルカウンターて味食成し

、 TMC 2S6 チャンネルクイ A アナライザI

ーでメズJゞウアー味収曲練む襄l史した。

五ポーショナ）レカウンターしま，計粒効卒

が1ヽさ＼）久美があるが、今絆胆；；；‘Jぷく、力‘

叫ヽ1'.]: ネ）しで一の吋知Jゞツクグ｀ぅンド
ヵゞ小さヽ I tl 知渇＄。 .g 
得られたメス／ゞウァー吸収ス ,o クト）L の e 

旦

.:. 1.0 
喝E. Flg. 2 1 ：：：禾す。 (1)対で示めされる

$ 
臭性1本シフト 8 から、ヽ） 3 、iうtJ -it骨締令 g 
疇lこ巧‘11 る該粁ヰq Fe の伶日西し4 各菌 u 0.9 

う茂駅へ和度府茨め、皿寵極今涎 4 大 1 verocity 

さtずc..め E b 
Fig.2 

g = E: —討：：雙 Zが[<Re>ユペ亨］ ［I 代(o)/2- I 怜(o) 「]

Fig. I 
stainless stee I 

1.0 

0.9 予
2
 

゜

. . 
... ｷ. .. 

2
 
4
 

!sfeJCNlrj ~.. . ., 

(I) 

0. L.M.Ep::,tein. 
2). L.R. Wa.l知I",々tJ

J.Chem.Ph茫・~ 2731 
門<. Reu.Le加r 旦q8
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1 B 1 8 低合リン酸の 32P 文偲：対すゐ荻射絨効果

（束犬秋浚） 才公硝＇ニカf， 来打忍戻

日的：咋与一り本訂冷令 1．．トリか゜yリン醸ナト 9 ウムf~ (ふ乃 0,JJ•ヽ佑 0 ，仮ひ’瓜r ガ 0/9

),‘'C。 1 厨Jん令袢 1-:. ついて殺告した． 大気中 ·r 卜）ホ’リリン（ア）吼祉、ク今舒/~ I月
すん幻サ象ィヒ午荻年ばかf4') 火、1 く， 釦よ 1. 91 /f 40 ヒず差定、4 れたが， I司し・・必…＃寿如ふ

次いみヽけん今肝 I< l灯 1 み幻l'U泉効果は，定•t生 9'濯茅t'(i非常 Iく小、i r ：とか知 h K..’ ク

ためオ，v }リン坂溢，ヒ°口yン級曲，｝）ぷ，リリン蔽鳩、り命身品炭ヂ，くみ・りみ炊初絃令紆

及ひ l叫仔、（ 3ツ）交ィ見の効呆 3 4含 31 レ（＜．

紐:'}ン祓ー心f、ナトy，ク々必の加熱、 1くよy“戸ぇ合 l，ピ°ロリン敲fトクウ 4 /()水

位ヒ．叫パトyポJ l ン版ナ}- ]ウ＾ ｛，J<虚ククベ，レ化令功£闊梨.,. 1し K. k (~··し.ィ.,
fユーリ一

,t, m罪ヽt -·c./が4 社ノiにしに．紬今yン政 4 ォ・ノオ『ク介椎/J I 裕イオン交桟！iiすれも

I くよん条縫／ a マトク’クフィー I~ よリ、条令維フラクン 3....,'} ン級含府ヤ1, t)  J"プ＂

ン肴 K よん比色• J2 f令-t,t ~如;:~ cu1 tt政番 I: よ）刈定し/:.

枯采．、ヤ紅如＜み＇りん稀令リン 1祓．オ，v t yン駿，交桟反応 I~ ラベルした｝ン戟イオ

遺 9 必荻牙ず能もり亥化から求＇ありれんが｀，湛次杖’毬（ Iょ籍令リン駁の加9k 月f離が起： y易

＜履鯰'9 逗度，文 1臭限ノ支t定ゥろ：と 11各あて＇ない．I'けかみ a) 1公くないア、レ 9 y 

悧·(',J',t柑合，．I 祓り加 9／く紆離 11 わアが（あんが＾， 1月 1五佐交 r臭反応とし叩ぷにわJが 1 ろみ
fくめ．正戌 rヽ＇交IJ采 I (つ．， 1 のが戯＇とうん 1< I1, 9/," t忠 9 みさヒが知んf: ` 3 らに外｝夕↑ A ヽ

り 9 数打椋 0`, Id 位竹．交接久広: t胡起 1 ん効果，吠定にべ，滋妙刀安打が必名t'‘みみ、、と

がわが？ 1-<. 従．クィ硯胚えて'•I(えゥわた粒呆として Iゴ． I O‘.,... (V ソトゲソ） ／，が乙のパ泉

樟f,ォ -9二i',的、1 れ（こリソ祓｝立；＂比っ約国・(1 ~ I O -J / 7 El vX.t. " J..fク文

扶り鯰し'(\I' r.;_ V. 'k. (:"し、、れ，J常湛,, Ir りが和奇溢液，国栢混今f0 k つ" t祓寮．1 れ

（＜わりぐみら．われわれ 9 吋兄耗来り‘.ii見 IL'(．．／ d. 数 1直 1' 哨オ、 1’' 、4 る校f甘/(立ルてし＇r~・いが

, 1 ソ級，伴廂な、肝椎JI‘クシカルなじ 9 ヤ戸点］ 1,,f i,tを 1 及人~-· iうわれみ万比l•生が少い k " V' 

j.I;. ~っ娃呆 Iヽ，）・1 祓 9 3んfホ、ノ｝ァトム支々来ゥ 9勺今と対ふt、が］てみつて．ホットアト

＾効釆；わ＇ 9r 遠り樟勤励起沿キ呈のをな名•I庄t村］砕的/(文叶］みも＂ r' みふ すな，よら．

オ・レトリン吸，ヒ° a yン版， トリ爪゜リJン，阪ゥ位］祖，弁~況麻衣祖／くかゲ 4 坂J[Tf泉令肝灼米

ヽJ—戟 1: 井す I：小J <. 4 オン化放肘成 k よ）主｝c:v, Jみ A オゾ，ラジカJンなじ'. 9 ヤ 98tl 1#、 Id

卑［以~ r,i, t" Iくよリ六われ、叶維、総今、 I司 1L 1 f、反棟，d・ヒ，ィヒタIiく）り変化バ止 1 ／＜くいこと

が1i枯l 、4 れわ

米 10.T. Q“,·加t,~ : J. fh'ff"", C..{.1.-m.立， 60 3 ～ヽI?
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1B19 R-J,4lt P 反応の放射化学的師究

（阪火理）。ネ畠島硝三 綽沢克幸 久米三四呼

前おざ：この研究1." 1;1: p氏 (P, n) Ni“と炉 (P.2n) Niぢ競合が'(p ,ZJ!)及応のが加屈ん

劫 E紅付近て 1まどうなるが E 詳紐に判定し、統計面的取扱いて＂その反応機｀｝髯について()

知見£得るのが長終目的である。 £た、この議惰釦：：とって基本的に也浮 r... It"'(P,2n.) 

反応の位／山：：：利しては今点で＇の文献｀に報告JJ‘‘「よいので、先ずこれ在放射化よ弟的に直持測足

することも試みた． 従来、該反応の発熱童（応似紐）の直接測定広 1久、もっ／邸ら放武粒

砂又ペク/- Iレ傾釦＜甚くため、放ぬ粒子がニケン火J:.になると紹莉が‘困難で、例え 1ぶ 2 11. 
ー放ぬ反応の＆玄実測した例は和どない。伐P. la-Uf必釦たよリのp心血ふ研しを四が必

砂這して非常に日月確なエネ 9レギ＇一催を持ったん⑰心して取出し、これて＂棟的物筒

紅紅し、生じ、た放射性樟雄£定壼分枡 L て、いわゆる即起函数を詳細に測定し、これよ

リ、 (PJ 27l.)反応の臨の 1直や (P, n) 、 (P 勾1) 反応の競合£議諭する。

訊：東人原子該研究所の R•F 呼必必加，，＆ひ＇’../reM!I..'血必切ルを用いた。
血吟炉· <1)、磁場は四尋知烏和：：よリ測定し、瓜渇)!'...'l=-pとの関係ほぼ砧煤（,t,303 tlev) 

さ用 VI て較正してあ b 。そのpルからシ枷のエネルギ'-巾は約 o,:i,％経度と推定される。

釦記印の較工乞碍める色味でば（p，邸）盆反応の図を同様の方法で測定した。
この反応の磁 Iii:非帝 I；精槃rょ 1直が知らit t vヽ 9a tJ‘らであ e (E叫＝ 1 3. 5 2 2 :t o. o !仕

H e v 実験宜禾）．
Pr出＋ f'反応‘について IJ:、アルミ箪.1:::..に貼 Ou徴紅壌康武（杓 2畔／吋）に雹着したもの

£臼必乙した。生し＇＇た N『'’“Iぷ F”等の；昆入をざけるため H3B03 反ひ｀， N研和以—ふ叫心m辺

屯用いて江→鑓心して楠‘集し、 N41“(2•4 礼， E ． c.) については NaI 心似． 4砂かん屯

によって片の心氣色測定して遺反印線の解戸し、 N『 (3.3 4, E.c,) →炉（ 3 ．牛仇
fot)は主として低如4乎ぷ処4 G H 店t数笈遣て‘‘炉゜の炉を測定し、その瑶漢曲練の紺析よ
リ、そitそ‘れの定量さ行った。ばツ凩＇“の比1 まJ::. tいぱ＇定痘挽作在 Ni唸 NJ“が同経度庭
する試料につ v＼て行うことによリ渕定出束る。

叫交のため渥'l 足したば(Pぶ）ヌn6ぇ反応のために/;t市販c贔（約 9 碍／必）をか叫とし

た。生じ＇な幻（ 9 ． 3 化，炉） →依6ぇ(f .8 ?It. J炉） iま共在する聟（ 3t況 付）這‘裳€/寺っ

た紅？ニオン交硬衡藉遠駁系で＇五砂｀｀ら等よ 1) 亨離し、更に西&\''生じ｀た嫁~のばな弟維
し、必r.心如＼ダ心れり必で半滋‘期 9. &''11IM!,の成‘分色現’1 定して定着：レt-:..

それぞれの収奉よリそれぞれ□叩輝ガ起函数t計算·した。侃実現'1 凶面未1よ、各
区厚みの中での £r 叶広が＇リと、反応均面桟のエネ 1レギ＇ー受也忘希慮、して栴‘正した・
約采乙肴視：百牙i及び‘え／＜ばか入‘9Fr心の（ P，ぇn) 反応ゥ畝附近の知対£pの
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リニャーフ°ロソトと元めす・共に政依エネルギ｀ー卸分で｀勾配の非常にゆるやかた都分が認
められる。単純ほ統計蜘蒻t組によれば｀この附正 Iょ一直線となかべきであリ、この実現’1 ィ直
のづれ I ょ）＇ょ rょ l廷｀‘咋．斤、i：高人で＇いる．

羞ーの可能性 11 J"'坂放出反応が‘、 z.,. 目の几枚心、反応と統：合していること E 示すものであ

る。これを統計碕約に計算勺るために/'J.二三の久 3 な仮定£設11 Q I~＇字があリ、その和本

的 Iガ＇名について 1ょ純面の甜合上雀峰する．

第二の可能性 1ま二 7 の n が終合杖終'£ィ和 5 つ＞及公 1 れること、すなわちいわゆる
必心巫れの存在t示すものである。これ 1J非常に薬·v未ある柊/1象て‘'あるか'· ：：の譲•諭t展間
”に I.I:史に版くの爽絞事灸がl必要であ-'a.
臼:; I：：／ま測定された全工え'- Iレヤー頷威について印叫 P 反応の 6ょn/6n の史罪い統計瑚 l<
よるいt囁｛直'i. £芥めした。 ム心¢必心今四屈瓜必a.ピして§勺 6 Hev-I箪の非常/<.. J]、ざレ‘

値と与えるい勾治 1ょ良姑な一政を示す。
長後1:: 炉(p、 zn) Na.'ゅ反応の E峰とし Z は Io. 6 く砧< /0•9 (M e V 、実験＇乞尿）が直

£得た。

Ii I 1' 

：’：‘三p“2几） Nd心 n
ー：計算恥＝／0． 8MeV

炉ヽ Hav ー／

I4ｷ • :実逍j

ざ／2 /0 

'十以、
-\"!1ヽー/0 t 叩 10

•I 
I Pぶp太 8

ｧ t 廿Cl!) b e / 

ヽ 感‘ ‘ 

チ2•[ヽ.．), 
4 ほ。．I
2 

ol I 年‘-[ l I 0.o/ 

I30 13, S- l'1-.P /45 /0.0 /0.S- 11.0 1/.S- /0 /2 /4 16 

Ep Mev 与 Mer 与 MeV
f勺． 1 f与・ 2 f弓． 3
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1 B20 (~心 d 反応の合詞オ§一

（阪大理・吉大理・虹t大金珂・百犬工詞） 0 含む清揖 久米恥田評

、\、山睦夫 こ辻如＼一 ⑭朗太i麟ー評

¥01 

,
0
 

~
 

(
q
t
診

目的：咆嗚ふと）寮み絃との相互i詞 I司i‘＼；ス＼、リ、‘) t..°ング過移オ‘奇魂む；汀l 鑓戸、ーと
（まよく知§汎て＼ l ~が‘／ この｀遥令い合9い這伐ヒ叩印拗す

101, • | 
献に11) l てしi定恐的な知砥が未t.;_'之ら礼て、）りり， このね識

をう｝日的(` Ctl'I-2 + o(_豆•の后妹磁］をtを杖如虚 lこに 9 1 

l'¥". 2 l'-1汀の屯陽キエえへ Iしや・ーま｛吸）足 L) 'ii' 1\咽")足qょう

な純団t丸たこt lこつ．、て＼1 :さ l~ 卒担協／会＜序疇＼ tく。今

回 lょこの哨縣＄苫浮の妍杓＾心つヽヽベ報告す 3 。

合§的： まずi忍令朽社康型 l乙疼イ＜怠た訂宕倫 1 以｛虎方 a こ'l'.. l::. よ
,1. (ol 、 l"-) '( (J., d.)朕応• ［広が阿念樟過祖t t大イ芥も史り月 1ヽ ・き •4

）だが （ri,ャ〉19--応につし、て 1 ょ全面（・勾 I:) (d,')\_) 厄文・につ・ヽ

て l i禽:r.. 1· \\,や一宮？臼知様令該邁嘘 ,··l虚 9日でさ芥、、こ'(

と知，t:.つ この番且翡袷 I tス、卜し）、クヒ゜ンゲ過認ミ＇）鼻すべをし。こ

101,_ 

16 
和l団

l て P奴sl2e t虹瓢百（コ均c. lぷめ（ことこ 3 ， ⑲苓 r§ I：ぅメー＇iの紐
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1 B21 J奏チ純合のふ質と）后］位イ本d)々定，素史I•生

(I目士伶所犬:r.) 小田切劾穂

目的：かよ｛枝札学の立弔 I44炭ぁ・よが校構成磯晶1/J床質を極め／それりの間の反応を允雌

すi ,0 h ウ）．摩俗の研究によれ l4 9 ：：の種II)問題の根底心虔 1;J:,惹十ガ学を中 Iことす 5

従床的誇菊のf艮罪外てあ 3 。 残、 I: 樟ガ，戸崩凩びいて l.i.枝手綽含 1: 関する喝 Il| i里請i l i根、本

的背双tあつて，欣—正の余氾かない。従って杉、化学が，か、る錢約を手掛ヵ‘りにして細絢

ち目誦もこと 1ょ到 1i介可能 1,• あ 3.:. と£知りね 1 J.'・（Jりな 11 。

芋洛 1 J. /J'ねてより，林未闊I:. L て化学的()利命詳弦的） ；替態詢を提唱 l I ';f勿咽構成並 I 二
見を，2 関する雑介限1，t ／この立場より誦 L'’ てオ、たか，if- Ti/ I ;i.元兼組 1= df-定 1•1位けと各税湛

没t起すみ条応al 位 4介を姉 l`. J i里絢ヒ虔隆d) ~似、£名餐しよ 1 と考え忍。
Aヽ研党の卑旨：林構成｀の立渇よりすれ 1j"'元素絣 IZ I司位砕的／介雑を行j..:.とのみが炒 L

も府度松1.’’lj fiい。例え 1”": t吼培数 1: 1わ L'1''o 1”0, 160, /7O' J‘0,”° とすれば、Jこれ

11 核桟成J:. 1= わ‘If V 中性チいも紺問題の考寮 1:'/尿羞す a ゜予菟tf)多里請によれば｀，各枝，J
主材角線上に，その構成困手 1: 3 f易手）平，1’生手を夫“,(\'表する 1)ヽ行列を琲列す 3 因叩i/:. ~広

的 11 かI 1バ表屯りれ 5 。 主対角線上d) 19ヽi 1 1'1 のみ K 元、すれ/J'・，般素 1`'14 夜記の押くね 3

”0 : [pJ a,  a J“/ p],”0 : [p / n, a,  a ，必，p〕 ,160 ; [o: J d, I Ci, I (1, ], 
”0 : (e1,, a,  n,  a,  a), 110 :[q l a I N(I), a ｝は·〕J /?o : (a I N(I), a,  a I n,  a], 

但 l a li fig.1 1 ：：示 l た ¥He ネ亥の行列て＇•あり 1 N(r); r, I、 2,3 ;·• !if hl ]I I ：：，示す反平行中·I生手対の行列，

旦：：：喜言三言：：： : ：三苔云亥：：口，胃
／般/;原、チ舟坂ィ島hJ. 3 元素II)款各定 I印幻禾核 I4

Fig.I (a, 叫•••1d. ,N1,1, a, N(iJ,a,...,a,N(rJ, a,ｷｷｷ, a] 

心 1`、あ 5 へ●'<，同様 I= 原手斎敦奇な 3 元負，ごあ＇し 1 て,;t.

[p,NU i,a,• .. ,a., N(2)/a, N(.3J,a,.. •,a,N(s J,cx, ···,叫（2)
ti}型 1'』あ 3 苓のことが云んる。 少殺 o i{'l 外t f糸 If /;/.'伶元索 IZ あ• If 3 同位林科在比（％）はこれ·

t [['l, ,f1’l? f t f (/}舒紺がを見出未；；。 又久ぎ1，;f亥稔， r 及び S が大きくなること 1 疫締

J:多然If)来叔 1" あり，原:;-““d)元釈の最々定 l司位林·か冶叙増丈ガ向 I：相次く’'肴の元¢

の｛ポiりt存ゎ比が凩則的，9 久f}. 3 所ぎこじも綬緋{.. 3 3. 

さてこの核哀糸 I~ よkt,t", (I) J (J,)裂的が定直爪を赳え 3 9 中 •I生手｛亥か・パ｝襄丸 l司 l暉
凶f o 慮f i’生日核か｀覺チ訓礼を起すことは国囚＋図回口回図＋囮国 6 りい扉幻もすいわ
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物井 1

2B22 

U (n th, f)反応における 1 26Sb の核分裂収率

（日本原子力研究所） 0物井澄子．鈴木敏夫

熱中性子核分裂反応において，，質骨数 1 1 0~1  a o では，鎖列中で最も生成の確率の高

い原子番号、すなわち Zpの実測値の報倖例がすくない。この領域の核種として 126Sb (親核

種の 126Sn が半減期 1 0 6 年で，しゃへいされた核種に等しい取り扱いができる）を選ひ・，そ

の独立収率の測定により，質量数 1 2 6 の鎖列での Zp値を求めて理論値との比較を試みた。

また， Sb が 5 1 番元素であるために，プロトン骰がZp値に影梱するか否かを調ぺるという

点でも興味がある。ここでは 235U と 233U の熱中性子核分裂について． 126sbの独立収率を求め

るために次の実験をおこなった。

クーゲットは粒製した U3°8 (235Uの存在比： 0. 6 7 8 ，，，）及び 233出08 を用いた。照射は原研

のJ R R - 2 で 1 3 0 時間おこなった。熱中性子束は Co モニクーをクーゲットと共に照射

して求めた。また速中性子の寄与を差し引く目的で， 1 mm の Cd 箔で包んだクーゲットも，

モニクーと共に照射した。

照射したクーゲットから硫化物沈澱法と，陰イオン空換法とを相合せて 19) 、 2) Sb を分離

した。すなわち，溶解したクーゲ，，卜妬 Sb （旧）の担休と， Sn. Zr などの保持担休と篠酸を

加えて Sb2 的を沈椴させ，これを NaOH に溶鮒して CuS 沈毅でスカベンジをし，再び酸性

にして沈澱させた Sb2 的を約 3. N - HCl (IC 溶かして． Te (N) を加えて S 02 で Te 金属を析出

させた。こうして得た Sb 部分にはまだ Ru と Mo が含まれており，それらは除イオン交換樹

脂を用いて除去した。 NaBrOa と濃 H Cl で試料と樹脂を処理してから試料を樹脂に吸着させ，

涙 HCl,0,lN-HCl, 11N-HN03 の順で流して Ru と Moを溶離した。 Sb は NaOHで溶離し，約

2 N-HCl 溶液として Fe 金属を加え'. Sb 金属を析出させてこれを r 線測定用の試料とした。

この試料は、分離直後から 8 ヶ月後まで r 線スベクト）レの測定をしたが， Sb の同位体以外

の核種に帰せられる r 線は認められなかった。

126S bの定最は． r 線スペクトルの測定によっておこなおうと試みた。測定は 8’x 8”NaI 

(Tl)クリスクル及び 5 h X4 11 井戸型 NaI(Tl) クリスクルと 2 5 6 チャンネル波向分析器．それ

に I」iドリフト型Ge 検出器と 1 0 2 4 チャンネル波高分析器を用いておこなった。 3 11 X 3'Na I 

(T 1)クリスクルについては P - r 同時計数法で絶対測定をしたいくつかの核種を用い． Ge

検出器忙ついては I A E A 製の標準線源を用いて.. r 線エネルギーと計数効率の関係を測

定した。この計数効率を用いて． 12e8bに同定される r 線の強度を求めた。

試料中には、 126 Sb (12, 5 日）の他に， 1278b (8. 7 日）． 124Sb(6 0 日）及び 125Sb (2, 7年）が含まれ

ており， 12&8bはは最も存在比の高いときでも全体の約 8 ，，，の放射能強度しかない。 Nuclear

Data Shee tには ”68bの r 線として． 0. 4 1 5 (1 0 0), 0. 6 6 5 (1 0 0), 0. 6 9 5 (1 0 0 }MeV 

--I39--



物井 2

（カッコ内は分鼓率）が記載されているが．これらのエネルギーの部分には上記の 4 核種

の r 線が含まれているので．その崩壊を追って 4 成分に分解して． 126 Sb による r 線の強度

を求めた。これらの他に． l 2 -5 日の半減期を示す o. 82. 0.86. Q.99, 1.1. 1-4, 

1. 7 Me V の r 線と、 1.4, 1,8, 2.5, 2.8, 3.2MeV のサムピークが認められた。これら

のことから明らかなようにこれまで報告3)された 126S b の崩壊図式はかなり不確定なものと
考えられるが、ここでは一応 Nuclear Data Shee tの分岐率の値を用いて． 126 Sbの絶対測

定をおこなうこととした。

その結果、 2列及び 233Uの熱中性子核分裂における 126 Sbの収率はそれぞれ 5 X 1 0― 4 伶と

l 0-3'1,であった。核分裂生成物の 125 Sn から． あるいは 126 Te の（ n' p)反応により．純粋で

無担体の 126Sbを製造して、その崩壊数と r 線強度との関係を求めれば．デークは更に改善

される。また l 9 分の半減期を持つ 126m Sb は． Nuclear Data Shee tでは 9 9 ，，，が核異性体

転移とされているが．この点を確かめ、もしその P 崩壊の比率が無視できないならば．

126m師の核分裂収率をも測定する必要があろう。これらは将来の問組として採りあげる予

定である。

1) W. J". Maack : Rむii ochem i s t r y of Antimony. 

2) K. A. Kraus, F. Nelson : A/CON瞑8/P/8 3 7 (1 9 5 5). 

3) B.J.Dropesky, C.J".Orth:  Bull.Am. Phys. Soc.. ~,377, Ul3(1963) 
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こ》ド， 甘 Itゥぅシー 23~ °I自発核 A 葱にあ’げるか瑞生戚物の研f収牟
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沿しゎ．磁U は存在r:t 0. t7 ¼の毛0) ~ 1-一デ Iゴlり出 1·、『青琴 L r~払い狐F t.. lっセ入た“.NJ
叩｀ohnso t̀t比yの Sr勺i,1ve l1l NJ必をアtトン中砂鍋 l芥 (1っ屯汎I.. t=-. （手か 1::- ~-pt住｝更モーf―

とし 1 •, Fe, NL を共に緞身1 し↑=. gg、紅 1 1: JRR-2 6)稟眩令｝い/T-S の致下祈t t‘ぶヽ＝斥った． こ

爪t揖の叩t'n· 東 I 本 IX 1 o'3％心ec.1 U t:t I ま 230 1‘‘ ある． m．"印 lal ほ l00 時i\l 'j\'i11後 1`、あっ在．

(2l1碍冷弼 V試料 l1 4irl Iiくと来 1:. Nd t. Cs "':}町店危 l 'rllj fi、1 、I.. V-HNOa I:. ぅ念糾し r;:...1 :2. N

叫滋灰にl.'1.陰イオン幻紐im主を通し紐,v,, 0)イ也げ記．浚 1-:. r\'I\計喝イオンカ湛和肪

枯心に弗工嗜い、そ¢グ沼し／ 更に NH心i喝イオン交燥閲汀t 1,"r')'l\~ NJもイ屯q考；エ肴直元素

よリ今蕊した． :::a-, t、キ荘初 1'ぷ o,S'M a-,以- t:ド 0 千ジイ‘)諏直液とそのアy'1'.,--クムっ盆湘

如 17: 3 の此匂哀含 L 匂応＇｝鐸レ I pv,, 0)滋語が認ったら殊恙夜し 0`25M のクエン訊I:.クエ
ン戟存ニァゾ之ークム疲衣~'/: 3 の比l."混令した液 lつかえ 1 N C 渡、庶した．み慈すれr-:,.和

叫咋々＝叫立疇遣ik た乙y 7J‘えし灌殻しf-;... NJ試料も 1司科 l:.今浣した•
旦叩は内を 6mm "lポリ;r..ケレンビンに入れ，凶 0,5mitくわえ水咋（t;, ｝のとし1.ヒ‘•

ンの知滋鮭すゼた。 f §県屯づえぎ｀． 3 ために月 1 6mm の Aいがi1枚をつげた s'')(. 炉ウエJV咆

NClI I:. 2.!ib ~ャンネ l鳴布今杓藩によって， 1 、2. 6 M<!.V I>人.c..0) y埠な計数した． この通11 岳笞

件戸）itや該9 和 1芥 1し9NJ m)叫m 孜広 1 ・｀..,'-リ， 4呼訂籾1.‘'終吋道'I 危した呼m訊料 lこt, 1 
シた生 L r . 怜の（手刀ヽの該積 l な 3冦“NaI t｀逍l浪した． 13ワCs t 6°Co の糾をt．↑｛直 It IAE:A のキ差準急稟ゾ§,

（甘 11: 咬s t2%, •0 c,. t I ¼)ヒ［ヒ戟し 1 オi.8) f;,. l'l'lN,1 Iま諄れff瓦のみが｀池1 包 1.‘ ぎ．れ 1 f· 1=-¥), 
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紅果ゎ F が秀窮 U t凡の試料ti司し＂知手 1狐紆，1 すれ 1i‘](/)主応 l ぷ 11 国疇可よ
うにな令ヒ愛えられ~. l'ilに桑、令知‘'示しf2 及たば丞樟几‘’ぎ 3 の 1", U 試料平 Iこ l切p)\\をを 1
生応「っ叫刈 1叩心に対する比 1ま， N試料中に屯応しゎ呼m t 1WNJの比に落し＼ l. それ故

この今 I以1) 式 Iこに，て咆i砂 l遣正し｀｀ぎる． ク 1 国

[P山＝［比］V ー [P]嘉筐 (1) 

f::. 1 ＾し P, N 1 1- 1 町F p,,,'l I切Nd d）生戎悲，漆岸t,

,n I"亥夕楼し (n` f)孜た•'ft_, [ J OJ?ト0)沫．手 1吝

試料t元\.＂令峙県 11: ~ 1 表に示した．
和q放釦探滋l) 痣＾言役］と＂こ 5 %, {t..労＆喜i T 1 ま

1 ％以 I勾 l" ぁ·; aヽ＇］オ度デー，IJ)不舟庭了t乃

凡 L 1'し『 Pm I!)発怜叶/! /;J; t 10 松し充ぇぅれ 3,
197 
ら（：：つ 11 1. I ぷt 3% 1‘、あ;..鱈しf:!, I面冗、

叫凡の令音ぽ 1""P1n ti全 1 生飯しr:.せし會ga祁、

洸の保 1鱈l.‘‘一致する．

u ('YI、 5)1..,,NJ干

□14：三
144Nげ二四Nピュ \ 

Nd拭料中にt 1 111 に示し T'.:: 反応 V‘人外1.ヽヽ l叫体が‘生ぷする可憐 ‘rI としてしな， NA 中に千純1切とし

て石 T1 する I S-\E11, 1 4-iふ， l 叩Pm （つ名｀げ 3 （以），り），（い）孜た， 古ヽJ:.が‘町·`tfI::. ＼咋辿よリ生

成す~ 1 4-1phl の（心）孜茄が免とうれ 3 が＇，いずれ屯 m 禎には丘らfょヽ 1 こt t列i訪↑っ．したが‘
っ1.この屯恥m "和バ騎閲清む．た定す :;v 1 表

3 こt 1;J: 1'· ぎ r;. ?J,った． しがし粒五濯（こよる 293U 

旬戒 Ir こ？ t‘迪l 兒ざれた舟の x。以下 1‘‘ 易 3 t 
すれ 1凡叫）m の h心戟五収平d) J:.褐（直 1よや 2 [p叫＂ [P]Nヽ覧 [PP..]V 

”屯

(P] 幽
Nd fN]N』

表に寸、しf-:. :I=--うにな 3. この他 1: 王i rェ手 r l:!. 旧"Pm 3.2X I 心．... 3、 1 'I( 1ow.1.,. 2.2x 1ov~t,... 2.4-;. 101 呻町
まtめられ L ll J樟灼召介ぷの｛本子、じ炉っ 1 叫m 3、6 逗hl,o 'I.10'i.r.... 3, 2 XI ot.t•"'3, 2. ~IO'i'心

計昇し E値~よリ著しく 9) 、 1 L.., l.2.)式匂拉服渭咬s 1,6 S- x/013心血 14-
1 、 3 04 Y. 10 年m

今知屯音森c.. \0-哀、）履t八小 F設冷 IこI...らI\‘’ ~ 2.表

1.屯，2-)>v 1." Y,o 以下， 2）} u 1.‘’竹 00 以下 1‘ぷ； 〗迅胚基 泊叫）clし• —与丑L
こ'(..に rよ 3 • C.叩,e..碍的呼

詞＝上 e)(r[—亨L] (2) :z.”U 丘 41 X IOーし 4.5)(10-4 1.3 X IO-3 2..3 2,4 
A ゎ万｀ 位L, c:o,~'t-t o」 5 ”su· <l.6)(10-• 1,['/i.10-s '7.~XIO~ 2.~ 2...'I 

釦—”"内な~ 0)梵遣匹 l1 し K 't.―すべ｀ 1 i"今冷の山やあた汀麟砧汗 I：つヽ I I.直戻
噴られ 1 ll る屯d) 1" あるから 1 届千「し叶fらにあた｝ ＂釦応註夕瑣庁 1-:: (-r.あ 1 ll= ~ら

ヽ）

r｣ \l こt屯充えらホ 3. :::. 0)こし（な AymbYus taY I: Mei s te,Y のみ釘瓦な光沿（つよぅ妍勺紅県からを

あげじ九充えられ 3 ::.'t. l‘あ 3. _ 

1) E.K 庄、Tft•N叫In(Prortr t 1e/ 0f the 加ッ Elementl IlI., FiS$ion PK,no呪心， r． I 4-1-m，如ぷ“-HaII (I 硲）．
碩．B 、C.ookI cit«!迅 Aふ P。ffas,Ro叫呼。t t~• I"伍t;ona\ C,,ntU如ヽ血thq fe•吋uI UsfSot ht'"K Emr9ぶ1, r.3•I 't (I1叫
3)R, p .schu叩心J.R.6ぃ叫， N叫． sc i .E呪I 旦，5I1-522(11 ヽ2.), 4) A.c.w..KI 吐aI., P『和v．凶， 1112-112? (1962). 
s玲LE叫en;"• C.o'('y•II、 `EdwaYdsI PへreY 52. t" 9IR叫t och3mに1 5 t udks 汀h~F訟•" Pro“‘打 “NNES、凶勺いu-H;11 (Iqぷ I).
ヽ） P. Armb町心teY a以 H. M<-ist e'(',Z. tむ Phyi次，立2, 274 lI •1,2.,). 
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2B26 (n,T) 反応により製造する棺製 R l 中の不純物

カルツウム，コバルト，クロムクーゲットの検討

（日本原子力研究所） 0 高橋智子 LII 林尚道 中村治人 天野 恕

(n, r) 反応でラジオアイソトープを戟造する場合に＇はでぎるだけ放射化学的不純物の生
成が少ないようなクーゲットを選ばなければ：ならない u このため放射化分析によつてあら

かじめ製造用クーゲットの放射化学的不純物を調ぺる必要がある u 本実験匹おいては Ca-

4 5, C ()-6 0, C r-5 1 の製造のため，炭酸カル、ンウム，金属コバルトおよび金属クロムの

クーゲットを検討した，，これらは高純度のものが容易に入手でき，安定で，照射後の処理

も容易である。

特級炭酸カルツウム，直径 1 mm の金属コパルト線，粉末状の金属クロムをJ R R-2 の

気送管で 2 ()分照射し，半猿期が数日以下の不純物を検討した。また垂直実験孔で炭酸カ

ルツウムは 260 時間，コパルト，クロムは 1 30 時間照射して長寿命不純物を検討した’’

放射化学的不純物の同定，定植には化学分離によるくわしい検討が必要であったしまず

各クーゲツト匹ついて定性分析で用いられる分駁操作により化学分離をおこなつた v この

結果検出された核種および特 vc 不純物として混入

ずる可能性のある核種胚ついてさら vc くわしく検

討した，

Ca-45 中の不純物として問題となるのは SI•一

89 と微凪の塩素の存在 vc 帰因する S-35, P-32 

である，．カルンウムとストロンチウムの分離化は

陽イオソ交換法侭より 1.5 N-NH4 OAc を浴離液と

して用いた o S-35 は硫酸バリウムとして沈澱し、

P-3 2 は水酸化ランクンと共沈して分離した。

こ1 バルト中の不純物検討のくわしい化学分離操

作は図匠ホす通りである。

クロム中の鉄，コパルト，亜鉛は陰イオン交換

法で，アンチモソは硫化水素匠よる沈澱法で検討

した，，また水酸化クロムを沈澱させた隕液および

この沈殺を酸化してクロム酸 •1 オン vc した後ラ；／

クンを担体として水酸化物の沈殺を作りその放射

能を測定した、9

以上の化学分離柘おける化学収率は直捐法，比色

法，滴定法を用いて求めた．

図 コバルトクーゲット 0) 化学分離

し‘o ークーゲット

王 IK --|．．．．．．溶解

Au, Fe, Cr, Zn, Agー―•••．．．担体

．．．．．．蒸発
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化学分離した各フラクシヨンは涙縮して，一部をガラス 表 1 Ca-45 中の放射化学的

の試料皿に入れて乾固し，ガスフロー G M 計数管でfJ線の 不純物

減衰を， G M 計数管でfJ線エネルギーを測定した。

残りの溶液は 2 m I としてポリエチレン棒びん匹入れ，

3• f'x 3• Na I cry st a I を検出器とする TMC256 チヤンネル波

高分析器で r 線スペクトルを測定した。

確認された元素の定祉には標準試料を照射し，その I 線

スペクトルのピークの面積を対応する試料のそれと比較し

ておこなった。

各クーゲット物質の放射化分析の結果は表 1, 2 に示した。

Cr-5 1 については照射直後に短寿命不純物として，

Na-24, Cu-54, Mn-56 が確認されたがこれらは Cr- 5 1 

元素

Ca 

Sb 

Sc 

Zn 

Sr 

Cl 

放射性核種 放射能比＊

Ca -4 5 1 

Ca -4 7 1.65xJ0"3 

Sb -122 2 8 1 x 10-4 

Sb -124 1, 28 X 10-4 

Sc -4 6 8.86 X 10-1 

Zn -6 5 323x10-5 

Sr -8 5 :-l-68xl0"4 

Sr -8 9 214xJ0-6 

s -3 5 2.36 X JQ"5 

の出荷時を照射後 7 日として，まった＜問題にならない程 * 熱中性子束 7x 1013n/cm2/sec 

度の微崖のものであった。前に記したようないろいろな方 5 サイクル照射 1 週間後の値

法によつても長寿命不純物を検出することはできなかつた。

化学分離のさいの C r-51 の除染率は 2 X 1 Q 4 以上であつ 表 2 Co --6 0 中の放射化学的

たので通常考えられる不純物の検出限界としては 10-6 あ 不純物

るいはそれ以下のものと推定される。

Ca -4 5 では Ca-47 が同時に生成するので，この核種

の消祓をまつて Ca-45 の放射化学的純度を 9 9.9'fl; 以上

にあげるためには約 1 0 日以上の冷却期間が必要である。

Co -6  0 では，クーゲット物質の (n, a) 反応で Mn·-56

が生成する可能性があるが短寿命であるため今の場合は不

純物としては無視できる`, F e-5 9 は主としてクーゲツト

物質の (n, P) 反応により生成したものである。不純物の鉄

元素

Co 

Cr 

Zn 

Au 

Ag 

Fe 

放射性核種 放射能比 ** 

Co -6 0 l 

Cr -51 8.85 X] o-B 

zn -6 5 5. 82X 1 0-8 

Au -198 1.0 xJ0-4 

Ag-1 10m 6.84 "JO-B 

Fe -5 9 9.89xJ0-7 

から (n, r) 反応で Fe-59 0) 生成する割合はきわめて小さ ＊＊熱中性子束 1 x 1013 n/cm2/sec 

＜，無視できる程股であることが鉄の比色定址匠よってわ 1 サイクル照射 1 週間後の値

かつた。また速中性子束の低いところでは当然のことなが

ら F e-5 9 の生成は少なくなることを認めた。 C o-6 0 の

放射化学的純度は 99 、 9 伶を十分上回るものであった。
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2B27 AU-}98 中の AU-199 について

（日本原子力研究所） 0 山林尚道 中村治人 天野怒

目的： AUを高中性子束の原子炉で長時間照射した場合 197Au (n, r) 1記 AU 反応により血ー198 が

生じるが， この核種は 198Au (n, r) 199 .All反応に対して2.6x I O 4 barm という高い放射化断面積をも

つているので，さらに中性子を吸収して AU-199(T½ =3  Hd) を生成する n Au-199 は糾一

198 の放射化学的不純物となり、実験に無視できない影響を与えることが考えられるので

これをあらかじめ検討しておくことが必要である。そこでJ RR-2, 3 原子炉を用い，照射

時間，中性子束，中性子のエネルギー分布などを変化させた場合の Au-199 の生成量．

199 Atv'l9BAUの比を求め，実験値と計算値が一致するかどiうかを検討した n 同時に NaI(T /1,)

Crye t al, ゲルマニウム検出器，ツリコン検出器などをもちい AU-19 8 中の AU-]99 (J)測

定法を確立することを通じ，高エネルギー r 線放出核植中の低エネルギー T 線放出核種

の含有櫨の測定法を確立することを目的とした n

試料およひ照射： Au-198 の標準試科は田中貴金属，製純金箔をJRR-3 の気送管で 5 分間

照射(;,= 1.9 x 1 0 12 n/ cm2, sec) して T 線スペクトロメ h 1/ ーにより純粋であることをたし

かめた。この程艇の照射では l99 A u/198 Au の比は計算によると 1 o-, 以下であり AU-l99 影誓

は無視できるのあらかじめ絶対測定をおこない較正された井戸型電離箱でその放射能絶対値を求

めた。

Au-]99 の標準試科は 2 1. 9 mgの Pt (0.5 mm¢) をJ RR-2 で 100 時間照射(;,-J.8 x JO 13n/cmZ. sec) 

し 1ae pt (n, r)l99 pt孔ず !99 AU の反応で生成した Au-199 を化学分離して調製した。 Pt服射後

王水で溶解し，2.5MHBr 浴液とし，エチルエーテルで AU-19りを無担体で抽出し 1 N HCI 浴

液とした。この調製試科が AU-199 として純粋であることは T 線スペクトルおよびfJ線測

定によるキ減期の追跡 (12 半減期以上にわたつて 3.14d.の半減期を示した）から確認した、＇

Au-199 の放射能絶対値は 4 "/3-T 絶対測定によって求めた。

中性子束は同時に照射した co 箔の放射能によつて求めた。

測定条件の検討： Au-198, Au-199 の放射能測定には， 1) Na I (Tli,)(311 x311;,} 

Oryatal, 2), Na I(T/1,)(511 x5'1 i,)Well type Crystal, 3) Na I (T/1,)(511 x 511;,)WeJ.J type 

Or y a t al を用いての no Com pt on 測定装置， 4) リチウムドリフト型ゲルマニウム半導

体検出器 (2cm2x i mm 厚）を用いての T 線スペクトルの測定，および 5) IJチウムド

リフト型・ンリコン半導体検出器 (1 cm;, x 2 mm 厚）で Convers i on e1ec T.i on の測定をお

こなった。検出器での T 線スペクトルおよび Convera i o r. elec ti on スベクトルの測定結

果をオ l 図に示す。これらの放射線測定器のうちつねに最も安定した状態で使用できた

Na I (Tt)(311 x311;, }Cr y s t al を主として使用した n

- l 5I — 
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第 1 図，各検出器での ".Au+'"Au の T 線スベクトルおよび Convers ion e I ec t ron スペクトル。 a)Nal(T ヽ） 311x

311 crystal b) Na I (Te)511 xs" Crystal c) ゲルマニウム半導体検出器

100 200 200 300 500 1000 

d) ンリコン半導体検出器．

Compound spectr11n of,.. Au+ "'Au,-------spec trim of "'Au only. 

NaI(Tt)(311 x3." ,p )Cr y·s t al を用い TM C - 2 56 Multi-channel pulse height analyｭ

zer を使用した場合の測定条件の検討をおこなった n 測定試科は調製が容易なことを考

慮し． 実用的な測定条件を定め， 2 me の溶液としてポリエチレン棒瓶（ 1-5 cm,ji x: 8 cm) 

に入れることを検討した。試料の液直が士 0,5 me 変化しても AU-198 の r 線スベクトルの

形にはほとんど変化は認められなかった。測定試料の強弱によっても T 線スペク トルは

変化するが 0.02~08µc の範囲で測定するならばこの影響は実際上さけられるので，試科の

強さは約 0.2µ c になるようにして測定した。

J.5 mm のアクリリ枚上で測定した n

また測定位値は Cr y er.al から 5 mm 離し

‘結果： AU-198 中の Au-199 の量は照射時間(t，). 中性子束（伶， AU-197 の放射化断面禎

("0) 、 AU- J 98 の放射化断面横 (oT) 崩壊定数（り）． AU-199 0) 崩壊定数(, 2) とすると，

A2 

Ac t iv i ty of 199AU =」とL.t l -e占t）こ圧（ Aけ伍）
A C t 1 V.1 t y O f由8Au JI {{1-s-U1Ho1 It} 

{e-(h-¢町）t，-e-A2t) } 

で表わされる。オ 1 表に紋も安定した条件で測定しうる Na I (Tel311 x3" -,cr y s 1: a1 によつた場

合の実成f直と計算値の一例をあげた n AU-199 の生成は速中性子求には影瞥をうけず．

熱中性子束のみによるものであり本実験で得られたi9BAu(n, r) i 99Au反応の。1 は ;!,6 x l 0 ヽ barn

となり文献値と 10% 以内でよく一致した。 3 x I U 13 n/ cm2. sac の中性-f束のとき 13U 時間照射す

れば 199Au/198 A u=U,124 の割合で Au-199 が含まれることになる。

オ 1 表 各照射条件でのi98Au 中の 199AU

照 射射 条 件 19’Au/19• Au （照＇射直後）

原子炉 照射 孔 照射時間 Flux• 測 定 値 計算値• • I 

J R R - 2 In じ ore I 2 2 時間 7. 4 X I 0 I 3 (3 0. 5 士 0.1) X 1 0 —2 0.3 2 6 

’ v‘ f- 4 I 3 0 ヽ
1 9 X 1 0 1 3 (7.4土 0.1) XI 0 ー 2 0.0 8 2 I 

J R R - 3 Vll-2-17 7 8.5 、 8. 8 x I 0 I 1 (0.2 土 0. J) X 1 0 • 0.00245 

,, VR-2-4 i n 凶 4’ •. 8 x l 0 l l (0.1 士 0.1)xlO ― 9 0.00137 

ク VG-2 -5 ’ 
l.3X!0 I 2 (0.2 土 0.1)xl 0 —9 0.0 0 3 6 l 

" Co (n, r)'" Co 反応の 0 -3 6 0anl として求めた値。

•• Co モニターによつて求めた rlux により計算した値。

- l,52— 



2B28 J R R - 3 原子炉内の中性子束および中性十エネルギー分布化ついて

（日本原子力研究所） Q中村治人，山林尚道，高橋智子

久保田益充，四方英治，天野 恕

目的：J R R - 3 はラジオアイソトープの製造を主な目的として作られた原子炉である

が．植々のラ・ジオアイソトープを製造するさい，照射孔および照射位僅を選択するために

はあらかじめ中性子束分布を測定しておく必要がある。とく,C(n' p)反応のように速中性子

を利用する反応を使う場合，炉内の速中性子束の照射位ばによる変化は大きいので，くわ

しく測定しておく必装がある。本実験では炉内中性子による代表的核反応を用い．放射化

法を利用してJ R R - 3 の中性子束の分布を測定した。これによつてクーゲットの輩，照

射位幽や照射量をきめるための基礎資料を得ることを目的とした。

実験：照射孔は炉心内(VR) 炉心外(VG) の垂直実験孔．気送管（水乎貰迪孔HP), 時間照射

孔（炉心外水乎照射孔 HR), および R I トレインについておこなった。制御棒の位櫨は炉心

内に中性子束分布ができるだけ均ー化される標準位直に設定した。照射は原則として出力

lOMW の条件で 2 時間とした。 中性子束測定に利用した核反応．クーゲットの化学形，採

用した核反応断面積はオ 1 表 vc 示す。 こ1/.)うら Co, Au ．は熱中性子束モニクーであり， Al

, S, Ni, Fe は速中性子束モニクーとして使用した。 KC l のクーゲットも使用したが．

これは s- 35 製造用に重装．であり，かつ熱中性子に対して(n,P)反応，速中性子に対して
(n,“)反応を同時に起すという特徴があるからである。また AU·, Co クーゲットについて

厚さ 1 mm の Cd で包み Cd 比の測定もおこなつた。

AU-]98, C0-60, Na-24 の生成誠の測定；あらかじめ 4 言 P - r 同時計数法匹より絶

対測定を行つた標準溶液で較正した井戸型電離箱を用いて測定した。ただし放射能強度の

弱いも(/_) (7.)測定にはこの測定器を基準にして較正した 1¾" f X 2” の井戸型 NaI(Tl) 結晶を検

出器とする T 線スペク

トロメークーを用いた。

P-32, 8 - 35 の測

呈； 328(n;了3.!p反応

により P - 32を測定す

る場合はイオウをガラ

ス試料皿中で昇華し去

り， さらにp- 33 の影

誓を除くためにl lOrng/ cd 

の厚さ ([)Al 板を通して

O M 計紋管で測定した。

オ 1 表 R I :Jlーゲットおよび核反応断面棋

核反応 ｰ ath 翫(Mev) 恥ff(Mav) 化学形 名柄 純度

究o(n;r) 6000 20 t 16 ゞ
| 

Co 電着箔～ 10m g/cm2

l!f/Au(n, r)198Au 96b ~ Au 田中箔 10mg/crn2 

3501(n, p)35s 0.4 0 ti KOl 関東特級

おOl(n,a)32P 6.l mb .. 1.0 .. 6.1 • • “ “ 

27 Al(n,“) 外a 0.5 6mb 3.2 6. 8.8 Al 横択 Na 3ppm 

32S(n, p)32p 60mt> 0.9 6 3.9 8 関東特級

58Ni(n,p)58oo l06mb -0.62 4.1 Ni J.M. 

61Fe(n, p) 5411r1 48mb Fe 横沢

• BNL-325 •• CRC-1003 
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k()1 を中性：：f照射して生成する P-32, 8--35 の測定は K() l を水に溶解したのら侭 La 3+, 

叫づ1！体を}JI/え 1れ（（．lII) 3 沈恨ととも VC I'ｷ :12 を共沈して P-3 2測定試料を作り，残液より恥804

沈殴を浴してt} - 35 測定試科を作り G M ilt数管で測定した。これらの実験にはあらか

じめ 4 冗/J絶対測定法 1lC より計数効率を求めた 2 " g,is flow counter (p R gas 使用）を使い放

射能濃腹を測定した俗版を使つて l"l じ化学操作をおこない，各試科を G M 管で測定した場

合の at数効，名を求めた。

Mn-·54 の生成祉の測定；あらかじめ陰イオン交換分離法匹より Fe より分離したのらに I

AEA lf) Mn-54 標準線源を船準匹して r 線スペクトロメークー匹より測定した。

00-•58 の生成址の測座； Mn-54([) 椋準線源を用いて Mn-5 4(/)0.84 MoV の光電ピークの計

r 線スペクトロメークーに数効率より Co-58 の 0.81 MeV /J.)光電ピークの計数効率を求め，

より測定した。

結果：代表的照射孔の最も中性子束の高い位置で

の各モニクーによる測定結果をオ 2 表に示す。また

水平貰通孔 H P - 1 気送管内の中性子求分布をオ l

図に示す。これらの結果において Au-198 と CO-60 妬

よる測定i直の差はおも匠中速中性子束によるものと

考えられ， Cd 比の値を使って求めた Au-198 によ

る熱中性子束の値は測定誤差（約土 1 0物）内におい

て Oo-·60による測定値と一致する。迷中性子束の各

モニクーによる測定結果の 1直の違いは主匹しきい値
の差 [C よるものと考えられる。炉心内部侭おいては

Cd 比および速中性子束と熱中性子束の比はほぼ•一定

であり，反射体部分匹入ると Od 比は急激に増加し熱

中性子束に対する速中性子束の比は急激 rC 減少する。

炉心内部では特に垂直方向匹おいてはその絶対値は

変化しても述中性子束と熱中性子束の比率は測定誤

差範囲内で全く一致する。しかし水乎方向において

は速中性子束成分に多少の変化がある；これは主に

燃料体の配直に依存するものと考えられる。

e
,
4
 

J.i' I 図 HP-I J艮射孔丙かャ牲子東介布

1. 

n /sec cm2 

10 
13 

10 
12 

10 
II 

10 
10 

109 

ロ 27AL(n,rii2"Na

v54Fe(n,P f~n 

•58N i! n.Pl58Co 

。 325(n, Pl32p 

87 cm 

才 2 表 各照射孔の蚊秘中性子束（ n／CIn2.Boe) と知198 の Cd 比

文f

ー3 

冑水
132 cm 

照射孔 四Au(n,r)'98Au 兜o(n,J roco 兜l(n,pl泊 31b1 (n,~叫 冤(nJi）吟 玲i(n,p)究o 27Al（研）~a 叫的n,p)輩 R3lAU 

V R - l 2.3xJ013 l. 7 x 1 013 5.1 xJ 013 l.4x!012 6.0x!011 5.1 xI011 6.4xl011 3.8 

VG-7 1.sx1012 1, 7 X 1 012 4.3xl0 12 3. Ix 10 , l.lxl09 J. 2 x I 09 2. 2x I er 1.4<102 

HP  -1 3.o x 1 013 1. 9 x 1 013 3.5xl0 13 :l.0 x 1012 1.2 x I 沢 1. 3 x 1 炉 J.7xJ012 ].6x]o12 3.5 

HR  - l 2.3xl 012 l.Bxl012 1. 6 X 1010 I -8 x 10 10 7.5 

Rl トレイン 3.6 xl OU 3. 5 x l o11 8.7xlo7 
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2!l29 Tnreshofd.法による KUR圧送嗜乎り高屯輝手束ぁ＇ょ7)."中4生｝エ
沿レヤースペクトル測足

（京大庶辺） 0岩田九評添星克彦 面 l)1 佐太、 ．本洛’恙之
臼いせ島和久腸胡｝ 席丁称わ
\ll ＼知久男

詞； KU R （＄這げ）疇疇送壻ゎヽより謬廷壻和高速中牲｝束力 1 W 
そりエネルヤースペクト 1Vt祗＼べう）3 り、］でこり戻砂豆行なった。

賎：疇麟I-:. よ).2.7A f (n, P)”H}, 2虚 (n、C(）吼燒叩（nJ P)叩nJ a乃（n、 P)
叫~ 31p(71 、 r)1si，氾S（n、 P)吃脳（n，f)鳴苓 9Thr磁必4 Reqctim て‘;

3 本 9 圧仇榔迄愛 1 本バ渥倫送帝中り,ZMeV-以 L遠屯和吐つ「ふ
かがエ ~Iレギースペクト Iレt測走 L た。

すケわ名 Aれ。il( 『1,7”仕に）J-丘鼠(ff.”。)) Nj鑓（ff, f及J (NH\'-)屹0¢
慮奴0幻吋0 （以上訳葛印級）をそ 9 iヽあ‘} wc4 躯 LヽICo四r. l たも, ~: 

丘攣知ヤ(fもいふ、礼／ dO t) KW て・K./0が30分疇双疇分狐苓双E
如吋'iつてがら＂尼レンケレーしユンスペ？ r lレゎ＇よ冗 クび爪mr紅
Ii. f J見叩珠能繹‘のノ 1註和い珈伍 F加む則走 L た。
また？駅麟租聾し詞 A紐i／ノ h以如；jtそのiヽわ‘ょ心 Boメ
心ver して IMokいも飼ぉげ／0 碍l月認廂復，圧気節這的炉鴫9
処炉応遺疇貶夏打撃叫7 冦。

姥来； 1即訂i)ヶ和臼東を得らこ豆紐から 2M切以上ク中牡手エネ lレヤー
輝I叶恥函i研昴如川tしてし 1 ｝こい吋） ＂し 3.
iた＇『I収 9 ば叫叫叩澤叩t雹 9'文史吝f L ても士／0刃瓜 T" めiこヒ aIつ

わか？た。
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2 B30 Li ドリフト Ge de t ec t or による核分裂生成物の r ースベクトルの測定

（東芝中研） ゜大井 昇 高柳誠一 杉田 徹 小林哲二

ドリフト Ge de t ec t or の出現は，

転機といわれる。この de t ec t or を放射化学の分野で実際に使用した例として 5 日， 1 0 日お
95 95 140 147 

よび 5 0 日冷却した全核分裂生成物， Zr, Nb, La, Nd の r ーエネルギスペクト

Na I ー光電子倍増管を使用した場合と比較した。

目的： Li T ースペク トロスコピーの歴史での大きな

ルを測定し，

実験： De t ec t or ，当研究所で試作した 7 mmr/Jの Liドリフト Ge de t ec t or を使用した。

Liをドリフトした真埠領城の厚さは～1. 5 mm, トラン・ジスク用容器に気密封じしてあるた

め真空系を必要としない。この de t ec t or を F ig. 1 のような冷却装置にマウントし de t ec t or を

~9  OK に保持しつつ測定を行なつた。 De t ec t or からのバルスは low noise charge sensitive 

preamp Ii fier, Linear A叩 l ifi er を通し 2 5 6 チャネルバルスハイ

した。

トアナライザーによつて測定

全核分裂生成物は， uo2 ペレットをJ R R-2 で 2 0 分， 13 0 時間または TTR-1 で 2 時

間照射したのち 5 日， 1 0 日および 3 0 日冷却して測定した。 147Nd は Nd2 ゜5 をJ R R -'l.で
1 3 0 時間照射したもの， 95なおよび 95Nb は Arner sham から輸入した混合物を陰イオン交換

樹脂に通し分離して使用した。

結果： （1) まず 57Co, 137 Cs, 60C0 を用いて分解能(l) r 一線エネルギーによる変化をしら

ペ，4『屎を F ig. 2 に京ナ：ヽ 11 X 11(l)Na I (TI) 光電子倍増管を使用した場合と比較した。

Fig. 1 

Cross section of insulated 

de tヽo tor mount 
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ー
ー
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137 
Cs の 6 6 1 ke V の光電ピークの分解能は 9. 4 ke V (さら VC extra low noise preampを使用し

た場合 4. 2 keV) で Na I (11 x 11) の場合の 50~6 0 keV に比ぺてはるかyc ょいととがわかつ
た。

(2) ・ 1 ヶ月冷却した全核分裂生成物の r ーエネルギスペクトル(< 1 5 0 keV~) を F ig. 3 に

示す。 Ii，1 じサンプルを Na I で測定した結果を点線で示してある。これによると 720-770
95 95 

keV の ムr - Nb の 3 本のビークが 724keV( Z.r) と 7 6 8 ke V (Nb) + 7 5 7 ke V (Zr) の 2 本に分

維でき，また NaI の場合に認め得なかつた 8 1 5 keV (140La), 5 3 2 keV (147Nd), 

(1.31 I) がはつきりとみとめられる。
147 

(5) Nd の r ーエネルギスペクトルを~'ig. 4 に示す。 Na I では 9 0 ke V, 

6 9 0 ke V の 4 本のビークがみとめられるが， Li ｷ-drift Ge de t e r.t or ではkeV, 

3 6 0 ke V 

3 2 0 ke V, 5 3 7 

上記の他 1 2 

本のピークがはつきりとみとめられる。

counts 
、-- -——: 

t spectrum of 1り？NdF1g. h 
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2B31 枝分躾ガ｀ス拡赦ルー 7• (I) 装置の椴要

（東北尺•原手ガ研） 矢島婁化。亀本雄一ほ孔床是行乎田酎翫
山芹滋福tB 1是，高橋食皐谷條陸昭

虹勺：セラミックス燃料巾の核ケ泉生成‘吻のボ渤 Iキ，あ燃焼仄喜燃瑶滋度さめざす原
”燃和打脊上重甲な研杞課題がある。 将 I"'- キセ）ン クリ 70)-- ンなビ＇の扱勾楳ガスの

畔中の板骰lむ I勾厄上昇 1 中牲う吸牧など＇ KL籾ヽ連 l て重平があり／夕＜が研祝がなざれ
て II ぅ． しがし拡骰定数ーフをとりあ If'tみ 2 t,復I)足値'"'くdi Iヽ＂ラフぎがあ~ I ~ 

の原因とし'l l填‘和いi身の影響（総和か仄が見肪杖｀ 1 po re, み純物の量なビ）のほ

かに、坪サる濃度拡骰と L t糾炊すぅ姜 k { l旬賠かあ~. 核ケ裂ガ'7、の採釈枝‘掛trap-
i”9 オ父梢の研哨が｀最｛大t7]な皐柄と考えうれる。 これうの所呪およがセラミック入燃＇粁

這、射千 I:: お 11 る物理的 I 4l I欧的な浚化の研屍 I二 Iすインハ゜ィル）レーフ゜ K よ 3 研椛力＼咬浮t'’

ある。 7艇落う 1すJRK-3 原ぅ kf這ゲ躾ガ｀ス拡散）しーフ゜を設置し I uoュー鷲、鈴燃料 6‘ ぅ高盪

照射下 1-.: オ広椴 l てく 3 核ケ裂がス 1-:. っ I I 2 研焼 l tきた。 以下 1：：：年）レー 7" の某置材乱‘『

1：：：ついて報告する。

概卑：年某置 1夕大別 L t 7゜ラク｀＇および灯外苓置ょ）構成｀ざれて 11 ;ij • 7゜ラク’`Im Jfi'. R-3/

vc-3 実釦LI：：杵入され／慧＼中性う束森大～ヽXI()/2 %，，，(•Isecノ最高温戌／りo℃の条件f t｀照

射究術屯~なえるよ）に設計されて\\ ~. 炉外紫置とし-Z. 11 ヘリウムがス純化某罰／核
分製午セ I バ‘よぶクリフ゜トンのトラソフ゜ノ ””l)足某覆 ガ‘スクロマトゲラフ／汲‘勾ゃ~k
備環装置／各種計測知）窟装置ぁ、よ幻彰這ヽゞ主なtのがあり 1 Jf< R-3)レープテス1-を（地
溶）疇し置されt. II ~ • 

揺、t枕直略を 1日に示した。 ポ‘ンベ‘より併給ざれたヘリラムがズ Iが定記差所によ）

定流魯ィしされ減‘戸（r00～ヽoo 万」伶） I 60 .,.J'/,,..;,,,,のー足流釦’'流れう。 ：：：：のヘリウム

1J‘'スの流速が＇長時 1訊浬転中一定に保たれ 3 ように 1 サージタンクの圧‘ガ I::. より 1吼由すぅ祖

杭管（毛帝） g設 11 r-。 定涼骨イ［ざれに＾リウムがス 1キ純化某置仁}:)精撃ざれたのち
7゜ラク’'に注られ~. 照街印拉f充靖に設 Ifた 1lヽうしより訊｀瞭祈 I→入ったへリウムがス 1れ誤

射試料表f!I)をズイーフ゜i. I 試料より拡散すが核ク梨がスぷ•よが｀反戻がスを炉 9} 仁 1なご、応

核鐸訊‘物のうラヨウ、t，が試料 I::.).}(拝 l 1-餃＼fたインダー炉レ｝ラッ 7゜に掠渇ミさ礼 7゜

ラク｀·11-ヒ対がれるt ,l lび亥今梨キセ／ンとクリフ゜トンあ｀ ｝び反たがスだ‘11 とな 3 。 キセ
I ンおかひ‘` ?') 7゜トンの放射能をす綿スヘ.'J I-ロメーターによ）面）定した後ノがスの）ね
とがセ／ン｝ラッ 7゜に浮＜。 ｝ラソ 7 ゜ 2 出仁力｀‘ス中のクリ 7゜トシ llt1/ dJ f線；スペク1--ロ
メーター l-cよ） ｝印）定され 3 ． りの牧クリ 7゜トンI-クッ 7゜をへt房がス好務 1：：将かれる。
すなわ乞キセ／ン広ヽ｝公‘クリ 7° I-ンの名戎滋の淀i豆りの放似斗＇，，愛化の亜統混IJ定とが｀
行なえう。 一う反尻］＇’ス 1-J.がス流跨示の切J知｝りがスクロマトク｀、ラフ K 導か丸直続
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的 K 足骨す a ：：：：とが可能て＇＇あ a.
7゜ラク'. lが一次冷絆水り伽業}-::. ;:りがr され／さう仁と心 11 ，T、ールドア，'I 7゜ 9 ンク伸，熱
紐器 1-=- fり二次紅r水 1：：：伝達され 3 ． ：：：の一次冷卸水中に 1す “0(”I})/‘が反戻が生ず＇

3 ル／¢の放射能が校出されぅのて｀1 .:::の放射能g r採スヘ°クトロメー 9 -l：：：より沙）虎し，
名柑｀料いがり末を閲時計埼しう} :J:7 I：：：した．
紡果：本）L -7゜は秋分姥力｀、ズょ、ぷ瓜発生がスi1)手動の研況のため 1=, 9 目的な実験 E 遥

イテt‘‘ざ 3 よう F禅々な工大かなされtおり I 6 年手の放月さ経て泥炭iた． 榛汲試料E
使用し z の性能テスト／数日 11 わた~ UOiー窯釦試‘粁£用 II ての長期浬屹運転11J結泉力廂の

"”元か函たりものであった．
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2 B32 校介裂がス拡散 Iしーフ° (1I) 照射訊粁評の中小生手朱耳 '1}足

（如ヒ灯．屁研） 矢島聖使［亀オ雄—昨，芽是行，半田完男
山芹滋， 0 楠1fJ健，畠抽尺寿，谷條陸昭

慨要；JRR-3 の VC-3窄聴礼に設置 L t：：：該分姥ヵ｀ス拡散 lしーフ゜ l ：：：ぷ TI ては 眸．射訊料計5 0)

中小生斗栄t連峠的に 1 「＝出卑るt='けす泳やかに和ることが＇l功塔て・ぶう。牧ヤ 13 IL ーフ゜ゥ外

狛中む記ha ー：訊印lく中勾 /60 が速町注手によ＇） （九F) 反欠) t起 L ·t生 (3 IりV O)·怪

l::. iヤ外 1.::;]".,',, てい泉スヘ°クトロメー 9- て＇嗅’1 定·i }：：とによっと R牡喝料郡の中位｀ナ

手t直設 l て 11 3 。 ―ンか令評）応斎蹄を栢式的に 回f I= 示す。

紅； 9直硝中て、も幼生放する叫Jの昼：げ(/).七咬／sec) l'J:. 

N*＝骨 Av •す・玉

藷｛,,式て，、あ F え 5 れる。

--------(1) 

ここてl[ 五ど匹＼：：sec
M.. 91く 1 モ Iい痔湿 IJ.. 
Av: アオ、・・カ‘、い•P 蓬文

従って．外面出 O f：：：ぢける一次冷卸＊中C') IE.N 0) 
溝應： f。 （ a如t\S/Jl) 1 ;t．菌 (2) ~ (4) 式て・十えら小る。

臣ヤ•t ---------... ------(2) 
= VT • Av • (j • f ·石／Mｷ F -------n) 
= VT ｷAv •IS· -f・心／M·F ・ ----(4)

:::.こt•I[T: iぷ盆芯丸：；S` 子呆ツ伍てse< IIB 5 
k ：一屯／石 ..`` 
+ ：拝正保奴（ 1い迅） 肘

狂． ‘K杓い霰位置 1二ぶ I↑'3 '"N ">う農貞·, f訳 3
料

（吋Oh'i/JI) I む知）三＼て・与え 5 れる。 炉

f=「。€滸＿――-- -------＿ー (S) 4『 12.
迅＂｛ Vc : ？叩Dか5.'ド料碑l応位置い疋訊瑯匹＋10

入： “N"' i"臼苓丈 sec' 東

ミ：：：て｀’， CY, VT, M, Av、 F, vc:'.および入 ,a

既天o の一定i直て＇払るのて91
→消B = F• HI VT•Av•5,e ------(6) 

ヒ本 lT ば、喘 (4), (6) よよび（ワ）式ょ I)

屯＝ ~ -P/ fｷ k --------ー・・<'7)
と表わせ）。-l· IJ. 16N が外滴内が衷復す 3 割合

ヽ
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（ミれは， ーおいp*0)，武鬼とピ入トンフローか 5 のずれ写 Iミよ，て従まる．） ｀および．．

外禍に遠，て鈴直方向q中社み免分矛，，，杉 I 二よ，遠；；る（呆敬て払る。JRR-3 I＝ょ‘`｀で I;!
灼、 3 垂直オ伺の中、卜士斗染分介0)屁， よ｀よび中吐ヤエネ IL-\'- 0>-'l.>1)'">杉 I J. f.｀を出カゥ窄紀

l二汀 l て一定tあ＇） なげl叩寿ぺ勺ーンカ‘哨 l t:. L てモぶま＇）造 5 &’＇とす小 13. f，吠＇

よび k ll. ~ ~ lー IL 一つ゜につ,,て 11. は 1百一定と友えら小る。 h 山政， i /+ • K = cJ. と

L て一膝 rJ..をt玲怜 I= 東れで知 Iば ムJ..，（も f這1定可るこヒ 1＝よって．中r t直玲的

にオくめ a 辛が出まる。
庚随：を打印肘坪，，位置仁コ I、. 1し卜粋 (03mm や） t吊~ L. 差い出力 500 1:: w.:· '3叫同．

い・K‘fゥ麟を行 r4,9 ， 叫曲 1こー；炉な玄胚中 I= 生 l• T二 '""N "I蓬t 1'がい＇定位置 I二みしいて．

L ートメータ呈のうンつ IL7 ャネ，し『統スペつトロ·メータて"]'I 定 L 在。こ勺遵'1 定位と．

すユ／,;: IL 卜綿中 I二主へI. F‘°C。ヮ昼ヵ、 5 庫出した令のi直(= 3.2 XIO‘'勺／;,...~.s..) とか~'0(

t天定 LT-=- 。tJぷミq時 9し滴に弓9 ，て圭直方向の胚和生手免ぅ rp tも::11 '1 定 L E。れ｀は

1 年， ダミーフ°う 9,. 1:.用、，て．今回と I<! 曖った叩叫Iヽ°う一ンつ下乙．，＿豆烈中狂｝束碍

t項'1庭 l て 1\”‘9,9 分知形 1J.今回も丈差 rJ I 、結果t 1年杞得られf= d I 用"て '‘N つ

魯ヵ、 5 芽I 定し T=R.¢射訊料炉慧中吐ナ表と．原ナげへ尋，紅出カヒゥ関i糸t• 国 2 I二元す。

がI iiヒ内臭恥~: 1. FP がスのキャ IJァがス中に， 了 Iしゴンで一定董涅入せ L め，て枚

扉 L f:惜t. F P が 1 と同曲 I= 舟I定す 3 やリ方9) と I~ 這って， 中狂｝東::!!'I 史元か印l訊z"
あ＇）． か紐雌 l= 当，J F P がス 9 Y汎fを受けi：：：とが rよ II. 2. .“N の r 線ェネ 1ぽ 1 ;1
6. l HeV 臼h るのて．，．測定 1二当，て，一次汲玄p水中の

枚知t..-x.かt"'不，をも物q T料g t会 It "1>ミとかね II 。 3. 

中咋＋t itに対可｝広培が連 91, (VT で Vc = 15A. F=  
4"3且／一t m 渇令 1-) 30 砂後．）。 4. 16N"' 半病訓 11

祐

射
ヮ、4 朽て、あ｝。 ―さ．―尤む令をゃI<-. 0¥ -1盾に要可 3 B罪向 能

＂左う 25 釦'•品;!, 0¥ c:ｷ. J号存 1bN り影中t含 I t 3'::: l: ro:1 ヘ
但

湿繰浬’l店が可誰t•お b c しか L k人.I:. ")中I 淫，＝対して 褒

L —戎冷21'オ（流患臼贅負よくー淀 I＝年 I'-/>~ が品 3 位
・単

、一

こと。 2, 和118p1寿べう一ンが大迂＜咽it L "J;場合 I3 袈

昔t屯 L―るこt. tょとの向賎芙ヵ＼ふる。瑣た． ーニ b冷 • 
玄p＊中 1＝. Ì  ̀tう＂ゥ 4 t.:.定昼 守定 rJ 4 ピ茅lf1/ l藷1JO

し狂中竹｝ iz よ 3 切｝訊；と中I ffiして．迫玲 I:= 懃中迂

み免t邊’1 度す 3 ことt獲討中てあ 3.

叫Ja[Cu..
0.52 ｷ • t6N 

6.L 

ｰ • r珠エ~IL~·-—ワ Hev

団 3 -：知令玄r)1←のわ翁c ス1\0？いし

1). R. 11. (aャroll, N叫eo い 1‘cs voI. 20. No.2 、4-4 (lqヽ 2)
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2B33 検令穀サス祐散Iレープ (DI)

放出ユ此EFF 廿次＾ r縁スペ 7 卜 lV

（知江［取サ） 矢即翻た：ぃミ雄崎t'.相影干．半1詞渭．
0 叫界 ~I 埠田健，訊い角，筍組邸

恥．ヽ (I) I＝担しゃ装罹□ IA て．釦饂9汀t‘UOr退給（I!,q）桟‘消かり咋版：してく
a mm  m扇＾雌¥ft応、戌わ辻て市糊A 面刺 I芍怜燿 L J;.‘～比叩上四((.)(- f,J.,AJ、
饂x 、yキし直）い封是伍、•,7 t.行なう。
輝六ぃ叫屑料疇温1:,. p逗し屈瑾運胆吟(I()MW尼＊賊屯力り厄ノ囁

埠い賠マ？91ネシ加へ／納網（透訳）木ぶ心りぅ逗盤＜ず（～？応）I= トリ託化しr-ヘり h

心‘久ぶも。土」＾彗遠ノし械叫卜り祗歓して 1 0,15 
• 

<. ~叶iJ`‘入む糾紐 l吠 4- 7' し灼卜,~導咋o
砂Iユて，スイー 7'口吐叩、 A立い惰＾叩卜制 I"­
忙醤し巨仙以Tt.)シン千レータ（しよ‘'x2“)い Tヽ u 芦
TMc記四千ャネ直高い”"い、スイー 7• I IhlI ®輝恥
丸てく lFP 1J.,_久＾ ＂禄ルヘ゜ 7 卜似芯渕定しに。 泣

切
しの入へ° ？いv"& ~M 1 に太す。 攻 Iコ、 スィ -7・士

れて知廿‘入中 1＝ど＼＾ょゥ rか砕祠戸 a pヽ E 飼万
ベ‘}巨cl>\.輝より粒以L A か‘スい紐入り込。 裸 4石

如i V.l[  
に
科
勺以）

0. I o,'L o, i "•'½-

以渇エネル千‘(MeV)

~I i ス1-l° がい．＂真スペ]1-tV 
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©森諏綬閃吟姐

ぶ
0.1 o.~ o．る 0.4 o.'S' 

訳姓エネIV~ (Me-V) 

l逗l 2 . キ岳Hぇ廿＼入＾t糾阜スペ？NV



取サ1 スを水囮箋心り b ムね麟呑知~ I ~ ~沫知直スヘ°？卜＼J這従L~。 土＾ァ
バり非如:.. Iボ砂I這ふ競れりいT”' っ巨。 斗いがり．スイー 7゜口ら廿＇久平 1ユ I ↑.
硲私＼ 1:::i五 I}屁し lーがし＼ミヒが＇‘わ和J, —い一い呼q浪町不兒A て‘‘み 3 ＞ヒが＇わか

っや• 一汀亀戎われE t‘次＾ ＂幻、ぺ？卜 IV ヒ 3‘匁 3し以l(U)~.).... 干レー 9 'l鴇I足し，

和3- 7 償知疇 E 迫） （測走しピ 件~りい巨スペ？卜 IJ^\\ <”‘C I団ぇ． Iこ木ず．
社．令ど一？ ＾湿兌11b
緑ヽ陽 3 にナ、ず． 屯

りパ鳴より手裁判 E 玉｀
めふせー？ t 1祠庄し E1®
梗と表 l I2 ネじ

＂ミ：麟廿次心）た（~) : 
"L "役．シ＞子レー？沢か

心‘瑚足制袢り立<.. I遠虻し
遠ぃ印嗚冷 I 0,08fv¥e.V/J.., 

ビー 7 松栴苓いい r戸
込とが認めら臥戸。 2 

\µ_,~. "·()1り Mぶ»J.._j::,.11\

計釦＼‘像： 1? 卜り吸齢t

｝帷 A船―^ k-X 紐（～

゜
ぅ

~. ゞ
ー
？
上
怜

-)(— o. 08 t-t<a-V 
-A-0.  IS Hdv 

ーロー· O. 1 9 Mこv
-0- 0.25 HeV 
-?-o,40 HeV 

^ f ' i 
A 2 
o-

~ 10 ,ヽ 

三ぃ
10 四 ヨ〇 ←一40 120 

的へIh(Rい）

図 3 ，ぷビー 7 "'遠支曲翁ー• • --ｷ •ー· • - -

1.>,pI}: M四）汰出、 9ュぉ；

も＾ヒ袴とら豆。 hげ政，＼QI ̂  °pg叩釘＾ 表 l 該這11'1団史
←ー］因釦心 I咄べ非芹 Iュ而ぃユヒt．浚II 見
キ閃心<,>鉛＆堰し＼こ汎｝ミと,.... ;:.. >.'.:l..ヒ"‘‘わ
介‘')ら。 しE洲，て (),0 了 MeV ＾料崖にドり
Iう3Xe E 正しく渭たい豆 12. 1お，頑り年和六
わり＾しゃへ＼'\t-拭紅‘"I} 1/\も＾し餘けヒ"),.....接え
~ I\;/)字があ} :... 1:. 1ゞわがっ戸o

絲泉功匹． い平我如訪走遥· ) 
瑶衰

(._M改）

0,0 ゞ !,'J 13 k e (E.'ii.nJ) 
0. I.5" !,, ~低 a Kr (4.4-R.-) 

0, I <i 2、 3 知 88怜（2．叩＆）

(),ユ5 9.n 比 呪e (q、 Iぅん）

0,40 り 5 叫軋 的h t"叶）
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2B34 玖介製灯‘'ス私散）レー 7。 (IV) F;ssion ra.te ~ F.P. -tJ｀仄、の板瓜桑とll) l糾床

（東幻'-t'康研） 沃灼聖紀畠禾砒ー祁。紫堤公了 学パ渇 い心
福函健高裔咲丹谷篠fと昭

(lJ的］濱盾ぅば二応じりラン一感鼻床瓶＇料からの萩冷媒生成初 d) 放出の叙構t況哨 1 3 
ために，―‘、、i碍 l糾ゃst -i叫叫l1 文煎t行なってきだ．況の絡果①ウクンから繁船に

”した点介餓 n`’ 久，J妖介製片により思，裂J中 12 つくらいパ這‘坂 1 れ 3 こ'l, ®尺 1晶

1濱知れ仁該介綬 1‘＇ス d 叉涌If) a. nneah·ngにと＇） ｛の＂も離,j1_ I 外祁 I2 ふ幻瓜ざれる＞

t'®.“中のいいりrJ) f懐度のが'<-- le ;(, Iこ萩介製ハ17)妖似＃ 3‘訊、少‘す 3 ＞と埓

t明ら nヽ 1：：した。これうの知見にjぎ，しに叫e 没旅t祖え°a Lー l j必s ton 叫e (]這痢

，彰立瓜、'i責印 I夷：：―5 衣、今猾｛の 4副孜）の増入とと屯 l：：絨分製 1’’ 久の放瓜旅力‘お、少｀1 3 0 能
往ヵ＼•9 庄ず＇~. ::;.絨必う 1 ンの場合， Cnroll ら 1) 、1 位slon rate~  IO勺／c虻 sec1::. 1>'ヽ）て，食介
炭ガ＇スの奴瓜半し1 ji ss{,‘on rate,：：友い］ 1 a こ't- t見瓜しr-.繋，釣に肉し--c.この呵罷1主

t検＇｛っために各史，検9噴存われた，

（沢検）れssion 叫e~ 皮えるも痰に 14, U-Z35 の 1濃瑶皮，ウぅ、／ t烹知ぅ泥以，ぁ 5 、i
1-J.炉ます束t支え 5 ガ族がある。本虔応＇し4帆‘叫の申ヽ1、口手束のヴも皮え 3 ガぅ去t採用した
．訊‘叫 1= 1;J項化ウラン I 3 t夭然黒船 l f iとのう昆合扮禾ヘ・レ、•I 卜と用ヽ) -K_.板査 9イJ K 

k-3 に設置 1 れた萩介製ガ‘’｀徹）レーブ゜も」＂しr.. (本村綸令輯浪魯号ぇ B3l 参感），帆‘叫~
の，＂ a I ooo'C I ：：保っ1::. " f＇，殊手ftの瓜1J'b. o,/, o,1/-, o,7, I, 屯よ， 7 カ‘よが 10 t1 W,: 夜ぇ 3
ことにぷ‘) j↓̀ SS¢on 叫e 1<皮必さ七た。秘叫 S) う幻瓜 5 れた萩介製ダ｀久 11 靖製へ＇‘)ウハカ‘‘

，Jス噴性炭べ、'1'ドに連 I1訊た。途沖に置かi1tr.. 1MC//.{JOlf>'(ネ IV yさ慕1..ヘ゜ 7 卜 V i -1 に
より萩介製ガ｀＇-;z d) 1叉糾―ft 4 へりり＾ガ｀久舟常I/)外展Il から漢I] 皮 1 れた。
（結果）坂庶されてから 1 吋町受の核介製1J'’スのy燥スペ 7 }--IV I~ I~ % 0 ぷ•, /SーIJ I,ro I ぇto,

令‘よが(loo Ke V Iこ顕対存ヒ゜- 7”‘" あ），｛れ｛．，れ Xe-133 沢， Kr 85rtl, KY-88, Xe ー 135 ，も‘とが

KY -8? 1‘• あうことが明らが 1：：された（決)t o Ke V のヒ° -7 11 しそヘヽ）の釣がらの K,X f泉が大妍

知'•あ 3 。未""“らス B 33 □). 谷,::• -7 t対象 1こした千ル）‘ノカ‘よが'7 9 7• 

l-‘／心l 知名果の憶-i)jj 11：：示す。 7 1) 1ー } ＞の甜環 I2 I1 瓜ガり麟し-r... 1·'? トーがあ

る。分、 Xe- l .35 の曲様に 11 1° ラトー，a硯条ざれな＼） C これは Xe ー 135,h‘ よび＇｛の龍祓礼

1Jあ 3I -135 Q)矛" -IJ‘‘比故的哀ヽ）のf, rro紅叩on rAte 1::. r~ lease 汎te 'l ~ゞが街 1』

し 1 U な、）こと＆示す。 7 1) 10)- 、/ 1 ：：つヽ 9 て 1知印豹釘 S 呼 I計 1：：カ｀ 11 3 Y-ele a.Se rd.t e 't-'¥-fの

広ガ't- rl)浪］ A系五坊ぇ団に禾ず． ‘xャの瓜ガン叱I｀ます束したが＾っ・c f~ss i on 叫e l!--1'.fいl1 3 こ
't. 1-;f明らか 1::. されて＼） 3 (本討怖会籠喝裔号み江·絡照）， if¥ ;z 1::. 禾それるン）に，？り

づ゜トンの Yele 心se Ydte 1バfの瓜1J I：：比刈して I) } • 1 存わら， 多祓 4しウラン一煎枇｀飲叫

からの仮介製ザスd/ I Oo()’C にあ｀りる奴瓜乎 1 -J fission 叫e I遺浪1A禾 I己一従礁t吋つ．

- I65--
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2 1j5 5 i麦分吼刃｀、人，1入散 1し ---1· (V) も＼｀叫｀弘，友 Y F, p，ガ｀‘Z d) 坂瓜沖 d) 1文 1 i糸

（東北入t・楳研） 択島．吃｛史1 させい逍一郎 紫 淀行。 1 U-¥ 1 刈
山閃 滋拙叫礎如晶社紆．b條給叱

日附：兎l臼照刺千 1’ ，チ｀しう 1‘戸一ぎ昴ぅ麟妖叫• （會埓rt 1ｷ I 吋 I9) n‘ ク‘の玖介級
ガ＇スの板瓜卑·に与え 5 ぅ晟康の・勤堺につ＼）ー1 研況 1 も．

凍蕨わ‘s 疇果．J k k -3, v c -3 淡痰jし・わ‘ょが 1レーブ・チ久卜をに殺翼 L,;:_ 萩介吸

)J以柘瓶 1レー 1゜も用いた。 （揺廃斎り· z B 3/ 絡蜆） 淡険と対6 め 3 ．間に，帆．叫t贔免中 1’;

I(Joo'C 1: 5'吋Jil.)}疇し）帆＇叫束釦 I一吸羞されてヽ） 3 千純吻ガ＇久の脱が＇久と l 狐氏叫の anneal­

｢ng ｣ 4子なった， J R R-3 t lo MW  i1)魚瓜ガ 1連．船して，帆叶(f/ ;忍丸i 1/00, 廷O ， 30 {J

かよが 1000°C に支えで，帆＇叫が 3 疇した萩介製ガ｀’久 d) 放射他~ 1,M C 400 channel r-ny 
s.pedrome t er,靡戌 L た． （蜻瑚舟号ぇ B 33 奇賊）僻られr..萩介製ヵ＇’スの放尻曲繰t図

1,—示す． 面 1 に示したよ) I:: 9 オ久介翁がスの奴歩、年 1-J祇叫環戌のエ冴にしたがって哨

人した。 款介製キセ｝シー 135 の奴瓜専が｀一定，つ牙 3 4 1" d)吋Wi1 I ・ふ、キ也Jシ• -135 II)珀

成叫がら予応されウよ）叱来、J. ンれば千もJ ;/— ,I !35 di規祓稚のg勺栄ー 135 の牙ぅ成

刈が＇挟今製 7 ? 1ｷ l-~'，，蜆戚翔 (Br 85 3,0 m｢n, Br-87 55 sec, Br ー沙 15sec) ,c 
疇レて，ヽ•7 切と長、iこ't'.- I乙起固｛ゥ． 狐叫t1)ぅ翫汲で11.l?O ->応C, bSO •;t PO °C, およ

が ~00 → /~00 ゜し に文化ざゼ k `tさ）該介裂がスのう叉瓜年か＇ー竹｝府大し"Y--. 1 埒わち Heat·

匂品rst刀，＂され'Y-. ) J'\に及し 1 ，妖叫の滋成 1 /000•/i: oo ·c ，こ千り• K じき，松介

製ガ'-A の奴釦年 11 伶々 1< 秋少し， Coolt‘ng Bast iチみられ埒がつた， 凍す沖の外’止と叫時

に l~｀叫の加怠t中止 1 1 と，秋介製ガ＇スの奴戯燦，1 ．勢淑 Iご減，）‘し， 1 の 4支>i,I'\ "t"ぶIf)親

吠柁の矛迅‘紺にしたがつて浅少した。 これ 11) 帆叫 n、冷却したとざ，ヘリウ A ・スイー

フ。1)．，スによ，て，1f外に運がた 3 れる萩介斜ガ＇1- 1-;f照射拭｀叫抑 4度栂，こ穀 '1 うれた如teYnd1

匹（心 Alふ力‘gがか艮メ、1/ 1 した胴絹） Iこ印‘腹され k 板介吸づう禿 4,'S か羨失のい I こ

ょフてがべしたもの 1'. 9 i n 董 1す；nter問 I trap 10 命＇痕されr:..衣介製つう未令ょが 長素

0)竜 1: 比 ~1j ｷ, }ため 1• あ a. in tern.al 叶 I" 旬‘痕 1 れ乍板介製 Iヽロゲ‘ノのャ巖皮ドよ？て生

武した 1亥介製ガ＇スの笞 1' 凍ぅ炸，，府止桁'1 1 叶碕 1 れ 4'' 矛叩文 1炊竹ーの萩今製 I ヽ U げ｀ソ

の項支f'':l:- 11\した 1亥介製1}．，スの罹を知 3 ：：とが＇て｀｀:! a. こ n 該介製｝ヽり了‘ン a ゥ俊匁 1“ 屯

成 L •K 扱今製ガ＇ズの驀石｝乎約奴瓜叶，，該バ1)99 1、の情 n‘ う派じ＇た冷’ヵヽ，い叫がら私ヽ釈に

よって奴瓜された板介裂1)‘＇スにあた a. :;のら払t所、，れ 4・，ふ渇戌 IC わ‘11 っ萩分移妍

スあ‘よが核介製）''1'.1'f・ンの叔瓜年t創淀 1 ることが 1’ 召 3. 1日ス ,c'板介製がズ＂放糾伶

な：滋浚 l' 目盗ったt"も禾i, I~ /4,~柔したよう 1: 萩介裂1]｀スの合文瓜痘の吋釦いい

と直繹的行和茶があった． C qyro// らイ草祐品の二孫心ウランがら後、介裂・»`’スの杖Jt. Iこ

つヽJて吋究した。 "(l 1/,oo ·c 以↑の渇炭 1 1す，板介製攻沿t jlヽ唖蒋牙埓禿ぞあると琳、沼

- le7 — 
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2B36 u o凋蛉晶沖ii) 911軍硲lも分裂吐戌物 n位、仮げ）

（見えヰ研）°入叶昇 犬わ日紀男
（日本l,h,}n }f) 高和亨粁

目的われわれ ll 脅、”ればし I< uoュ単心昇 A 1諄発）・1積分裂 l主疹抄慣、佑復釦
砂ー←立、 1: よ，， 2 11]k右して 2 に。今l団 u 莉枝（ 1 ，JI.オ入団杖叫鳴分

1ll 祐！？ り和1:'..."令 \ V 4-0 年忽，う月‘$,1i\..叶公）叫噂遥につ、，（＾べ今迄糾り A
r、 う、．絞砕．平とt、応·孜する。

狂 u (Jふば（丘I() ,I,.}属）t J RR-2 l'.··.20分～／）瑾 I紐、Jt滋過半期間冷秤し
rこから，一文叶間 へ 'l'う/A'ア 1 レ？‘·、/J (: I J具空q ('’,IJII 熟し (I汐？し.),ク{J ’C) 加だ前 1支

A 恥砧 A 放肛骰 A 文化と立メテマンオ IVI ヽ゜！レ 7、 1 、 1 トアアラi y'’('冷1『 L I<, 1ヽ頂硲l王
叩い叫令 n‘、バ虚棟t具 rヽ ‘'I U 0滋面 <"a t亥パ殺主戌、約C/ m/)速度疇依^i腿l: r“ 

臼れQ’＇あみ-Oそこ{’’ば（J)tJ、屹叶 I釘）とf知滋虹心加奴出知）直浪lt村が1 ゎよび'
U 0,,, ＾甑統，未 (0、 Pじ～ジ） t i文 1iレ枝分裂ま汽オ加：妥発虔｛辺来？iみわ1, t: I: 』っく、乏祭
速及b‘.if叫、とな‘つスな‘\,'偽令をとり）び出J,'J 1訂双ぶ D と斗出， L T<. 

斤＝ I -春各1 ; e- f)よぷ知

姥早 LI) 現れ 3 t l 今や蔦積し「ー、テ｀’—?- I)‘り表少｀二牙，戎、 El令、J‘（訂ぷし I‘、オ宏仮丸的直t
To.b l e.ー／ 1こ示でな1 とfルj o （同 2 ^ I知 L,i-dLif,t 8e de ね ctor l こよみ戸ス ~7 トロ
スフ C°- I’～よっ「＇｀
(2)ア lレつ’'ン零団知叫和丸荻11 へ＇）ウ£り這如t I乱．9- ハh つ（ミq).を 1 l.、、 Ta.fo i l .t
`”狡臼rふつ「：衿昇（ふ l i I1へ＇）ウム雰団礼心あ·応［司ふ沢鵡り A K IJ｀で加紐体
。砂i‘)呈足芍I}‘絣りれ 1'店、昂．tる()‘'i 1} I ヽ｀・ラッ 1 I くも AI ; ] 7 「:。
（打 Ze 孔er ＾ぅ£綺：ょらピ，＂q 1．、＾位、荻の1-ントロ C°- [J ,l, .1ぃ豆この姜 l こは'1}) " 
ぃ貫心応必的邸()‘”冠ゃふn だt遁し(iうがわれるとし 2 いみつ こ 4 祖綸を U 0.). 
か訊：適同し D()d¥ i直ぃ疇•I'主$U:..1" 1しや一ヒ秘叫麟 11‘ らり由 r，·必況しと
臼n iよと吼ぃ荘和エントワごーと訂ふ rこQ
t A とも尻 ~ l u •• Xe t1 "i／ふ ー／．f e.u 「e q P易伶、一 O、tl.t. e.Ua f直が絆ら Kr辺;OI)‘
り‘II 尺 3 、、頂q i』（例知ー／J e,u) も符られ(Jっ 2 りし「勺玲綸吐、ない

lbq 



Nuclides 

144ce 

10怜u

Table -l Diffusion constants of fission products in UO~ single crystals 
2 ---

D = D。 exp (-Q/RT) 

D。 (cm2'"/sec) Q (cal/g.atom) 

1.2 X 10-4 50,000 

5•5 x 10-7 27,000 

95Zr 25Nb 2,4 X 10 -2 92,000 

95Zr 3.0 130,000 

95Nb 7 X 10-4 75,000 

90 Sr 1.0 X 10-6 27,000 

140 La 2.2 X 10 -6 35,000 

99Mo 3,9 X 10-4 54,000 

13弥e 6,6 X 10-3 70,000 

131-2 I 1.5 X 10-3 59,000 

133xe 3.0 X 10-3 63,000 
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2B37 す謙叶生希 n" スq固定化の研況 (JI.) 

イオン 1軒岳、，ゎ rこ干 E l ンー 133 0 飼中の森註

（）尋研） 0 市凍手を塩 川崎＂知手

熱麟共電脊： J --,て放的性希 nヽ、スイオンし国体中に「こ「こ 3 込む方迄 1:, いて 1r 昨年/7)
犬

第 8 町ふ化’学討協会 1 こ凡いてすか I: 栢告シ脊みl.'•ある。 ヽT ら 1 ：そqょう I: L て「： rこ 3 込i
れに布 7l`‘ スの国 1 :f.-中に A I すら慌程令柘内堺）定を行うこと 1 J乎定ヽl‘戸検討q「：ぷ l こ，弘‘卓こ＂ふ

る 0 Jr r；’らず、杖如掬珈易 スベッター 3 現象 1 ．寿寮， あるし '1 1 r レー寸宝験のターゲッ

トの詞紺い「こめ I~ {曾 ~z· あら．

しpヽし r卜． n: ら： （7)よう rt· K-e V ;l r こ 1 J KdV 以下 9 珀めて 1敗且るなエえ Iしヤ'-註｝のわ 1'‘n 、な｀
•* 

森程か饂/d-通骨OJ St<>-り量—.t o i Qの方法ぐ I~ 雌らか 1:9不可肯足 2‘• あり， p/J..v iJls ヰ·l こよって

了 lL ミニウム枯ふるい Id タングステン板を可 I て, il l食ン欠に電気に労的 I: 酪に1号討知這し屯

痰し， その面努に1呆頂棟繰 E ;‘容絆除去する二殺f者の rgむ呼法が堤唱されこい.la.

和サ応：ムいて 1 a.電絆錯)0 板tターケ‘‘ットと・して熱隋極杖嘔菅／：より Xe- 133 を「：「：、1

込み， 14-0 • C~2oo'c 0 閑の比較的低堪パ'•酸にし、 生成‘し「：杞岐に顧っ祁暉• t塩化了ンモ

：：：ウ1-、(/)ぅ彫応ミよって咋去レ森程つ壌l}定卜行フ「シ

〔いい｝ぃ紅果）

ターデ＇ット試‘料として電紐•£即板（託度竹． 1q %) と輯ぇ来z:やた分 IC >却1第し「：の 5 正').涛

雌中1'."I t;分閉電紐研歴と行って雌面 l 湿進ぃ表面;:I. z.’'師！房しにも(1) ~I弔いに． え「： 1吏用直酋

I~ 6N-NH4 心落没、中に表·シ債し乙蛸笈止祁叢t p全去し r, のら、 ポ、 ア）しコー 1レの 111 負 I こ洩戒し戟

埓！し Z 用い［ :. 

l4-0• C から 200'C の閉fl)各温度 1 こおいこ主成｀牙ふ面姿戸譴{l) j豆 3 I J杖加＼吋的方法（ミよ

っ z,卸’I足ャ行 ..,T こ，う品度と 0号·r計と）月 3 との関i系 ~I図 1 0 グ＇ラ 7 1: ネぶ．

::: e,, f目果し耶ヽこ約釦オ紅文電すの加逗吃抽の電圧も変 l 巳、1 して餌1取反中に x-1/.― I 砂を T: 「:

さ込し「：吟も泣俄ボ凶噸の初II定と行っに。 ずなわら，酸化と画釣化抜m m、(7J操作も玲返

し， t (J)度苺ド残｀、仔汰月 1粍し合日す寸款装星こ丸l1 史を行っ「こ． その坪条を図 2 ，こ示%.

以L 店官、硫 l：より 1斗られ rこ糸音品セ専約iクとつ 3｀のとJ., IJ z•あ~.

1) 電幹飼版を用い7... keV i「こ IJそ K以下 9 柏必こ微弱な L オ Iレ守＂ー註い侭且 Iか杓と
た分註成I: ぅ訓定ずらことがで、勺ド．

2) 約麟杖嘩哨ドよる場令ばしs or。pJl.. 炒えpa y A t of吝による場遠t臭，），加逗電圧が約

4 kV以Lに増只ずると不琵咋気煤等によら s pu..亡なが・ァ曾スしこ Xぇー I 3 3 0> ~=ふ五れ£紅 1 J

不宅定とな,!,.

'3) 図 1 により餌lの函俊 l t. 1 1-逗峡的ド進行｛なの Z" 口委＼しによ／）放士、されり放択I「生令がス0)

枚知能を湧’1 定言tt求 1 るこl:: l ~より森社分和と連鰊的に制定iらことが可訳豆ふふ．
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ゎ 蔽比iJ粒果ふるい 1 :1干令匂勿0)もp分より干均ーに進行i b : 
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2 H 3 8 Ji-/8 柱訊、いーぷフッ化人ようない

（前枇‘閑’糾浣／竹） yi碕止 ｰ Iリ平‘f ｷ} 

(rl 的 卜疇1バ知瓜化わり1/] （ぅ合入に 1 J ｀凍．水 H F" t斜 I•V §クのぶ 9g -.,,り戌て· b, fベリ・＿A

利［Jう H であわt界qi l[L :> t易作仄 4 り。 屹ミt·.)tll.:. H 忙t'佑品> v·: 、統． r『 K I 和 1k iiに・

ヶ芹（（和とゥ半；叫 Id /10..,,,) 、 f；ウベ< 1も必政り叶‘tしく＂易ら人う·ケ：出し廂i fる．

し｝，ご人ゥ哨 1y j (l) f,-/tの穀立；A d t，ベイ！’{公 I~ 弁公こ｀．Ji 1'F、r ふ'Jひ｀十） 4) ロトビンと用

いク Pー／tの泣立りしさのり文斗や． l食．1 1ピ｀i'灯fltに~i., >;逍合）Ii 1 につハ［殺令(.. •た，：：っ

、釘廃で 15 、—取りう l，祈かI t;並追ぅょであク L(“0 3 E IJ L 、2coi t)反｝ガ煎i｛したし 3 と．/130

i rこ I Jぬ0 fり 1 ．クヒトにン内メ粒j 3 たば枯e て＇！然射しf二｝翡乍し対象t iる、

(Z..）化ヤ紐印k いらいうのケ私し板合すレfこ＆¢床—）ざ"''唄仄J n t忍ぇ z " 1;,. 

馴閂（、遺、1.!l.1本 F-lt t伶t,)登墾墜壁→ 祗 1本 s』[ 11 加、、人王圧旦し出＄i F、

応 1 ン支·療樹脂

（見釦1 に陥広噴一

i』i)

エ 9 ／ール、 エーテル 墨疇［バ疇）＜ー
瑾痛；

息、、K HF (一／0° 、~ o• し）、亙邁→ \ 

に加える

懇、水 H F （気体） t逓じて洛出 // 

ヽ

，貫
Hf 

和燎、 > 

（、惹、水 l1 F ぅ吋反 I• 17, ゲじ）
3 た、 リナウム湿バ0，肘しf: ~l?z l:Iつ手ゥ手 l’I負も用\1\片れみ，

鱈詞酢町彗，、アセトンで竺じ lしセーズにパ、.. Li F( 、想、牲外、で吸着）

アセトンで戎呪訊屁乾煤、尾•1'. H F で 1脱＼ ャ
;r テ息、、9k tif 

＼ヽ 4'’ む "'·l"氏tが‘うスと和') :r..十レン，，麻柱fc·" 寸 z· J.,,印I,; tそ広のう入‘杖町 n1 ，く、吝品
て‘、 1伐小 h 茶i↑の祖iしの和）年も妥，｝に,< v¥ I'.,屈ゎtヽ-:,.

(1'.験わ五、紅果） jす＇，比ふ F、のぶ、届出度ゃj虹いt.,, ti’閑i甜へfa •、K 応連且 l：アルガ
り全属 l' Iしカリェ穀合属、ベリリウム、手" iも＾糸 n してし 1 iしJ..,'t,‘度(I'. L (,: ".喝厄

n 曲遺＆ n 沃，欣淡仄貨広してくウの r m•c 柱頂か社直し力えら(\..~.夜応“i'Jフ

ナ＂に対しで一次？•あ'),水桑、見t通ずぅ速ji 1くぼゞ比別す;ii. す行わら、一定喝度で

＂公したフッi ＂んフ '1 北，＜双. ~心I 伶ヮ傾ぬ l f•木り骨，二 4 ，でほゞ淀、f?.
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砿才以fのフ、ッ索tがラス忠索」から姜、賂 r ? t J 11 Fーでみ？てし 5L F¢ ーーであ，てし． 3 fこ
杓ま暇 4しケィ素のf這り府、襄、 I"- もん屁主局口招摩 3 dL f, I1, 3 fこ．皇、」扉，， F-Jt，茶固t/
訊に一次反応 z 叱度定放tあ］り迅ゎず，＇全俗品茶尿t用いてtガ‘フス落忍4 し？ヒ 1司

桂である。 屹こで、 ？さ‘，，，秋積で友命ぶ足じと名ぇぢれる．

F一十鵡＋卜「j盃→ふF] もJひふ FL;'1-1 ~比訊（tu)わJがふE （日

叫竺竺竺：色二 Hふ F6 可（窃如民）
(~ JJ麟、乳柑 1月ゥ分貌篠数）

あ‘Jぢ

H万員~ HF（口比〇←む如~ Hf呼（闊盆喉）

ヤ I I日からわかるように、知，＇必の求 1~.£ つて？り芦のプッ素ぶ届出する松‘これ 1 .i: I夕今 l旬で‘

行江えぅ．

イオシ矢授相脂によぅ吸着 1.1 、ぶ F、-- t担体しして加えい呼 11 :fわめ 2 落見ぐみる．

患担因紅のし 3. n v及扉さい< n 。牙 2 l乳に相稲へぅ吸着分叶£禾す，（ P~ J,
/00~.200 -4，窮煉状態で 1 各 カラ＾歪往ぬ伽m, ラ杞速、ぐ的豆叫／仇砂，，担休骨ら）
戎知 I 耀度 z·· 1¥" J-r,いg知辺t用 w て穂屁乾煉tクのt界ゑであク．
惹、水 HF によう EIい森出 I'd詞体灸捩逆殿マぇ速 I1 れ 1ず息水フッ 4しに木ウラ＂し、人

ポ

とフ、7 化水表 4 ；；いか王届曲線、 e ;ti-り劣えて、純粋f1 禄、火 H F か·骨りれる塔でみ;l. t"' 
この知要旧速，'. 浚 l累＜祈祝の和脂t和り:r...チレン杖藤陪に入ぶ．紡J i 4 、せ、水つ、y Aし木

索と炉え 7 約 35'じの知っ IT て、 氷玲‘L fこ他 4 i六国愈皆ヘフ、・1 イい氷食、t森、＂釦（なヂ一

b.-~ 心虚心いす.,,,_ ~:戸I/i'は 11 tんど兌合，喜放さムう，相脂 1-:: rt,知フッ
化＊私t庫［•'て苓出、万るう表吠さらに俊にて\/\るし見ゎ{\.. il. 
令操作時間 l1 這禍船乍訳駄厚で/J Yl e- 'l'J杓＃炉げ、伐られf峨、水フ、7 4彫K女叶 "F-18'

* 
が孜肘艇 l社授、射直後っ灼／匹X Z•• わら． このす式 11 、 KHFJ. t丼 1 熱分哨すうす玲シリみ

5 らかゃ傷れ'2 9\ 3. 
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｛ら
ゲ―-)(----,/(――ーベ― -X--\1 100 

20 

。 50 90b 

水〇留出量（坑ヽ）
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2 B39 F-18椋徽了杏玖化が如、合入

（珂 1し沖研溌汀） 。野希正 卯打1 } 

（目的） F~／日棟猷茅希採化合的］ 4 府利（［合枚汲 4 厖用，くつ＼9 Z l3 、すで lご叶J I9 9 本
ァィ、I トーフ゜幻枚で｀祁告した。 しかt.‘ろ＂ぅ rf匡殷甚t升すシ茅伶森ィし名れに五用す

a 鯰r- 1コ床f4 ~墨足乎につヽヽ？ 3 た 1可題反六戎 1 人乙 n f二。 } t z#1ァうぺ< 9 くの長合
に過間が 3 る， F-lt棟薗し合籾の布れ（f令坂久も碓に乙＾ t z'、 3 るJうわ形で報苔す 11.

↑；ぁ’・エ今 )9罪這用しか＇f= ＼ヽ ll(.伶物，ーし用いら八シ化の新；；、ヽわ広 L 芳集桑入した．

（条i井 4 1疫足l (I) Fー 18 の製也 □ 0 ~たiす L i .co, t原＋文濯情f L (<-し 3 ， おt乙．
Lら 0 tサ 1 クロト P ンの,),, l (:: 1-t 3 He て‘感身TL I二化幻汀象しJ ~. 

(2) 目的の化令杓 蓬オ負熔ゥ祁項 1 俄々庄ィし 3 C てつざ＇のぶ他后利し代表I!-レてえりんた．

こ〉F,OOF)

NOベニ汗， こ：千
OCHj 

oof9B『こぢ H OュC0-F)
Br 

こジ F
, NHAC 

6)" のもラ去 4し令判ほりべ 7 4必五戎匂介た反応と用I/'\ 7 合於す); I,I負昴直 I~ した．
勺一巴知なf訊にして合扱 L てお 3 、屹れ訂tアセトン l:::. ぅ鬼解し，
m 詞 9 酢暖ーアセト汀渇痕し 5 ぜ？そ：：ヘエーデ IV 1,加え~ ~ F -1~ t吸着した

必怠ぶ・丸穀り~.そぃ違汀して目的棟応心ずりlt 1号f::..

こ万i BF4 血砂必·、 Mix 

んOH己ん］皇□憂必BF←三f
LにCO3 (F_18) > (Li F 吸着）

Br 
こみ茨叱虹、しか[,,.只r塁ん BFサ し HO心〇喝BF'tのと '1-:. 11 便用てさわ n'( 前
考ゥしきし7 董か燎 Br 

l"い、イ麦届. "とさ ll 醜 4 リケウム浪ヒ兒ゎ卜＂勿直幻兄殿す?). 屹こど｛今Ii..~ ¥1 
つざ｀＂料t印ヽヽる、

L心 (F-l8)Aし OH-A必呼多 ばムんとん加竺、 A必ら臼 Li F 仔及着）ー→

A必祠（砂必`,,.. A必丞一｀印X
HO言：M史：：F：—麟三 ]~Ho,心属三 H.0よし量
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下内ケ我ぼエゥすラ公チリ輝 z• みり F-18 のり文森t了ケ万ぅふ釦いパ n ｷ 
〔茉隙麟、い〕 心仔巫況乙み花乙のうち知t佳忠似のも 4 (1 水寸 z’’ ァミン

t.じ‘ァッ＇・イt'.. t，本うフッ威t加え 7 双殷しして角f•.未 1::. 烏燦オをゥもの 9づアミンt屏諮中

で歴硝蔽fミ 1しに!., 7 c· ァy'’化し，エーデ Iしt加え 1 戎服．~ t f:...便用すうが） 1-:. 、アで

ト＞げ I1 アセI- ~ I-リ Iし［紀爽しし、エ一了f\...し加えて弐囮さとらこに 9-- i.,て猜憾．した．
』t、月すし「、 L；辻ら兵）呵1-Ac. OH 3 oJ 1-=--C研 l fこ．条哨t落品ic i 9 ために印店叫t

如えf:.衿夕もみら応\tt見に）J I'&- e 人し＇昂遠り{ f了V\、屹：：へアセト;:,. 20血e ~加え E
しゲ叫四盈砂…ム、り2 1 t J'も1-ン知む疇し、（渇哨釘麦久11いパり唄りと 3
lJ: Ii~んど冷乞伽する仁‘‘'T りや L l司い芦） tに↓幻ぅ丸し弓 e 、 かさ 1 c‘rアがらェー 71レ
鉤叫t免嗽に加J.., 7 ，生じ‘f0諌貼とぅ直しf-::。 :l"i；もアセトシ2.0 以に潟萌C,'る呻へ｀

ンァ’` •/ 20よ 1 加えてふ 1→亨必ザ叫幻盆必呼じ弐底ざセ・っ品じ・が必

疇して B 的杓 1 潟．叶煤し在， 2 且目 A am澤釦店吟しても！ヽヽ点危 b あるが、一般
に 1バ1, f=-ケか＇＇令脩’んし 9 の Fー／？の 9欠滋がよくfする．

屎作っふ秤分，＜お，1 シ化や疇といパ1 膨k- ｣ こ苓ふt今礼する嗚令 L 倒として表
に元 1 ．祖作は l 峙 1匂以内 l... 也］する．化り 5 4tらオ輝で b 殺似 4 ヽ紆昆ii. r-r'-fc:.. 
⇔必BF“ の役哨て‘` l1 FI3 lT 和lt z‘· み~て l韮依史條で‘|, T-;: n.  ::.如な，兇“f t 

oCHぅ

ト、浚るシ 'l 力i’9し 1＝直iトシt F-9ど爪'1名しん心をにこ塁3BF“ かり弟去さしぅ：
LI... よってわかる， しかし，長終＄幻いル孜桁能 n あf二 9ヽし 1司佐体知綬仄•免全，c お ::.1;

われていヤしし 1くし 3 と尺佐{;: n, :::.れ 11 泌んかか砂友届ぶイ 1 ン秘構ずわら::.. I! !..元す
じ冤えら.J'L, ~. 

以2co3 t.. X:治乙 9 よう 1• 屈預悌ーアセトン済凍ししてんんL£只＆ム＆””し 9::. ®ずみと FIt
l1 た殴吸羞 3 L島<, 9 チウヘし分殺て';,: f.... 2-の千ー l'S'J•本ゃ傲吃，ォ～うフッ酸と令t·芍

桟“て．＂に漆武~:::::.八と 1恥シしと知心い虚応 3 1百＾三岱f
HOC.ぐジぷボう忠ぺ骨らしぅ，

乞丸］巴：~)孟は『c
• N2.Bf4-I J o7~Iヽ8 I 37, ~ I 6 o 

,... - ~.  • 

00-NュBF午巴吐llg 坪，4- I 61 
①叫F1t 108 切、 2 35 

Bこ⇔［r必訊 I 叫
B } 

32、件 斗？

HOぇC⇔N2B瓦q9 へ 100 —筐十贄
NO2<}N2.BF/j. l f l~1位

95~9｢ 『 274 ¢ぇ

/?, 0 39 

原液

（唸閲豆＞戸）
t /回ジ即殺
（竺翡：）
矛.2.回或殿

~) 

化労り炉荼
（グ）

100 

68 

必

こ；恥 I 3? 
ガ9 時1眼経品1二よかデ‘

--17b— 

l ?n l 旬")
孜射能素

100 

l l 9 

l16 

LDう X 尻



2 B4 0 海洋生物中のl.n-6S と丘の濃縮甲

（原研・東大） 0 屋田和久加藤清岡本利犬松‘山義夫 清水絨

（請連乎止）
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2B41 -;tt疇履，t召品の 4 咸およか＇眩麟印：：：お‘ifるt,Jナウ A の月 4幻紐魚

（広島這） オ囁釦以易 0 平質一弘 田中倍彦 叫叫

目的：緻やのトリケウバくをなも外（茄牙l...がら魚核あIり紐』b Lt和出させ）々の蛉iバ叶'
にお‘91b トリケりれの痕度を批漿のそれと比較し）＇印幻紅IJ屈£社l り。 また数往疇96
？ドを含むものについては） そのi釦lしり雅閲韮含il) 5知iりと 1司印錢IJ昂の和11 とと比釦厨

する。

輝：訊‘炉 L 1. I氏故釦絃贔IZ frなみ•／悌々の研舵f'- fの皇名な雄絨銅虹o i長
初這ぃ•。蛉t6 の釦嵌，ーは訊｀糾オに見れ以清 L （J:いよう 1こ麟II)釦度墳々,~ /1和fさ
よて）犬ざな象綽晶瑾るようにした。 この蛉ヽd と加紅l免水して 4舟た 1K と釘液の 1k£ { 9 し

＂t文噸応狂 L たのりノ W紐り記疇，滋ー？てf lレミシウ A ガ ....II994 「 AhC3

と反応さ必丸 メfンをを生させ .:.札を屍体叩溝，：：：封入して その比例令加針において
) J 

p線と計紅し、比妓 L た。 (D. F. WI,;,わ： N必叫卓，1, 2 q (1q50).J 

綽昴；釦本計紋嗜の辟‘t乞紅祁lべ｀るためにノ牝ず卜 1 4 り↓11ドをな広な、、水と 1月い）外•印
線湘(<j O S f)いよって也松吃j全—叩訊性叩叩］をす1!Jべ｀たところ，封入気係舷項が紺

2 0 0 '!ti叫 Hjのとさ） ＃社な 1‘ ク lヽーカ1’'蒋りi L 乞 L が L こOJ 1゜ク l• —紆l'此衣知
糸脅ば姓が L ＇二とがわが？ {:::a 

々こて’阻いわり丘＇ガt 2 o o -111..n H} 4信(1) -皮位に係って，仙痕およがmm1日和のト

II りりいによる計紋曲線と東、めたとこわ／釦J1の数l釦澤浪において（も 1° 1 トーt界

b ff l1追匠填l域ぱがな 1 炭屯りす b hり 1•1 Iヽーがら籍り札げ偉如 l氏（i'’-心‘あるこ
と,!J I" わ b‘ ？た．そのれ忍的な拍堺 1 1. i鑓の追｝ i.'、ある。

計 80
,,,,,,-·~. 

計釈婚厄'1J 9 83. 5 m H§・ 計 /500ll / 故 60 虚糾象あ＇厄9 30 V 森．—ー'
値

り0 --ｷ 値＾ IOOO /t1.“ 厄‘ガ 183.5 憚吋

^ --• --—• 
呼 ”ヽL 20 //. 守、ノ 500 遥名II 俗む/f: 27.s V 

゜ ゜ 2200 2砂o 2600 2800 2600 2KOO 3000 

印fo 電厄('I) 印fJO 喝厄'(V)

釦液おばが全幻晶水につ、ヽて材数也埠を比較す b とノ両殆の I、リチり A の滉農 l2 (i k差

研なヽヽものと秀九りれ b 。 いずれIJ)ト ’l オり A の瀑度が犬さヽ I ガ＇は現段階て｀＇ 1i判如＼＇在l椎

て｀＇ある． しゃJ L 1見＃ま-("鳴りれたかサ{‘if経糾線と叫灯りと，絃i6 水(C-わ‘" "t.やや危

釈さ dL てし'1Jように恩、ゎ lt b. 

日 1 メ／ン紀笙の反応茶州計註嗜の琲仇など‘につ~‘凡なが:;t.たとこらし／ t又浪い仰
えてい 1a.

--l78 



2 D42 固伶桑面咲峯分手ヒ涼液中分手問り同 1江体交殺

（九j:.環） 0+ 時娯 黒木徹 肱渾良f

a) 序裁ヒ目的：

＂冶位術＼ ll,\、 9 んウ示すやく薯面にありて特展的応衷象足畏＂る。；如年表面ヤ固体

泉面へり啜洛t、とっー（がI l、あ 3 c "ぅ糾注思l り固休翠函、や心い函ヘ'l咀為に唸す 3
豆 1t、 n．紅心ご， H， EYr Q̀, E、こ，笥、d‘§`) り厨四ぽ• Z: lヽ 3 か、未□ 唄

心が

り点り，＼）。たこ℃｀浪茶らば更に詩し＼）知兒と 1号 3 卜片に｀昂面うよ悼-111 溶液一皇晨f乱ぅ

＂反応叩扉免ヒラジオトし一す一宏~ ffi l\ て行，t。舟面mmhl ヒしこし丸険 1 オ｀ノ系

りー桂t｀ち 3 ｀ヘキサデシ＼レ舜乱酸ナト 1) り A (S35 て｀｀ラベ｀＼レ L口底）t用 9) 、租晟'c. L て 1な釦羹t蓬

が｀吼店達戻平衡唆羞量、嗅塔介みの目位作交投反應ほビ｀た浅直し在。

oo 泉虞
＠いラt畔I : 
勾，叫叫，寺式期的，＼岬）に居もヘヤすデジ 1レ琉酸ナトリりL.\ C,1,掘 05oaN込（略し

℃ S品） t.も氏しに．芍餃追晦り平斗し叫込ぷ↓ it屯 5吟←4 。 S冠qミt iし臨偲渚巌
(. C.t{ c.)しt oふ人＼63M て‘‘あな。襖鰈＼こ籍し） t mmtll 南海の環使粒祠は（和～ぬ4 1'’ あ 3,
し）但悲碑：

机販り蘭艮祠罰巌頃と 2…巫，紙衷咽．q％ L¥.l::.)t 25 む拉｀＼こt71眈しにものし用し）~.

訂ンドヘ°ー／＼° -、 卜＇）おり珂窟剖、熱エダ）ー 1し 5 時箇況弁、") \~い＇処理も行尽（＼

仕ヒ 1'ヽ（）次篤直ちに座猿にヒり d、小フに酸化防止処理は何も行＄，て l） ＄し）。比表

句い、ざてうべしt iiぽ~')又今ン酸E ベンゼ｀シ魂液か 5 喉峯·とせた師朱、?5~3 梧哀

巳求免tれ乍。

(C) 戻殿品慄：

心ct｀行りぅに。 か屯）慕湿ぽ 9 は、 S\-lS り応＼這か｀'35·c..前使這 3 ：：ヒ E 汚厄いこにめ
tu 筍う。 にャ叫. t,な沿l"1 9 唸租殷が‘危激して.l:..埓すう逸衷うことで｀ち~.

碑鰈汀ぅti_ : 
（心

いいに吼名しに放射怖昂函治 1年l 杭手ヒ紐役\c..):‘)雌 L ヒ．Q． A心砂\';.
ゃて

よれば哀配＆塔蓋 r 豆式て‘与えられう。

ふ知r = st:＝下欣ー（加）
卜

但し几＝ヤ可池
ぐi旺曲

しヽて 〖：らピ"J`J卜敢
見： n的9- 9 叩奴碑

l 7q 



Oil)結果：

四啜落逹笈：

16‘H り窄澄からり吼塔速食ぱ非怜 Iこ迎く⑳りで 1衷 Iか‘吸窓平衡 1こ逹し、~~ I) で数時蘭応こ

" 2 投格ゥ咽怠が起こりし太tめ咽忠鵞ば危、製こt魯文古 3 。 これt榮面 1こ腐蝕りか，

乙 1)3 にめて｀、従って為一役稽の咽峯介＂具q庚味の吸崖ヒ角えられ 3 ．胆力に白産面危民

いて同様ぅ要聰屯'”iっt斗て見 1'3時固経って七況急雨ヰぽとんセ彎〇て、お;;,.反匝免夏

甘一次反民ヒして設甲tれう。 秤内も｀

も）咽危為濯絲；
均 (r炉 -F) ニー o.43怜tt t lii令に （但し袋 ·9 速霞定如

l0 ～ゃ M 勺環陵純囮で 3o h 喩咽鬼させ、 平衡吼羞督セ測定しtc...血． 6X \O` 令 M 0 還度て｀＇

単杭号愚。U恙＼こ到違古ぅ．屯悔和1 介y- lt銅と反応しt ((＼心ふ，＼伍＂りt`、束漁に吼菌し
乙＼） 3 と梵われ 3 ． 丸こ·c:- I" ")唱茎廿 4 卜に 2 コウ活憐和l 介手が＇‘咽態 L 乙\) ;!モデ！レ

に対してカ―")咽蒐普遍式仁得~.

C入
—= C.. + K , 

岱'e C2.ヒqブ 0 v 卜＼ない繰屯界した c
ここt｀ い··: :;:ャ:C``e

¥(: 兒数

(r_)咄鬼与斗ヒ涛液↑りり｝との固恨作交怜臣爬：

枚射＼也 s碍が吸着して罰崖干衛に還 l 某笠屎茉面セ、応へ増陵ttつい日放射i'い

訊的蒋液 I:. 入れてヤ 3 と、 屯商やへり映竜の他に、金凰差面喰羞朽手と魂汲中のり手ビ

の間に戻挽反辰が起こ，て、表面の放栢餞 lな成｝芍 3 ，寺t、こう交禄反眼は遠疲依在t配~"

窯う L \)。係l えば心c て mo り間でた体の 35 ％促しか友換しなりが、坪゜c て｀｀＼t、5 り問t｀免

桓に史喪してしまう． こウぅ屁臣要化オ‘ぢ支援ゥ幸悔化エキ＼レギーtヒ＂懃帥苓滋魂介＇可糀

巳はり、支挽反民が、固体差面 1こ喉悉しヤ～朽手の咽恙状贄セ知ぅ―..,っ手稜と落弓こ℃が判

.., ~. 
l箸角文葡’) （し＼4-.A. w.山加中いーす．H...9,ふ心五， T研．恥心牙 3oc ．伍，488,(I西）

(2) A. Fava 心A H. E江叫'}' J.叶・ C紐． 砂，印， U函）

t~l D. c..吋叫叩J.. ¥-1. E. 知，

&) 臼． A心切口辺がし）
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J、叶・し凶C,如．逗嗚（lq5l)



3B43 U-232.パ躙褻旦天然凶瞬祖遂次介祈滋の改楳

（合う尺大痕） 阪上正億 o}、村和久

天然汰知知定着によ 3 埓代吠定て、お0Tん（む）ぁ・よび立1Po. 1-< 生目しfてとぎ．囃U爽

種のウラソ（2.,4u ノコ35u) 口の比恥問題である。煎二老 IC: I ま 2玲成（以）ぉょ炉咽t仏

営森作の全妙専輝正のトレー寸ーとレて用い，杖狛化熔定愛か可熊である力ゞ、ツラ‘／の定
澄i直 l直便打トレーサーがなく＼比乏滋ぁ砂 l奇懐光浅 1てよフているfqめ， 4k営納知知

故卸記知方法という全ヽし族立ャr 知法によパ雑ぷ定畳渾{1) mてより年代名求めるとさ，ぃ

砂ろも庚．-z:..駁炭、ヤ不の庄↑る：：と炉多い。：：：のようす欠紫、名稔｝＜にはウラ‘/l7)伍営

卵這ち奴酎必宝約 1遠｀め 3 二いか培まれ、二札1-::: よリ．泣病化営珈要味忍 29り／叩

比硯註と同峙Iて両核維の存在量も知因二とか可能Iて心。ウラゾのトレーすーヒしては

叩の（~;an)オた 1•おいr,n) 疇で生咸すぴ如埓叩（匹 6.7国）も考えられ 3 か，
：：の援郷i反顎効果等知糾用じ之も区くに比輝能の禍いもの七僻3 ：：としキ現在のと亨 ' 

国霞ずので、（極本飯、.l:.. i日化 98年 2年5) 天恭＇籾枕料のウヲゾq 1--レーサーとして使
叩い殴厨刻フて VI ヤ［い。二札1て及しZ巧切 1本初厖（い）吋晶デu により葦
謳知·鬱平：：と戸·ーき， 打r,這ェ知Iレキー·かぶ32Hev |(a) 

(68%) 526MJ2.7(32夕）、であ 3 ::. \::.凡ヽら以スヘ°クI-）レ
心リ蓉翫叫， 23叫と辱レ文定曖てぎ Z叫砂川
比測穿にぽら北尤堪元ャ；らヰ凡（図 a 禽瞑、）それ乏史

われわれ 1t手邦でしすじめて＝のオ妥樟ク喉サ出本訊喀乞行フ

fく。
20 40 60 

I U-232 の祠製 ウラソの以ズヘ°クトIレ

匹u

初且箋び9 虹石距か‘ラ刃片 Iて付 1ナ、ア lレミ箱て包弁、石茨喀Iて虹ず入レ、廃研f2 培神（沖

咋吝束ョ．2～ 40•IO／り n ／卯t.:,.“足 c) て 2サイク lレ(2..ヲ 0 時間）蒻射レ1く。 2ヲl pり力的噂

匠核It的 2⑰/‘一｀／あリ か炉）のデH ガヽ圭択すち。膨射レた誤¥lf' 1す冬勺 2 ヶ月隅没脅俊，

疇柚出とイオ‘／支捩浅 l てよ I) 介餌を行フた。聡紺試粁を和l) エチレゾ蓼試＇翠唯に入れ，

研H伐-tJ,/NHF v< ;I'.- I) 念蕊 5 り杭吐呪 TI()A--キラレン恋、条によ 1) ~ラン屯祖公

gNHば一 0.幻;I/ HF て•2 回暁芍、 o./NHは z怪梱土，二れセ茅従党環濠，訊NH“101)/HF魂、
米\'... v, じwe_x_ 1x e a形ア合（オン交換移国 I吋函し立'Pa,, 22巧茂古｀よび芝れそれゥ臨填

煉をず介捻名レた後， O.IN f-1“で｀ウランを麻翁虹r-o::。介枷壕t和店綬霞てアスやクト Iレ七
い絆複ち甑べた。 Y ス八0 7 ¥--Iレ的に 11 蒋滋某梱出の力で‘笈ユU勿介紐 Irl手｛t｀究全入であ 3 。打
炉叫仇，Y）互叫（ h 』-f）に戸後鐸国炭物lt·と．．のフラクラヨシにも社とめら K打
バ‘・ 2叩＾咲啄紫虹成咽で•ら芯之2行花（如丁炊百/.'1 ]t,)','._ llz.. C)叫匂妍箪勾＼｀・年呼lて
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屯表 V 訊咽後．日か’たフと知q以おふ\). Y祈数／ Yスヘ°ク＼，パ昂ぃ＜紫化す 3 。 Kくに
之罪は以採立 Iレギ‘-}JI" :,.,:i以q冶 4べに姐樟：レてあ’l) (542M4ナ），ウラン(7/ \-レーサーヒ

し乙分離俊辰吋閻枚濫した勺の七その手ま用 VI 名::. k- 1逗企＼すね＼や芽らヤい。

直天然’凶故射仔、q迅灰介浙弦， . 

すで 1, 日仏 17 年公、 (2E06）およい亥 8 回郊灼蒻f諭会、 L i l36) r秒告レヤロ鱗拙知ィ

ず‘ノ支痰の雑れ飼如てふ＄天咲：以力項杉本の浜力ク介ボ滋名ざら I' 孜事し、水玩多化釈によフ

四畔した謡核位た 1 本の N ヲムて淳紐米幻滋次竣化ざ北る二とによ l/4奇口叶知
試｀牡た。ざ古に Dvw凶 l)(8 レゅう彫屯庸瑾l吐 I) ユ4釦 CT孔x) と五畔切研蜜，妥戎、

藷戸そトレーサーヒレ之用い Ra (pし）／ T孔， F乙の介細ち腐莞レr-:::NI、グ 1国 15 ざら 1-:: ユヲ3Pei ~· 

よびユ1りU な分紐知トレーサーしレく用いーレ中う誼彩捨f．オン支攻叩雌にj': 3 ・ニわら元

黍の喉扇い塙難，ざら 1-::::~ ランと欲勿紐区窪浜・と望ぃ一＜萩さに応／ゞ‘ソケ弦がび'

灯ラム弦＇z僻r択＼滉心勺とに、① 0.5MH“GO4 ｮ 8炉 Ha ®糾·H“- 0. INHFIてよリ．

知（且）f揺，p砕羞知狂直るか．カラムに如砂ゾこ和改窃祖国如叶

嫁I屈きわめ Z穣似、レてか）．介宵釦雌暉知喝 3 一方砥号：のウラシ七充 I合落紐すかのか’撹

千しいパ介釦．4 カ年試汁和．女耐心比釦知叫指すす方孝とレ這青玖磁応ァ I レ'
-::J.--Iら酢露滋颯寄のぼ用 N可リ．ウランも先 vぷ桟倖1-1 可窟畔：か、力 3 いとし Z 詞

Tふ kCAI噂心翫考えJ.ーか、五戸·ド如凶加磁謬系をのをいマ井讚尋力‘’`
履Nも（也の形K釦じす百さいのば魂没C7)慎下＾力も分和炒バ濯l埓·V-未水士がやめ利
叩·すす‘口碕窮系にレ之も知t介鯰レを kmI うちにウラシか脈須す百::.'いかわかり
知如がり。そ::.之•印店詞の「団シラシ炉tk魂蝉すむ嘩いして、ぁ遣笈
虐剛口戸戸ととも区（こ松オ｀／らが加すパ知紅考え，＼紅底心碑繹違
加を試斤・阻慮輝祝授tにJ {).5'-: 1, 3 炉にレf遺d) \万ヽハ羞＼~/ク砂砂疇
す。二叩結寮繹H伎ー I l'I- H砂表全為如沙ら直ち分栢に記四二とがわhI

リ` ;:::.れt即て 1 和バラムに r って水難化啄で捕身し衣知 {Pb) Tf.._、p"戎、い厄、
I叫 (l)のよろ K 函次介絋r召二いに成嗜し衣．

（b：口:市: 6N四＋［三三： ［こ］こロニ：三
0.IMH 

C3)1-

呵幼叫
1NH叫

⑤ 1MH“ 

0 、020 30 40 瓜

H“-H ば匂環令未v~tかサデ｀／叩ネ紅 1 本つ尼ラムに n F<a CPh) Tt.. Pl¥. U、芦吼噴佳
(De匹KI X8 , カラム cp 6 以川 ¢ん叫） ( Dew12-x I)(8) 

：：：：の方翠屯別いて人形峠印枠舘汗グシラブ鉱立．ギ政危娑唆初オ F び芹紺径ーの艮化石の

伍いかた炉、翫豆叩バ負用とあわやて．ー後と柘デ戌翫心惰ぅニヒ応可詑応
f-::。：：：からっ令祈畔 11:瞑和4-D毎壌拉蒻特命会（諏亘匂綺a g)で叛告す:il.
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3 B4 4 ”ゆ全gロ による恥藷波法の一試文

(1¥,い）文・涅研） 灼本春沢

現れ迄に各社の試‘糾 I：：ついて 2サ今1J'

2li'u (放射維比）（f)が剥史さ水てお
り、 1盾戌水て●‘/;)).の比が 1 より大きいの

が甚通．7.｀•ある。 したが‘って卓科桂の沿i\:i

・鉱物のう佳積当時 IJ、含井 1/ していみ、ウラ

ンの r lI l ぐ卜 1) }、さい植と斤ヽ＼、時問と

共に公り汀の乎成期r::槌って栽少して I I ご

近っ‘,t... l:.角えら ~l る。 2 の角え方にJっ

てこの種の浩石・鉱物の且代測定と行う

試荘がわるが、淮積当時の r の植が使専

な鍵となるにも拘わらず、現在て‘‘11推定
値た利用する以外 lこ方注がな＼ ＼。 しかも

椎定の杖料となるべさ．各棟試‘料J測定 1直

I ;J ;f.足している．

この不 9月確さ 2 克服するたわに、非常

に労力のか＞る方沃ながら、、、梵 I·.::述べる

柑な舟え方ともと 1：：して新しい方法と考

業 L た。
か口と 238百の分別の主勺｀辰図 1す足彰とと芳えられている。‘ウランと含む鉱和が｀砂成之Jl る

埒崎在し F 234口 Iすな名晶拾うに入っており、 2sa甘ヤ‘ら出来 r；心4 可 1 -:t.反跳のtめやも品柏うが

らクト,/ L ていて｀其の後tlhnea.Ii: I？豆が行 111 -,/l 勺｀かっ r9- K 板定す ll lすロウラン£含む鉱物がら

組当な落液て，•連緑的に担比去行った綿果は国 1z 示した様な結線が1尋·られゐと考iゎ鼻が似

条る（曲線の曲年 11 場合f'.Cでr って異る）。但レ

R=--Y^amp竺
几tan cl.arメ

R
 

a
 

Ra 

R。

c
 

゜ 50 l O 0 
% 

r心1たp /e

らtりnd紅ol.:

柏似液中の Y

叫u : 23t可が放的平衡にある
誼料の r

晶：試料釦本についてのに

応：柚出の末欺 I渭パL る R
R. 1:1 t白似峙 I二修晶格子に入っている 234汀と速；での放約能比 L 示すと菟ぇ力事 bゞむ永る。

又 Ra-R. l塩品格うから外 ~L ている ”4Ul ：よ 7 て丘えら 1/l ~と考える。

IB3 — 



綽品ま成時の尺と応。とし、 1白出時迄 1：：昭和1 ;t t'け娃鬼したとす 1 し 1 -j□

R。＝応、 0 e.心
→、たRA,ｷ- R 。= 1 -e 

ー入 k
し＝ 1 -( R a - R。)

(1) 

t＝支ム {I-(Ra- R 。)} (2) 

但し入 11”行］ ＂点是兒牧

となり、奥駿的に込と R。（又 IJぶ― R。)と求めみと(),)武‘よりえ／この I と（／

）式に入れて Ro,o と求める象が齢来る。即ち鉱切生成崎の心↑甘 K z33lJの放射熊比と鈷切 9)

斗令tぅ夫わる阜 hぐ似未る．

虎駿的に知と或わる皐，J杢極各尻て｀、ある hS 、 R。；束 I/）る嘉に問題がわる．柚it\液と

決わ 9 ✓~ b'.;却一給目の問題で｀ t)つて、紘抑t喀需，：溶ャ、す来て‘も困ろレ．叉泊似年· dl 島‘ぃ溶

液で l'J非緋年となる。文の問題 11 試料とヤD4；；；に叙細，こ粉砕しても、綿晶移 3 から外れてい

h t．岳iら叶 L ゎス3«甘と兒、全に社1 似苅る珀 I1 不可能てあみ。

ャーの問題 I1 史駿的に探し広すよ＇）外にガ朔 I~ rr い。初二の問題 I3)尺の、様心方；；、広と取る

象 1,ゞ伶えら 1| しる． RIt- R．と森ゎゎ代＇）に凹沖d)に a R。 c さ求わる約とし、分別柚広と

行う． A n 令和分の面積と B 11)＄騎 d, 面浸 I• 埠しいから｀ b 、き、 2 跨．当に閲出して A パ罪分の

面積と表め．史駿的に来ゎ r- t‘、セ、 0・、袖正と行う。

以J:..の考え方と甚応して心'i峠危匂ラン鉱．so~ i坑回 zoo 、以， o, o.oS ;,/硝尉＇釉
出し、＇数 10 回のオ由出t行った鈴果、栃めて若い奸．令 b惰＄ら Ill た。
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3B45 匂ぅア・イズ::--ウム弘 1: <fう冴4ぺ復1足

い泉脈） 0 動創広多和涅茫

目的i l 殺やうぅア・ 4 オーウム比と用し）企牙バ｛扉い可能’1虹狡むfぅgり肛＇、艮

杖序のりが国t仇'•A 1 ニウい L tれと乎衡にあうっドン） a i叩りも釦いL虹Jるンと
Iつtり、ウぅア， 4 ずシウムt史屹した。

＂む I) 1 1 シりムり直．ウラシ疇屈尼か汀釘もし1.... 10 咋J. /d 程凡の 4 1 --ｭ
ウム這年訊介うシと 11, 1 り W紅約 3 rこり乎衛にあぅラドンの佗臼刹定し K．恥殷糾
細 (0i !,紐組焙柑し、やり一い｀んに多い入し、打‘ァ＾い‘い行っ。次に，釦バ
桑t印たラド｀一孔麟裟乳t．ラド・／t捕象し、もぶ屯） t碩 1--:: を斤レたyンケレー
辺！ ｀／ケtンパ.,- (アりり 1レ和昨製内庶積＃S- ce) 叫入，シ｀／グレージ3 ンカりンダ

--z.:杖田紐凡這浪ーした。ンのケ:J:. y Iゞ一 lt、ありかじ・め．痛＇翡：ラドンにて形立乞いれ、
昨婿し 95%／り砕紋 3e社前後□加衣．秩幻鵡 11 t>< /0--I:3 ム違知此・

りウランq麟．ラドンの貶をに用＇I f-.)! ~じゅゃぅ 9 ンt水腹匂 IV
ミ一屁り暉じ来1•- 知，t四い潤l'をとし乙険A ずン危痰即ff (D心依 I -X i)に
逸し l N 虹い蒻舟もしf-.ウうアと，灯り IV林、j::.. I"-1_吏賂杞釦せf-_. ;. 0)表仰邸
叩tる度作し1...、シアケレージ2 Y ガ勺アクー"t..‘荻印譲鬼這浪ーした．

舷屎 I A r りい足覧に関し Zl1 ；；今う知吊＂之＂｀ヤい、定む御l定可
ぅパぷ．£｀ 3 に訊慣派と l 't、印這心輝作り這祈う目的q印分｀吟に和1 う
げクqいわ丘＇，ぅ万心、パta..現八の＂しやぅジう」＂t(_ ／～幻 Iがj~)
か灯輝1 比＞れら 1ーー『う形炉 I 万恥界j::.. "l艮表註稼和 1軋し1...，で、娑か＇いもつし

かい．泊ァ n 見も＇ー 1料し乙、株t木、 10合叫伐凡のjQ逗）紅心l足冴るq，で、オF
炉衝し，、？f-;.クゞ｀、一の今戎1. l升ヽ1 ると、匹性的蘭汁 I,. il'I 免可iンとかJ 1’' をた．油、ウ
ぅン＂＂砂臼叶l= t 7 乙得りれ T』ば、 l手料か見た舒付 I^- t 1 て、芥3 くかれ？、
:::ill. ll 的巧偏frL- I北瑶l1 らと狂像-:[~?.忍てうt‘‘ン瑾l たしt... l司じ｀料和 1/]"
1....、り"l -✓ (/）環浪-t行うヽゃか咽 I"f-• 
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3B46 守魯礼り及『 lhl 手t. i、よる忠み 'r,) 4(‘ 

（東下、松ff) I}/'-r盲月 I 0,仄牛准，槌 4,L } 

旦：Ji Z:,. I 社．～ 10惰の町，亨届蹂 h‘" ｵ l. y iょ v" ? iL'-ｷ r, 1 叱A.~ (凡 1 、
t 

e- 兄

’’ 
d) n h と ri 3 よ）な池下の一度の繁、r (2t.~ fo“”e 、ヽに、府っこ＼，たと兄われi

Sし一心，，名る 1; ;i gし 1 s,”□t―→ ... ix:.2、+ 2几＋ゾりし． I; よァこも八す:i Ai.2t (7,4-x I ぷ

年， I、 1 t Heァノ (9r%)) /,『 3 He•r -)'i也］ ＆欣＇）止す。 この、4［メ舟"‘し序市課ヰのノ中向
} A 介の品広／0‘~ 107 年， s iぅ柑今殊度とJr ゎ 3 こ L li. B 1h す．

し h' し， ん） i r, A｣ Ai k 池穀多ん中に見止した例 IIi‘rJ II 。 b) 紅屎の作析 I·- 99 # ri 

A 庁ihl ｝し 1及しの柑g咋 l利 h\’ 足•t的 I: 9tんし’ゃIl っi Iヽり I \。 C) i月 1g, "に 10"~ 1 0 ？斗の向

代 k ['l ／皮,..,'繋度に、｀玲っ'l li r：しネうみ［冷ある主るt 1界すこし hヽヽ困難・ビ‘ある。 4) 使述

n tし応，．；打られる K うに栓ゎてト・易り；紅i L 処理 L て目的松樟し畑出湘l 足しな I1 小 I i"rl ら

ri ｷ I ヽ． e) わ｝め 1 叙粕 rヽ 枚打能，し h‘ 肝II寺ざ dt riヽヽ＂ l" ，怠 lり叶りコ: 7 ミ孔t V`• 浪l1 足り困

作さが＇あ~' i:l) l ミつ＼ 9 ．l l1 彰随り出み拭科（i友庄拭材，，爪． 1) につ 99 て Al t今椎し／枝

｝以令 IS I起因 1 うもりと§なめ乙 A.C↓ L 検上すう• ::.れ 1 ミよ ·9 乙虔際ヰ～ SV "'-ｷ Wｷ e の 9A`
科 n 知理,-..吋 1 う 11 炉 L 骨ぅ．今韻，t,みi浣訂血の全外、しこの池表拭粁. 1-;,..., "'!'. "'史岐ヽ｀

＼日して祁とすう、 b) につ 1 ヽ 2 ／ま l{ 未．加迅監,,..,史隙と札贄わて行ヽ ~•I "> tt幽 I 怜たな 11 れ

ぶ rtら r1 11 凡キ 3i傑'> 1!1 tl.哭隙しして芹招謀 h 身し用、、乙， l 、 2 のィが紐が｝ f` - 1 - t乎

め｝れほt，，，i, ?,.'3。 C) ド..,いて心使｝t 1 うヤ99 • 1 薙兒ざ ll ~ぅ~ ·c` 深ざの累 rfうヽ‘く

フヵヽのも入料 nA{2↓の't L レし 9k 1 うこ L tれ担 L て 19 ぅ．拉阜、ことフ c,·t史，こ代舟皮新りt‘’

t和う 1 計 1I Iこりういも知れ「i Ì • 

訊朽乞る：地嬢芹 rii ＾帷も 1 ~ l,'3/J) i戻涌り内がら吠の久田見往広 l i反杯） t ；梵んた'‘.

竹わ屯i攻岸舟、加 A れ，＼白科町久旧見． こり存．立 Iょ戎蝕，，＇り rふ，、ヒ)t,われぅ粒ク杓 ¢1 に位

し｝名生 I\. l I ~み~ 10 『句的）に帷復肪へ 3 れ，中莉せ（～ 107 4 恥）に報 r 府糾 l し·c. l!¥ 

足ざれにし •K えられ 1 91 う。現れこの久田見t也it. ll 稽、出虹 0 In 余 n 仁池 Iへわり I 'りt 1也

,t糾ih 世（令～ \0 X ID 6 年伯）に,i,q., Jr..くり；叶界t’'あっこ， ｛，，（友" I訊水 9．月の項退，、よ 11 日

“tパll らいい‘，，成た，1| 表 llI ャゞ秘i.\されう 1< t II っ r,. 史f茶t t也，乙 It条佑，サ屎ん h<’ 汁ら礼

;q床t" h 7 「｀代 1処 k Ji‘して、、ぅ． ウ介必＆に,..政～ 30.., ，，僚層が＇社茎府っと I` h 社し 1 シi

n fと 19 の仕に比 9文匂是 bヽに瓜iし｛りi也，、とり・かI り I1 ら叫 瓜tr n 、，くらいが‘烈 5 れ r, t 

t 1く「ヽ 7 乙いる，，t'、ありう•

費t茶の朴版 It屯足 III 卦＇I rJ蒻名りih げ 1.9ヽ／ 蒻り月" k t也t （拭材 No). i-,· ~ vｷ .l) 1,ｷ i V課

さ切 7 叫の/ f也t.. (糾料I-l o. 3) がら丸れも’れ 41 2-00 kiの佑、1" I',.., 、、t 11 った。f床収した往

出it久田見 r芭方ー専と秘ぶし 1 いる Ki色，峠色わう、9 ／こJ,色の砧名ヒ 9、r， 11 、 こ小らのよ
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ん，，一ir h< tM 柑麦りヵ＾ r茶，＜杞出し r< ft,-、よ＇）肖紐晶t 11 つこ生t· rスし見われうみ更..._,_~

IL 1 9 もり l" わる． ＂ r ,i,_も、I:. Ifり A• 今 I 、 1、 },I T9 19 が＇tべれ'No. 1,くつい乙の介枡給 9,I 火

の息,, f'わう．

伍 o, : H.41 Ai, 0 3 : I ．午〇 Fe ょ 0i : 0. 4 ヽ c... ゜ l 0.2!;" M, 。; (Jｷ:z,0 

叫0; o.9 13 k, 0:  0• 33 Ti oL : 0• O f Hn o : o.o l r.. 。:r:,.,,t lt .L。“'‘’

tk料の茄処肉． 粉砕：試｀本斗＾る主＄，より出行竹＾凡： ~ IO ~ {t ＂層収 L り 1 Z み'}、i
の 1ijに比シ今し必J., ·c ヽヽ?. こ n 昧t J- (},ょ Ir !•t-) • i免，、森し， ~ ／/)....角 I i.,~ J'1I, r~ 氏

1..,_r叫に心， H砂ーり加叫，い4ふ？U-1. I Aわー炉クの-,~.,;.;. ~,、今 It,、 h：ゥ和紛11,、
•,lj.g,,.,_.,,ti, i、J.. fし L K ．粕砕f\ t 11,.. 舒、今，i泣兌 Iヽよっ z 稔1;. t r~. 
化斤怜 If : t紅1 杓未し r0 ％柏Jし水！、祓，＜茶"‘し羨た乾園して品 II:.註！、，， x 計今こ品 ,·l.

ざ b Iこ庄祐t 1J b た'l.. 3~ 直いわ la 1 ｝こ L I＝より）＼伍和化水i、戟ょょ炉.f, d:. 往 9、 L 兒全

I ：行、t.. 1 3 しに1 叶、~ 7 Iレミニウムのあ化切 L 雄孤嘔心度i. ::.. Pd含• I屈蔽品涅しこ出国

I：し乙りしいに1.抽出 1 ぅ． 1 迷今 l1 仕返し知見し 1 祐んし、、今it i準吊すう I, 至る．；欠，｀

7 1レi ＝ウム・；、曲如生t`‘水酪 IL }りしし7. ;"}し~ 7 Iレカ・ ’1 4•t t'7 1レミン蔽｛オンしりっ z

悉 It 3,1屯侑しt’l n1 し'Z. 1 池，，元｝、しの令椎粘製し n 7 。長1象 1·- アンtーウム咀ヽ,·ン 9 今判

ぷ石贔し竹 II ／水酷化切 I＜文たて＊ヽゥi見，、て疎化 71レミニウムしして項9 戻 }A f:.1 L する．史岐

屯" &t令が今· m,i訊科 6.o ~ L Q{). i且l,和1 • 0 % " 1欠牛で蔽it r 、レミ＝ウムし 1り r`·
収り1 i口政、； が‘I)角か枚l1 線t 2 ヶの 3• X 心 L,(T必） L 用ヽヽ、 I 'f o• 印う計 h 沃 L か／用す
ぅ．叱千t m ，，浪I↓足径 1< rb シー 1レト‘I t竹 II' f;l千了スト中て、、あ｝が‘'NO 1 拭料 Iてつヽ'1:.'>

括昂 ,d&. 告出年ぅ見込汁て．、ある． . 

往界I) m ：良除レ・，，程度" A£J/,が靭付止未 5 -/Jヽ 1 .f\々，，子 L 介な知熾がら椎足してサ
た．計令日 1tえ面 1). }'中 1旬｝束しして地f.l1-°1tt,W,e. 't" 0. :2- 7丸／—··―t用いる．いた·研

臼(<r)1< InL ZI古桟与 1 ぅ デ'- 1 - h ヽ＂ r, I I• 今， 8 ． F. Sむい化 ，，地下軒届悶泉＂史峠（f小生

t)2>, 1.ｷ i 1rｷ L. W.→。J-IJ Heァ,µ.-乙'汰 I、し 9f }1 レ K 孜り1 1L 序 b1 東駐いら惟良レ，必各
rs 淑皮t入れ Aーによるが‘＂生ぶ執面樟しし乙¢ ~ 1 XIO-90ー·暴／心』グtしう． 1£ フ Z

序 A 土及 (K) n R = r メ 10-4 一／;,,,.:,,.. "1 -t,;;,. これが｀令t和 1て到れ 1 t‘, 2.3 X IO'一噂ィれ
tい 5 メ 10 -令(I..rm/"6C I て 1ll ふ 1 ぅ． ヤ衝 A・かりfて｀｀＇な光｝ K 疋f l句｝が‘叩! " r,'. If細
1よみ哨I)戻が｀令 II hゞ， 4）. r9 < r｀わ々ャf.l:. I)万し）司程匁り弩与 L’‘T L ，，，えられ'.ほ勺

A‘ 々りと氏糾)¼'. ~ L I•• り丸屯し「＝ししt / 0.1~o. o I 1..r.., 1 千f！ょよう．今1i)度咲')““
'“1 tに ltこれじり b "j t l:.浬うtり苫 ,.9• ある．

H I) 11l 中． 9反手，比手，・釦，，¥~ t Tc. A - I~ ( I 'Iヽii-)

上） Bｷ F. Sに； T必．~ No.10 w~勺石“也． l I~ s ヽ）

3) L. w一日）内•い．，註.2.o t (99r4-) 
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紅47 芳の史量ご"ni;:今りの浅’I 史につ．，t

（平大 理エ研）．翌澤市むf

日的， a芹h ヴ種々＂受味し更呪のある核稽.,;ある。tr 3 ウラ・9 位物，笥，二ニ次的 Iこ直 A した

ウランは的 Iす，ウランと~,ウムの化井的性度の＂な差から，却{./ :力の洵.,放舶平衡か

丈 `3 れ'l."るこ\(,りゞク、 I •このよ）な千平衡の社月から、逢券 o 妖杵ャ 1た定J:.;.えよこピ

によJ、子・r 衛出なし'- tもヽらの殺過明）1i]と求めることが'tさる。 X 1. C R P のふ9 培，'Jる

と喘，3 凡と lq媒＂取扱t史，1 許＂卜が栓め 1 1も 9) 。汽や開響ぞ粉厘中ゥウ';,濃及‘`,.
母f本となった原鉱＂ t ＊よ 9 着るしく妬くなるとしtも，勅差t1)綾骨から見た叫h., 比放射

俺，a布の比放的能出超え 3 こ乙 la 1d りとメぇf; ~ J 0) 1,''ノ I C R r ，，但しl',,よ, {}t Pc)., 

J 1 天然ウランの士殺及と 1 ~••さ...'ti Jか＇’/ウぅ．／肱の床1I.製錬I!)面程-c,•'J;j,唱の比放約仇ヽd

柑晋妬＆｀く 1J J、イe. 』 (MP c.).,'こよる I·が字が包し•’枚約椛玲逮上魯学力松棺となる。

•;)..l:. n ょ〉に年 4＼決定の男 vil'.・と放肋＇t&呵貿の序 1魯ケ法の旅訂のため）よ貶＂ような苅克と

行，に。

餞過吟旧＂玖史・曲当な骰史， 1~ "'え 93・・泣U ご“u 8’．．天然＂右ィ土じしがトソウムとグ肱比 A ヽ Iヽ 0

Z t＇グ知され鋲物がt成され Tc ~す 3 とJ 2fh の傘UIこ 11 すみ翠 9 比 Rl IJ簡哨な計閣によ，乙

f?1 • (I -e凶t) + A e- ふt (入1 I~喘の塊曳だ牧，t JJ明）月） となる。鋲り笏中にユ麻が見出

されね,/ Aｷ o "し 1 計ヰ L t t，tくめることが'I,••さJ.

柱 1りが弘成された筏，卜＇）ウム豆憂定の割合 Ytが失 I~ 水1.ヽ I J >C骰史<I J t'. J叱只u の
そ衝J`iしれる。訂も喝I,が＇tにi1 1 3 1" 比吊ヽ3 佑＝店知 （ふ、げ祈，，速要定数） t 1J 
,.  "'tの逸UIこi1 1 3 曖没比品 I1 RuT晶f(I - e• ut) t泣門；｀i + e- 泣' (心 I'iiユ l｝，，堪
更定数） 紐...r.t→大、 ~Tt→大，さらにこポ l'1 品キ｀（ I - e＿入“) + eー入uた " 1J ~。この

喝合の2lh の a責U に対す 3 塊 9 tヒ R;,1 &‘iぼ知厄き応）ー (e竺 e―ふt)加ぷぷ”ーぷ靡瓢盆）}]
さら 10 C れ 1a R; き和詞｛I + (e •“- e必り王 I "'な』。尉，3 }全めt'J・さヽ I o 
＂掛と直諄明~I; •~ 1a 1 』が＇， トリウー計免ナ n 28乃の考·/: j1 9 a 塚史比，. J,'t到痰ク紐

e心 e-ふt
使の吟 I旬立以史す a こじがt・~ J.愈虔比 R心 Ia 江ュ入1ふ叫（い）（豆）（い）＋幻謬可西

+ （サふ）（入9謡応，） + （入、ー入、）ぷ芯（入凸 I I + eー入仕、 （入，、ふ，ふふ，J t r/t (9 ぷち，吟“文屯の卓象笈
散）と 1, J.  

布ざ孔の比：司ー低物該計f .,”h ：門t "比から．而埃の計茸六によ，t、年代の次皮ヵ......

もる。しかし分油示叶がユ血') Ic fa 311' かリ1,•'1J ~'西忍，，グ紅収平，i§'/史効乎等 2 1（め

~ I<},. 率がある。 b し司ー合郎試判tp 2午h "'遠U の両着か求められ＊ 11汽稗沃に対す 3 月ぇすも
螂8

簡算，｀ 1a る I1’・か＇） 1,9'1a く、分粘投f卜）＇廷，t箔される． u 6)沙／史りィ1 9 ／＝喝みとオ1 月 9 a こヒ乏

方えた。窃，，f,AN9 l;j.2｢. I B 13 のがたピん打項＂叙定., I) Iご一定の初令t,. Jリウ 4 が失

,1,/1. -t、，tも、試門訴平役適当 1iJ咋由奴罪すれ I~' 磨易に39しと平筍す a (;のピメぇシれる。
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布は、3 Kff、 93kダ，，／侍とp准賣、c もとす．＜ウ, :..の KX 絃埓立放JJ/.しt I) 3. —ぅ常、3

f品 (6It k汀か" j ;,.あJ 39 % ~ 4 か ra の乙安附．に、1 0，ヽえJl 下）も r 6,f.し殆人ビ放出し

tヽ l 1a,> ~,··. ~，ごf,1-Jlf.叶i··.iii.ら 7.Jエ予 IV ~—屁囲の［放約恨!. i釘定 l B吐如如↓ヒ

匹ieY の放約‘庇~ :5I 1 ~ふユしか....され 19 ，比戟的鬼易 IC 布之＂了 3 ＝ヒが-i·· ~る． ol

菊．し r 紺．に対すよ役1fJ桧出品の瑚た効キ比つえわかればグ肛奴乎，こ／a 附1,f 7a <.ュ％凸h Er 1 

巧.hがu か求められJ.

醤’I 定私：天然卜 9 9 4 と⇔…一、＝殺うためエネ Iレi'・ー訊 9'I ナ＆のおJ d 検幼ぷが'¢君t'・市る。

稔出劣とし ...Csl i.-ン＋レ―クーとレ，コン乎斗叶検出姜之使っすC..現在,-·,., r 入憤：却函

t平甜中があJ, Csl i-ンチレー 1 -,;i 3 8 心心ダ 0,r,.,m 尤があJ.しかし光吃子 1槍伶筈の兄

宅面の臥度が喝内,,ょ，し夏 13 る 7こ")'エネ ,v ↑ーグ絣恨，3 比殺的化< 8 Z 租h......も 9 1ニ

。;, 1 コン和導ィォ被出峯 13 療見製 M-8813 A °!,使用し 1::. 。二の板出品 I3 ←牙が厚く

を凡A と令めt船 I He-V栂瘤のエネ IV,·· - PJl.収か和 37二めコリメー 9 - 2 ，中牟とする。っ

りメー 1 ーと的し 1一明" 7.7 HりV o d 堺 I< 珀す 3 分鉗阻 lcl !f値中•·· I". 4i月t••も， 1二．窃

に対しt Id 約 4 "ｷ t•お a が，“"山ev の卜りウ A o 自ら PA 収のあ哨が 3 名経厖之し1/J t、) 3 

ものと見 1;1れる。グ 9 ．ソド入リ電郎函，3 ユをが~., V,ｷｷ ~ Jが、緊 I OJ？＇・リッド｀にしt恨）

子皮tいわ 3 。

常、d ／名“,f> x I" の心 1 •Iンレレークーで’'i!i'l 定した。積箪 L t花国、;J四~ IIOKヽア祖彦の

紆クtあJ.援用した伶灯佐叶 v‘’ ス．処＇ウラン／ヴし乎術しt "ぷfl) i1 背李、プ 3. 3XIふ戸イ
ずウ 7 ン骨、こ比{.J1. t訂枚乎が湘加す』：：とかわi;', 1c ク

浪あ分村幕 1;1 TM  e,し。。今ヤネ ,v のもの立使った．o(招．0)測皮吟間 l ;J I o o o 分ずある

分細注：昨午＂尽表と同麻天、り£トリウ A t e砂—イとしtグ臨と迫め 1二，分紐＂奴乎、3 ⇔四グ

の重骨.1:..からも，喘冴：h "ヒ°ークの比も＇シも永めJ = \Cが1,”きJ.町 3 窃"1:,• -l., ;1 散

広喘のヒ°ークの計牧 1' 附、しt、IJB え 1こ喝みの～し敬之繋すI/( 1i試糾ナの上）Tl,"包也か氏め

られ 3 。なと⇔ー／序の方翌h 弓み 9;J /, 00,  o.22' 、・ダt'’わ 9 た．（餞訊約 lo午粒釦叫ギm)
袂粁とみ免酸t．．処遣し、府政卜りウム（瞭．早）滞凍立加え（トリウ A I. 7 碍前佼），碍岐

雌伐昧液からヨウ素酸っ，I t''i穴穀ぇ 1t 1 ，蹄餅牧ョウ集立曾、さ， S M H d 落次，こI., t 

艮イオン文換私1 廂（加 1)(4) に迦し、長 I< :;!ユ M H ＆跨求としt陽イオン文検的膵（四X it) I~ 
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3 B4 8 中芸かう来たフォー）レアウトの放身ホ化学的性侑

（紅象み了究tケ） 三宅ふ碓枝椅経手杉村行易 葛滋字庫°ふ建手

“門 /O j 16 fJ 1 f受 4 時 (B A--釦国）およ以’,/fヽ碍• 5 月／チ B 手莉 II 峙（ B 本時用），，タ

ク 7 マカンか真でみこ Tスわれた↑紅バ戟から., 7 オー）し 7 9 卜り放射化学的住りについ

て吋究t Tこ．

才一国 8 りオ亥食肪の B 承＾ぅ姜ク界，2 、 .2.. fJ f支っ／0 月 l} B fか」かうみらわれ Iぶ l" め， 17 B 

手莉？紆点で', 9 庄森下厖っ放身直/;l危t曾し， I20 me/kれ2 が観渕された。 i「こ，オニ国

目 9 樟災舷ゥも界，1 ， 6 B 往ゥ 5 月.z,o 8 かう 2| B a T•9 のf紐 l ：み 5 われ 1I じめ， 34f飢 Cん4
（「条雨 7.t帆、"")が槌刹され T=.

われわれば、 r易イオン支1知£ドよy,.1:.. 1e り痒下厖みょ以••雨水ゥ放射化分か研”tみこ K っ

rこ． ただし， 71し力＇）土藉元古およ以• C5-/37 ，ス発店雌故注， l -13/ l'l ~加靖銀，こよ 5 弦及た

汲ドよク今杵 l r:. 

オー表 オー国松実舷JC よ｝放身1位庖 9 分叩臼昂

(11 紆 9 IPi 2l 8 現在；鴻老往 3 B ") f直 I: 1呉年）

N“4ム 圧圧んん。元 ＾叫f心血よ が
f心血よ

Nf -2 3 7 紆， 0 % 

u -237 .z'夕

Mo-??, Tヽ ー／3 2.,

} Ru. -103, I. 、 g,3 

R“-Rt -IOS 
“9 『#

Sャー”/ 70 } 5. I 
Bんー／1-0

IS-. 2 

y-1/ J La ー／チ0

Cとー／4／, /44 /0. 1 32, 0 

Ndｷ 11-7, ぬ- Iチ7 、

Zr~”” } /ｷ 0 

Nb -?i, f｢ 
3.0 

そのイ也」 §、チ 2 s-. 0 

IC/ 0 



オニ表 オニ囚核尖面妥 I：ょ｝恥k fっ杖身14生 1訊り今Aい紅

(Im 乎 5 月.2,I B 現在：店希往 7 6 りf直，＝ 1む;.)

` • ”4、 圧叫
N“4心知 4.4・ヤ““…d.. ノ f心4 du. it f/L4“尤

Nf -2 31 31. Z 劣

u -2~7 /, 0 

M/)-11 、 T.e -／紐

Ru -/P3, l"b I 3, 7 え0、 2 多

R“- R｛ー／0タ

Srー丸秒 } ／チ， 3 21. I 
Ba-1秒

Cs -1ー7 0, 3 o. チ

y-1l, La. -／千0
CrIチl, /4チ 2 『、 3 1/, 7 

庫・／47, ね •11- 7.

Zr -f5,1IJ、 } ふ？ 1,3 
Nb -15, 76 
I • /3| 5. ク 『・チ

そのイ也』 2,6 3, K 

放約町ぷF iりf力‘うりうン，打介fi'I「 E 介離し／アルフ l 靖集ガ’J足t k こ rェっ Tこ巽令昂，

u-23チ， 23丸 23も 238 斗が校之され「こ． i rこ， SrnI R“ ー／03, I 9l  I T之ー 13 .2.,

Ba- ／チo 斗"I I拘水↑り壌が割合 1 1-, u-23夕り彦立中 4乞合による 1紐裂牧年 9 官1 今t: I ゑ 1 ま鴫一

紋し、f共';1約桑発が｀ 7• Iレトニウム吃で• T石くウうン望ゥ厄ク羞で•あつ T;.:. i::が T.: L ガヽりられ

r<. 

長も見人あるこ '(,9 工， 中知ふ r, つつ 1以肢かタク骨，， Nf-t.3］ヒ若千t, u-237 ゥ存在
がみとり 5 れ「：ことであ l • ~れ 1.:' 守茶 9 樟鳩ぢ虔駁が阜 r公:. U-zls.., 芥亥令製I>: '1 1" ぼ

r広く，虹贔ゥう清 ‘I 駿t加沫 l r, 厄油り社発tみし「スつ「：可能4笙もあるこヒもしめしてい

り．

臼 9--



3 1149 s.,.- f0 と Cs-lJ 7 の済下

（勺象研究所） 三宅条雌： 0巻城幸雄~

/119年 7 月から／9¢J牛末まて 1：：月本の 7地呉で屁められた雨水中の Cs•/37/Sr f0 のとし
店次の表，：： l めす．

地 奏 Csｷ/J7/!>y-f0 /則定（五耗囲

見京（奇象研究所） え• 2 /.0 ~、[

棗京（東京管己気象合） え、 3 /. 2 ~P. 3 

札幌 2, 3 I、 2 ~ 4.2 
仙 B ュ， 7 /.J...,4.r 
秋田 2. 7 /、¢ ~t,7 

大 r及 J. 0 I、.2 ~ 9. o 
福町 2、 4 /、/ ~j./ 

平杓 ;J,'1士 9, 3 

上の表てがられ'tうに I ~則定直＂耗困,~人() ~ヽ． 3 勿玄 I' 範囲 I＝わたつて 19 3 。し、ヽ

しミれウの 7池長の Cr-/37ぷ・fひ'Sr?0 の積幕量の比 l7 比較的食， I -紋t （め L ノわれら

の池呉の平tりlオ 2•7 7• あ~.

/'Iii年核実険再附后の東京'"おける C、ー／37/5y -9(} どノ II.f7~/ffバキ栓実易方の場合と ct1f-文
tると次のJ::う（＝なる。

かの／か？0 e,-/97/ry-90 

I'/ t7午乞月～/!Z.月 ），ぇ

1? ff手ー )..え /9 ヽ2 午 2. 7 

/9げ手 .2. 1 ”‘3 手 )., 7 

”‘()午 ).. ( /fヽり午 /, ? 
./fヽ／年／ 9 ~ 7 月 /. 9 

国逗科ヽf季屑合 17i¢年旅告 I：：よれ兄／fi／午校実験再m以前 l::I t Cり砂fD tt 11 /, 7 7も
ったのドiす［マオ紅屠渇府l斥 19 メ 41洞‘少 L ~：：：と炉被告さ小て II }。 ［か L 東京の西l<

m易：：の傾向 11 みら A ない。一絨I1該駿中/-z n ：：：の比があ（ノ又僑差:/,大きヽ）が的,11
と共にttが低くケi 1tnm ヽ・みらわた。

日本q 7 池兵の直 19 ノイ戸囚井見永サりか哀,,ー孜! L めす（平灼 2.9 / i刷定位範
団 A 0 ~f. 7). l か（ケから日本つ（且 Iすノイギリ入/ァ:,Iリカ／ 9 ナ 9” の直（井19 /、、~

円2---



/• 7) F リ記ぃ．
C.s•/37 / s,-70 {J) 1七ゲか柑 I二J• 3 誤差 11 /0名以内／ i崩定,, t 3 接差 17 板名であ 3 の r,

日キピ r の他吋誌旬との Im の々：／37/fr70 ttの差の原因と l て (1 冷のJ・｝なミとか方えら

水｝，

核な製生灰約 Ii /汲の和 9こ（めす｝うに核今裂牙い盾の種籍 le iフて安ィヒす 3 。

u-mr V-.2.3f 万— 23 g 甘} ;;.32 ?I,¥ -23 9 

ther 旧 al ja d i^‘f がs t が st

SdO f,77 千ふr J..Z /, g え、 2 3 

CrI37 ¢、 /r i.If /.2 /, J /. I 

C氾殆1() I、 P7 /、{/./ /]“ ヽf 3 3. () j 

：：の核矯呉t Cl)形/:かって牧率か要な 3 ：：：とか走っ• C/%yf{)tt q吏勤す 3 屎因と（て赤え

られ l •又幻0 I Cr/37 の親枕種の /Cy iら応／3 7 の乎i届邸 I7条< JJネグとJ.Jかと臭な

つて 9, 3 ．ミの半 1浪｀期のA_,,,：：かリ／欣‘汐酌では CJ-/37 が S,70 1= ct＃支 L ?ク（な 2 ：：と

が方えられ}.：：：れ 1: 及（て局池屏 F 杓て＂／7 ：：：のtt 19 fぢくな 3 7" みらう・

F-23fq玲裂生成オり中の C5-/)7/S"rfクtt.”“立 l'' =l ">とすれ /1― I 咸乃園内7''/す当
然 2 }リ大ラ（な）も0J叫思われ~.

放性粒子か政‘乃圏から対氣訊：：入っ口場合／約／，ヶ月 1立の滞留時巾t'じん埃ヤ丙ド I
フマ梢集ェれ 3 。 日本？いは放約性液渭iの紗え以、上か両 I：： ｝って硝某2 水 3 。 （たかっマ飛‘

知仇 3 過程て•1 Cs と幻濯 If的性康の直心）｀つてfyacfi on qti /)n が起 3 ミてが松
られ 1.

又放船印直I)、松‘汐Il] d｀ら対 9寮釦 Iこ入 3 湯所と／絆胆杷戻との祖対的な位雹らか 1: よ

つても c、 197/“'0 比 d要っでく 3 であらう＂

以上り｝うな見地から 1 日本の乙／37Isifo ctがit< I l かも席 II 泥囲,.わたって＂了.::

r 11 tｷ l 1 者＿9E と方えら,It "$. 

1q 3 — 



3 B50 固頓料り筏兄拘ガ'’ンて及v-:· X 、銅判定に、'),,て

（東欠珈•t珂・理が） 0 坂孔！キ中 "1 史毅ギ田雑紺島料；仕

町臼じ科中の 1句｝ Y 紐頃’l 足'I, R. Y) tJa. 1 ば）絲晶を用い，了— Y述l司叶計恙仄浅 Iこふ 3 測庄

＂灼 K. i t i，t｀りげ， c:1, 叫”， F.,_f r, Niff芹＾印九姐屯｝坤lt tこi- 3 X 紐： L 千冗望比叩t紋
窄t'苅I た． 1 3 う戎t枝訂 l レ·
1. o'、tいI足

今吠収雙 V 、i直出客‘£り叩り兒測足に利用することを訊＇斗氏 2 循l,, N迂国）は

晶じ↓る V ー冥I日時計紋九を 1n v\多「砕年‘を｛約1 さじることtぷ＜匂然＇訂数9 ！り厚t
,I ヽ~·< L z. 10 年枯丸の項'I 足£げうことと訊>t h. 

百-r. IV 吃池 I(Tt)叫a i RCA 6342 A))  lぷ心 I （戎）綽晶（いクば） £用＂，逆 1日時·

言ti這 1 -c$“ウエ IV 堅此 I (Tl) 紐『a(3‘’¢ p“m砧 kH 心 7(i 1 ウェ，v q犬 3 ぐえ、ギが 3，沢）

~ I月いたふ叫 Lt :IVt i 1/ 0 放射龍たサく 1 ぅレ吟スァンレスケースノ石尻，包 2)用
¥/1'ti:. 枝 K 溶秤/;t- 1, IO VM.得 4 Kもレー，L/ ~"内（：屈ぃV'.

屯l司呼tt！ぃ 1f tiわfi 91 心iこ比 (2 心 c/7" JぅtA、も？いついて 1.rコン 7，トン
訊｀ tぷ町tにお 9 えること，入心靡如屯干滋'-Ifずることげ＇可社であった。

叫 1 f—凡 .--y I司 0寺言げl~ t比穀してや、レベ｀ v̀ q高孔叶凡ひ桟註ti姐知
1 /\°クト、✓ を哨fる試｀料 I沼 l て布効↑iか改と言必めう礼v-.

2-. X 線劇定

閲豆 Vifftiど 1紀廃｝番手のキ紅いいい訊 lこi 3 X 緑）夕～ 1 知 V t副えす
る日的で• 4 几q比例計孜冷t試作しにけ噴iりオ叩龍 I: i :ｽ I:渇t 1令＜たりア？リ

,v和脂均なも鉗製ゑ叫糾業qもqど酪（乍 l ~ • 前ぇ危 lt内 1t年九，長~ 10 c...., 

"l jいい Iぷ内 1L ¢ら、か々 IO cれ 9 ％円を 2 f囮紐令也たも 9 で鉗梨訂釈冷ょ加厄可耗
とし尻訊料 1qな拉とfヽ｀ ｝令足窟で 4 ラー CI'"'知） ＾印 1月定 l v-.（詞叶mt 1ぷfぷ
8伍 X 釦…）． Il"t計牧冷とし II叶箇型ヵ｀、スプロー G H 肇（布効 1勾佐 l3.Sgがり；表々
砂四）り中に入パ逗項印t紋 E と国 [O 匹丙q v 一 ,v 卜 1ガ 1 頑1) 足 l tc. 

幻旬柑＾糾叶につ", t訂数粒況と得める口ガP r'!., (1 ~3 k3;/c元） 2 l ぶがフた・
今角和代 1 ぶ,;l..0 ［以下t"樟辛 Hりーに# l、て r 7• iりい言t粒効坪t手、 L 1'<. 

I "14 



5 H51 s keet Sc叫1以公t,'が 1 こJ.. 3 トリチ、うムのク人介4 打t計双

分 3 破 ぶ'ht,‘“辻0)" S知e t't.片，＇S 'Mの l知/.fl I こ上 3 均、、も翌打双：を，

（も良. f..、虹）店私三刃
(9 本竺．廷 l.t ii浮研） fえ 沢 名｀ 八、文ふ舒 叶

凸： 菟佑ら，1 -!さに．免＇をキ培忍袷ヱ／＇／叫、'c SCふ右羞左心ばt紐令也た埼
鱈訂祝肢固によ、）卜、）がウ L1 の放紺弁とを吋位．か 9 込成！こざffJ... 1 3 吐、を従長した（井 7

訊似がれ命令／ナ 6 ，亘 I3 斗ヽァィ、I I｀ーフ渥儀）。 この：i， 1土拭判の秘廷ヤ．吋の外似凶

n I 、し 4I'..,＼＄崎性隈，点．，扉•J:. I・リチ・うと＼村、汰•筑吟の及肛如·冗吋迫ー（．．そるのみTJ.らず．之

ら 1:.. 団外や礼外のよ面 I羞ll..プJ /·')チ，ぅ¢,，，f.9\• 喝）げ、 n 口1..、卜、）チ・うL.、 r- J..るQ⇔表

砂叫閲知王::.'}—し生郷い這月訳料の：叫’j火ぁ 3 、ヽ 11 ol'j> cownfer'! <..て卜J
千，ぅ喝桟液々中（兄 0 0 'l．、）吋走弔等、従生の久相計オ虚ゃ液件ヽシン千レー石ンか1

副足て●●さね、、 A‘• あ 3, ` I i l にくかった灯＆か”t，笥平，こ，‘？•J・走て・｀を 3 長凸が期約 1 爪る。

しかし n ぶら．t梵床の泣、て＾ 11. 光，．tキ鳩イ合、冷の熱虹令"l.. :.\.の：立凡皮存ヽ庄ぶ， l 、-:! I 、よシ

h 6i,か'、tfi_. t （え弔セね，19-P らつ‘‘• このたた 1 ミ．杓．｝、召~;11.が丁、 3 /吹吐 1:.. 人‘9 ，て S ／ん'ttが、も＜

n 3 よ) 1:.. 印加屯 IL ℃ WI、以四砂‘kk t似的に詞 K} l tJ..）炉れ I4ねらかんつた。また．、も

紅汀げ遠彗の、熱龍合も．そ n 浚．んくたな戊~も、も.d. 1:. i-.tた力 3 の 9‘‘.'f、f,f呵斐 1 し

て． I o O c.以下のー）支泣 ltドイi．たねぷ九:.,凡かつた。

これうの侭虫，tのそ＂屯．｀｀入・は 3 ：立／iて＂ t伎 Al て＇を． W,‘叩に以tk ゃ叶か」＇允丘？紐令

屯 0 心麟tJ.. < 1鱈．づべを：心）足他t冷半に特うための妓邑 1 して、 0杜‘cJ. Sc心羞

t杯‘伍て、、 2 つに合げたのち，え咤キ玲伶，哨て一屯ふ I 0ヽ iし 7、に文えたのち、 '1 令訂玄．ば、て•‘:l'j

）いJ :t、t夫沖、し．iの仕区t択<i：した．

輝方出； 阪正の既咬t F,t I I こ，f，す。
.Sc,、心釦or skgtには Pふt.r.叫辺’ふ1(/('8

（土紅，f9 『 4ifke--I、`e) 、 7゜‘) 7ぶ 1 'J.
アク、），冴棗謁，光叱キかも培 1-± EH 1 紅3 6SA 

を用、‘， こ爪らの辞．tt．絆 1 j,全i r シ＇）コン：由て‘

心崎 COいµそしてある。卜、J't、うJ..忍哉•§\
判ば了ルミニ・ウム板J:.. Iこ硲朕i/f、、•あ 3 、、 1 1.．ざ、冴、

tして T み，f‘たf:t e a.r、、C - ?、 /o-3 1-/, 1 1-/ ac以

(,j.~,1-Z、礼 n 〈セ、似。iJ o+。fes' 年／00 (I9 6 心）
の．純呼訊‘杵t l可いた．

A 、 B の rh 。十＾ぷ社如パヽら") I ヽ・、し 7、 11 、
Aloka. TDC-3 /0 弘浪伴、シンチレーレ3 ン用

EMI'/SI 牛 SA

召oto""..iも万‘€rs

A ¥ 8 

必

Sc、冷t,、必加 skea t

(lo、ヽ伍 X ~. 8'c"" X tJ.“‘い知-)

四g. 1. sohematio d1agram of 

sointillatlon probe 

肉→打1.l 7、ぺ？卜，コメー 9 ーにみち v.、乃・JI--.計屯L 士人た。

I q.5— 



·t秘鮭来:
I 

l 、 BaC-k§ro砂~ F、.J・ 2 ば屁k炉゜応l d)，危
瓦．大＇よが‘：匹けi t. 
(A). 光、亀t ＋ば（令．1A の・斗t (1 たらか七だtさ

（蛭鈷）

(B). ,-t.J:.gのみ~ 1jたらかセた、℃さ（｀t.紅）

(C). A. B ̂ 、iJ t 1c,tたら X ヽ.-e_. I可吋打すl t

竹 9 たて色（北絲）
の 3 つの約令につ 19 て示したものて••あ 3 。 (A).

(B) の 1い合,::..くらべ‘． （ c) で 11 b̂cl<9 ro "叫 x、●` `‘ 

tゞる L く少ひ、、上に．えの点度仮為仕も I~'<- L_ 

t.. n 、｀こtがわかる。

Z. 訂事け位 上り均合、::..)すふして (A) 、 (B)

(C) 3 つの玲合につ 1• 7 訂が村仕tしiべたtころ． uJ)(rn tho bll.ckground taken with 

(A) (B) の 1t,含，こくらべて •(c) 11.杭知令、没が'f-- 0Y. 5 ·• CQ V, wlndol4 l4idth 
x, -10 cー: o, o 0c; A,  + 10 cー; 位：軒少---f J I吋ざ‘“‘‘。こっ麻•J. 1:1.t..it backJrou4 

の1•A’,」. (っ・ぅト- ij',-佐J‘o ） （こくらべる '(_1 -J. 3 か

に少'n ぃメ・ら． S/N 比（核げ·祖／b“か゜い4) 心・
促来のル、にく；べ.約／J'o くゃ、こ培かした::..'(, 1:. ん 3.

屯1i t x· えて牲、l:1. 1也鈷t'(_つだt ::.み .-/o~
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lo3 0.5―o.う /.0 /./ U. I..J 
研l,'~ d. volt込3-'-, KV. 

Fig. 2 。 E fl' ao t of temparatura 

and •, + 20 cー 

+ J o •c の範炉 11-'(.んt"文化かわかった。この：： ;‘ 
L 

"-r1. ぶt...バ：g,：左木:!.人•す·⑪、ずさ 5 "“t 't-> IO3 

斗え 3 こt t歪f ｛の口｀ある。Jた． FI、9• 2 に見ら ｧ 

゜瓜 3 J_うに．高ヽ｀ er→ fi.て••も b^ck}" …、l tえの立 9 

い紅も、』ヽ 1 、．のず． UI沖l四1,./』がt凶 V t 芯

てら、イ 1 わち、古戸て＂てか 3 か）心、が入 3 ．した
z,。2

ぶ 9 て．秘．い渇玖も高し‘fla.te&U ;f x.ヽ．，叶．、；小る 。 , 2 3 • r 、

｀ヽら．叱い砂L の、t. t疇 11·· tJ.. < tJ 3. D叫nce) t,…心

3."の紋釘思 6紐正のf9 堵 ＆ば、見ふrr Fig. 3. Absorption curve of 

s k4et t 13 ゞ肉じ面痕,.,_ ?--み{f t::. tr;t,'afe4 stearic tritiurn fJ-rays in air at知 °c

a.c,'J.の碕il1、について．訳利'I'.. S~ .f e t'(.11) I可r,~ t Voltage, 1,1防 V; wi ndow 叫th,

(F;J• l 知、） ttえてit社した℃ころ． Fi]• 3 5 一 cov.
疇来が特らかた。この In 這．るよ奸から 1、リチ・ウムf益の生人が＾、ナ 3 知瑾、い知

る'(_. / 2 、J' C'l-\o\ツ心J t h ）文祁他℃＇ぅゞー殺イる。 このt ＾表ヽl、の℃き（t ::: 0.2 へ→
心臼、杜 Ii.t3 3 午％． bac iくが゜応A,i .“6 。~ Cド(J o•c) ,··あった．

1 の沌．：t、臥｀故杵t吊，，て． SCI叶，•ル山r sk€et面℃の租埒位也11')In4、t :PJ足し．尻 3
い 1” 袂軒かをて "'n4．も依幻したのて‘．こからの§：北を紐芍ずる。

0¥  

¥ 

¥. 
＼。

---- 1 し／し一



5 B 5 ? 戸紅競寸さAl'L たホ°')リン麒ナト＇）ウムの電子スピン丈褐

（広大理，．”尺大原子炉．＂R 奈電気村様、 K K.) 

三市政冶 。長ぶ＂ l 明紀 祖サ学夏’l峯 吏村 唸信“

ガラス択ボリリン殴塩I＊放沸ば粛照射否受ナ者と塔易バ赤く浅色芍弓こ L が見出士収て＼）

”‘ヽ、その着色樽拝，泡色中 I( I'(汁かヨ呼釈，も碓TL て、，刀ヽぅ．，惜渚 5 の電子スピン知島

ぃホ百研穴力‘$1古 P04 ai主錢の取業がラジカ lレ\(_ 1Jつて、）ヨため代古百活色であマと楯定、

さい百,そ<T)塔色様慎 R 対すす知見い凸ためK'.木＇リリン暇ナトリウムのガラス杖徒と

平姑晶l'..さ比校 L たとこ 3 単桔品てホ｝禾泉にポ了奴界 1a:全く訳めら軋 7“‘ った。 この相畏

さ明らか尺す百目的,:·かラス伏ポ＇）＇），ン酸ナトリウムの社只の室令度つものに u森＆照射

L て電子スピン史県 (E13 R) おふ7;,"可視，朱夕i 0凡収スペ 7· 卜 Iレ R 六百穀界疋沿＼叶た。

（実喰）
名柑唖令皮の木°’Jリン酸 T 卜＇）ウム I~~出PO+·S帥0 k'..心1-\P04-ｷ 12比0 の制令·さ立当穴迅人た｀＇

環令勅を'600゜C 6 睛叩0熟 L. 光味的哭康：のため穴その虚駄吻~ 7ooｷc r-1盈度疋て 1f，望濫の

白金校J:. r-丸 L てJ:.から未 R 白金板、て＂圧 l て辱サ杓 0，邸m.訊 0 かフス板、邑得沢． E S 尺現＇l 史阿
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